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　ああ、これは夢だ──。

　目の前に立つ、小さな女の子とその手をひく壮そう年ねんの男性の姿に、珪けい華かはすぐにこの光景が現実ではないことを理解した。

　うしろから垣かい間ま見みえる男の横顔が、懐なつかしい面おも影かげを宿していたから。

　──老ろう師し……。

　記き憶おくにあるものよりやや若い養い親の姿に、では隣となりにいるのは幼いころの自分かと、不思議な気持ちで眺ながめやる。

　──それにしても、ここ、どこだろう？

　二人はどこかの邸やしきの門のところに立っていた。

　郷里の村でないことだけはたしかだ。造りからいっても中流以上の貴族の邸のようだから、房ぼう州しゆうの州都かもしれない。このころは、まれに老師とともに州都を訪おとずれていた覚えがあった。

　こんな場所でなにをしているのだろう、と首を傾かしげた珪華は、夢なのをいいことに二人のうしろからそっと門の中をのぞきこんだ。

　彼らの視線の先を追うように庭なか院にわに目をやると、一つの人ひと影かげがあった。遠目にはわかりづらいが、十とおになるやならずの男の子に見える。

「──ねえ」

　あれは……？　と訝いぶかる珪華の足元から、やや舌足らずな声があがった。驚おどろいて視線を落とすと、幼い自分がこちらを──否いな、老師を不思議そうに見上げていた。

「あのこに、あいにいかないの？」

　見ているだけで動こうともしなければ、声をかけようともしない養い親に、なんで？　と黒目がちな瞳ひとみが問う。そんな養い子に視線を移し、玄げん陽ようはゆるりと首を横に振ふった。

「会えないんだよ」

　会ってはいけないんだ、とどこか寂さびしそうに笑う玄陽に、幼い珪華はきゅっと眉まゆをよせた。

　──あ……これ、思いだした。

　二人のやりとりに、なくしていた記憶が甦よみがえる。

　穏おだやかに笑うことが常の老師がこんな顔をすることはまれで、自分も寂しい気持ちになった覚えがある。目の前にいるのにどうして会えないと言うのか、どうしてそんな顔をするのかわからなくて、こちらもどうしたらいいのかわからなかった。

　けれど、幼いながらに触ふれてはいけないものを感じ、結局なにも言えなかったのだ。

　玄陽は彼女の胸のうちを察したように「おまえはいい子だね」と頭をなでると、「いこうか」と珪華の小さな手をひいた。

　玄陽について歩きながら、幼いころの自分が名残なごり惜おしげに門の方を振り返る。

　つられてそちらを見やった珪華は、軽く目を瞠みはった。

　少年が去っていく二人の姿をじっと見つめていたのだ。

　当時の自分もまたそのことに驚くと、ぱっと顔をそらした。だが、恐おそる恐る再度見返った時には、すでに少年の姿は視界から消えていた。

　──今のって……。

　見覚えがある気のする少年の顔に、珪華が頭を捻ひねっていると、ふいに周囲の景色が変わった。人ひと気けのすくない閑かん静せいな雰ふん囲い気きが一変、賑にぎ々にぎしい空気に包まれる。

　大通りを一本はいったあたりだろうか。ちらほらと人通りのある路地の肆みせ先で、さきほどと同じように昔の自分が屈かがみこんでいる。

　老師は？　と首を巡めぐらせば、肆の中で主人らしき男と話しこんでいた。様子からして、ここは薬種を扱あつかう肆のようだ。

　──そういえば、このころは老師についていっても難しい話にすぐ飽あきて、一人で外で遊んでたっけ。

　町なだけあって村にはすくない同じ年ごろの子も多く、子ども特有の気安さで一いつ緒しよに遊んだものだった。

「あ！」

　そう思う傍そばから声があがり、足元の小さな影が立ちあがる。

　さっそくだれか見つけたのかと首を巡らせ、珪華は再び目を見開くことになった。

　──さっきの……。

「さっきのおにいちゃん」

　今と昔の自分の声が重なる。ただ、そこに滲にじむ色は異なっていた。

　幼い珪華の顔には、また出会った親しみの一方で、どうしてここにいるんだろうという思いが浮うかんでいる。だが、今の珪華には違う驚きがあった。

　──この面おも差ざし……まさか。

　見覚えがあると思ったが、こうして近くで見ると少年の顔は見知っている人物によく似ていた。それを証明するように、

「おにいちゃん、だあれ？」

「ぼく？　ぼくは、景えい舜しゆんだよ」

　子どもには似つかわしくない色のない表情で、じっと幼い自分を見下ろした少年が自ら名乗りをあげた。

　珪華は、やっぱり！　と少年の景舜をまじまじと見つめた。

　夢の中の珪華はといえば、景舜の様子にも頓とん着ちやくせず、同じように名乗ると「いっしょにあそんでくれる？」と誘さそっている。

　──この夢が、忘れてた記憶だったとしたら……景舜が言ったように、本当に彼と会ったことがあるってこと？

　懐いていたという彼の言を肯こう定ていするように、遊びはじめた二人へ戸と惑まどいながら目をやる──と、眼前の風景が歪ゆがみ、再び場面が切り替かわった。

　今度はどこだろう？　とあたりを見回しかけた珪華の肩かたが、びくりと跳はねた。

　──こ、れ……。

　息を忘れて凝ぎよう視しする先に、一番記憶に近い玄陽と成長した自分の姿があった。

　どこかに出立するところだったのだろう。玄陽の背には小ぶりの葛籠つづらが背負われている。

「では、珪華。いってくるよ」

「いってらっしゃい、老師。お気をつけて」

　当然だが、凝ぎよう然ぜんと見つめるこちらのことなどお構いなしに、交かわされる挨あい拶さつが耳に届く。

　そんな二人に、届かないとわかっていても、それは零こぼれ落ちていた。

「待って、老師──いかないで……！」

　このまま老師をいかせてはいけない。

　これは、あの朝の風景だ。もう二度と戻らない、旅立ちの朝の──。

　だが、必死にひき留とめようとする珪華をよそに、夢は進んでいく。

「どうしたの？　老師」

　いってくると言ったはずなのに、じっと自分を見つめたまま動かない養い親に、十五の自分が小首を傾げる。玄陽は柔やわらかに目を細めた。

「いや……あんな赤ん坊ぼうだった子が、大きくなったと思ってな」

　そうして、このころにはめったにしなくなっていた、昔のままの仕草で養い子の頭をなでる。「老師？」と照れくささと訝しさがいり混じったような表情を浮かべた彼女に、どこか寂さびしげに微笑ほほえみかける。

　その顔は、景舜を見つめながら『会えないのだ』と笑ったものと、ひどく似かよっていた。

　──……老師？

　当時は気づかなかったそれらに、一つの思いがよぎる。もしかして、と胸が鈍にぶく疼うずいた時、

「身体からだには気をつけなさい。あまり、無む茶ちやばかりしないように」

　小さな子どもに対するような言葉がかけられる。夢の中の自分は「もうそんな子どもじゃないわ」と憤ふん慨がいしているが──今の珪華には、別の意味を持って響ひびいた。

　──老師は……もう会えないって、もしかしてわかってたの？

　明確にそうとわかっていたわけではないのかもしれない。しかし、彼が『稀き代たいの祠し官かん』と呼ばれるほどの存在だったと知った今なら、なんらかの前まえ触ぶれを得ていたとしてもおかしくないと思えた。

　ただ、予兆を感じていたのなら、どうしてでかけたりしたのだろう？　用自体は、どうしても、というほどのものではなかったはずだ。

　表情からもっとなにかが読みとれないかと、玄陽の顔を見つめていた珪華は、ふとあげられた視線に、え？　と瞬またたいた。

　夢の中の老師と、目があった気がしたのだ。

　まさか、という思いを裏切るように、双そう眸ぼうを細めた玄陽が小さく微笑んだ。自分がいなければなにもないそこにむかって──。

「──っ」




「──老師」

　つと頰ほおを零れ落ちる冷たい感覚に、はっと目が覚めた。

「今、のは……」

　思わず視線を周囲に巡らせるが、暗くら闇やみがあるばかりで人の気配一つない。

　あたりまえだ。今のは夢だ。

　自分でもそうと理解していたではないか、と嘆たん息そくして、珪華は臥しん牀だいから身を起こした。

　拍ひよう子しに、手の甲こうに弾はじけた水すい滴てきに、泣いていることに今さらながら気がつく。

　たとえ夢の中でも会えた懐なつかしさと、夢でしかない寂しさがあふれだすのを拭ぬぐいながら、それにしても、と珪華は緩ゆるく膝ひざを抱かかえた。

　今のはなんだったのだろう。夢にしてはやけに現実的で、忘れていた記き憶おくにしては鮮せん明めいな絵だった。挙句、最後はまるで夢を見ている自分に微笑みかけるようで……

「……もしかして、老師が？」

　ふいに浮かんだ、老師が見せてくれたのでは？　という考えは、常なら笑い飛ばすであろうくらいには現実味がなかったが、今の珪華にはすとんと胸に落ちてきた。

　ただ、だとすると、玄陽にはなにか伝えたかったことがあるはずだ。意味もなく現れるとは思えない。

「だったら、やっぱり……景舜のこと、よね」

　遠くから景舜を見つめていた玄陽の表情を思いだせば、ぎゅっと胸が締しめつけられる。

　おそらく、あそこは景舜が預けられていたという知人の邸やしきなのだろう。玄陽がたびたび房州の州都を訪おとずれていたのは、商あきないのためばかりでなく、手放さざるを得なかった我が子の様子を見るためもあったのではないだろうか。

　いや、もしかしたら、身を隠かくすためにあの地を選んだのも、上都みやこから遠く離はなれていることに加え、景舜があそこにいたからだったのかもしれない。

　会えないんだ、と言いながら、我が子を見守っていた姿からは、やはり、景舜が言っていたように玄陽が彼を捨てたのだとは思えなかった。

「違うのに……」

　けれど、幼い自分を見下ろした景舜の表情からは、彼がずっとそう思いこんできたことはあきらかだった。

　耀よう国こくのために、と己おのれを犠ぎ牲せいにしてまで玄陽が護まもろうとしたものを、その犠牲となった景舜が壊こわそうとしたことに──すれ違ってしまった想おもいに、自分にそんな資格はないとわかっていても、痛みを覚えずにはいられない。

　一方で、嫌いやな予感に胸が騒さわいだ。

「でも、どうして、今ごろ景舜のことを──？　まだ、なにかあるってこと？」

　呟つぶやいて、ぞくりと背筋が冷えた。

　殷いん陽ようでの騒そう動どうのあと、景舜は行方ゆくえ知れずのままだ。

　今、彼はどこでなにをしているのだろう──疼きだした不安を抑おさえるように、珪華は強く膝を抱えこむと、思いを馳はせるように月明かりを透すかす窓へと目をやった。
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「ここにもない、か」

　見つめた紙面に呟きを落とし、珪華は気怠い手つきで紙を巻きとっていく。

　元通りにした書巻を棚たなへと戻しながら、ぐるりとあたりを見回した。

「やっぱり、ないのかな」

　こんなにも記録があるのに、と書巻が山と積まれた周囲──祠し辰しん殿でんの書庫に諦あきらめきれない溜ため息いきを零こぼす。

「祥しようが前にここで救い手のことが書かれた書巻を見たって言ってたから、ほかにもなにかあってもいいと思ったんだけど……」

　ここ何日か通いつめてもあがらない成果に、珪華は肩を落とした。

「すこしでも、宝ほう珠じゆを甦よみがえらせる手がかりがほしかったんだけどな」

　もう一巻、あとちょっと、と一いち縷るの望みにかけて探してみたが、そろそろ灯りなしでは文字が見えなくなってきた。せっかく特別に許可をもらったのに無む駄だ足だったか、と思いながら、しかたなく書庫をあとにする。

　西日に瓦かわらの輝かがやく祠辰殿に一いち瞥べつを投げ、珪華は硬かたい面おも持もちで踵きびすを返した。

　──いよいよ、明日だ……。

　自分にできることをやるだけだ。

　そう思うのに、つい余計なことを色々と考えてしまう。

　のしかかってくるようなそれらに、気づかないうちに俯うつむきがちに歩いていた珪華は、ふと感じた人の気配に顔をあげた。

「あ──」

　祥だ、と遠目に認めた途と端たん、さっと柱の陰かげに身をよせていた。自然速くなる鼓こ動どうを感じながら、こちらにこないことを祈いのって息を潜ひそめる。

　耳をすませば、移動している間にもなにか指示をだしているのか、切れ切れに祥の声が聞こえてきた。

　そんな些さ細さいなことにすら喜ぶ胸のうちとは裏腹に、珪華は気配が遠ざかっていくのをじっと待つ。やがて、聞こえなくなった声に大きく息を吐はきだすと唇くちびるを嚙かんだ。

「祥……」

　彼とはもう何日もまともに顔をあわせていなかった。遠くから見かけるたび、避さけているのだから当然だ。

　そう──殷陽の一件以降、珪華は極力祥を避けていた。

　特に殷陽より皇こう宮ぐうに戻ってからは、祥が忙いそがしいのをこれ幸いと逃にげ回っていた。会うとしても、相手は──まだ仮とはいえ──皇こう帝ていだ。常にほかのだれかの目がある。それも今の彼女にはありがたかった。

　──とはいえ、油断はできないけど。

　人の目があろうとなかろうと、祥がその気になったら関係ないことは、すでに身をもって体験済みだ。

　意図的にこちらが避けていることにさすがに気づいているのだろう。日を追うごとに自分を見る目にいらだちが増し、飢うえた獣けものを思い起こさせるだけに、なおさらだ。

「……殷陽からの帰りが別だったのは、ほんと助かった」

　珪華がここ安あん永えいに戻ったのは、ひと月ほど前のことだった。

　一方の祥は、遅おくれること半月ほどで帰城した。首領が捕ほ縛ばくされ、混乱する南なん都とを放ほうりだすわけにはいかなかったからだ。事後処理をしつつ、旦たんに代わる仮の人員が定まるまでの間、彼は南都に留とどまり、采さい配はいを振ふるった。

　その間、祥としては珪華を目の届くところに置いておきたかったのだろうが、状じよう況きようがそれを許さなかった。

　元日の朝に宮門で起こった出来事を知った民たみたちが、ひと目本物の救い手を見ようと、連日こぞって門前に押しかけたのだ。

　ただでさえ混乱しているところに起こった騒ぎに、このまま彼女が留まるのは色々と問題があると、捕とらえた貴族たちを上都に送るのにあわせ、一足先に殷陽を離れることになったのである。

「あのまま祥と一いつ緒しよにいたら、きっともっと問いつめられただろうし……」

　溜息とともに、祥の声が脳のう裏りに甦る。

『今だけじゃ……救い手としてだけじゃない。俺にはおまえが、珪華という存在が必要だ』

　そうまっすぐ自分を射い貫ぬいた空色の瞳ひとみに、つい頷うなずいてしまいそうになった。求められたことが、自分と同じ想いでいてくれることが嬉うれしくて……。

　実際、これがなかったらなにもかもを忘れて承しよう諾だくしてしまっていただろう、と珪華は左耳の耳みみ飾かざりをいじった。

「……大だい丈じよう夫ぶ」

　自分は約を違たがえたりしない、と息苦しさをこらえるように自らに言い聞かせた時、

「なにが『大丈夫』なんだ？」

　背後から肩かたを叩たたかれ、びくっと身体からだが揺ゆらいだ。

　反射的に、置かれた手を振り払はらうように飛び退のく。距きよ離りをとりながら見返った珪華は、そこに並んだ顔にほっと息をついた。

「雷らい牙が、瞭りようさま……」

　なんだ、とあからさまに安あん堵どした彼女に、「なんだじゃねえよ」と雷牙が振り払われた手を所在なげにおろした。

「ごめんなさい。ちょっと、驚おどろいて。──でも、ちょうどよかった。二人のところにいこうと思ってたの、明日のことで」

「明日のって……ああ、祠辰殿での儀ぎ式しきのことか」

　雷牙の言に、珪華はあいづちを返した。

　明日、祠辰殿で秘ひ密みつ裏りに儀式がおこなわれることになっていた。儀式というより、試みと言った方がいいかもしれない。

　宝ほう剣けんと宝笛を揃そろえてみようと、宝笛を奏かなでてみようということになったのだ。

　珪華たちの推測が正しければ、宝剣のもとで宝笛が響ひびいた時、宝剣の剣けん首しゆには宝珠が戻り、空には天つ風が甦る──はずだ。

　だが、実際に本当のところを知っている者はだれもいない。手がかりは祠辰殿の書庫に秘されていた書巻のみで、あとは推察するしかないのが現状だ。

　ほかになにか手がかりになるような記き載さいがないかずっと調べていたが、結局見つけることはできなかった。

　ゆえに、万が一のことを考えて大々的な儀式は避け、事情を知っている者たちと祠辰殿でも祠し伯はくを含ふくむ一ひと握にぎりの上級祠官たち立ちあいの下、密ひそかに実施されることになっていた。

　その確かく認にんを、と言う珪華に、雷牙が呆あきれた顔つきになる。

「んなの、わざわざおれたちを捜さがさなくたって、天てん狼ろうの室へやにいきゃいいだろうが」

「……見かけたけど、忙しそうだったから」

「どんなに忙しかろうと、あんたの話なら聞くさ。明日のこととなりゃ、なおさらだ。国に関かかわることなんだからな」
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「……」

　適当に誤ご魔ま化かそうとするが、もっともな言い分に逃げ場を塞ふさがれる。『祥に会いたくないのだ』とは言えずに黙だまりこめば、胸のうちを見み透すかしたように、雷牙が顔をのぞきこんできた。

「娘じようちゃん、いつまであいつのこと避けてる気だ？」

　さっきのだって天狼だと思ったんだろ、という指し摘てきに、思わず目が泳ぐ。

　雷牙は、はあ、と嘆たん息そくして、頭を搔かいた。

「あいつ、避けられまくって相当いらいらしてるぜ？　ほかのやつらの前じゃ、態度にはださねえけどな」

　暗に、会ってやれ、というそれに、珪華は観念したように細く息を吐きだした。

「……顔をあわせると、色々面めん倒どうだから。わたしが断ったことに、納なつ得とくがいかないらしくて」

　よっぽど自分に自信があるのね、と冗じよう談だんめかした明るい口調で言い添そえる。

　当然と言えば当然なのかもしれないが、『珪華』としては一緒にいられないと、ともにあることを拒こばんだあの日から、祥はことあるごとに理由を問い質ただそうとした。

　自分が祥に惹ひかれていることは傍はた目めにもあきらかで、彼でなくとも疑問に思うだろう。当の本人にしてみたらなおさらのようで、拒きよ絶ぜつするばかりでいっこうにわけを口にしようとしないこちらに業ごうを煮にやし、ならば、と強ごう引いんに承諾させようとしている節すらある。

「──ちょっと、身の危険も感じるし」

　かつて彼に散々「わかってない」と言われた珪華にも、さすがに今の祥の危あやうさは感じとれた。

　迂う闊かつに二人きりになったら、それこそなにをされるかわからない。大おお晦日みそかの夜のような目にあうのはごめんだった。

　その点には感じるものがあるのか、さきほどの軽口には眉まゆ一つ動かさなかった雷牙が、「あー……」と視線を明後日あさつての方向へと投げた。

「まあ、たしかに、手段は選ばないって感じはするな」

「でしょ？」とひきだした同意にのりながら、だけど、と珪華は内心で呟つぶやいた。

　──……それを嬉しいって、思ってる。

　真正面からむきあう勇気もないくせに、そこまで想おもわれているのだと、追ってきてくれる祥のことを心のどこかで喜んでいる。

　早く諦あきらめてほしいと願う一方で、本当にそうなった時、きっと自分は傷つくのだろう。

　そんな身勝手な己おのれに、珪華は薄うすく自じ嘲ちようを浮うかべた。

「……だから、余計会えない」

　だれに聞かせるでもなく、小さく独りごちる。

　遠目に姿を見るだけで、声を聞くだけで、胸が弾はずむ。会いたいと、思ってしまう。

　けれど、会って触ふれてしまえば、一層祥への気持ちが募つのる自分を止められない。想いが育ってしまえば──なくした時の傷は、もっと深くなる。

　結局、それが怖こわくて逃げ回ることしかできないのだ。

　祥の隣となりにだれかが並ぶことを想像するだけで襲おそう息苦しさを払うように、珪華は俯うつむいてしまいそうになる顎あごをあげた。

「──『救い手』として、できることは精せい一いつ杯ぱいやるわ」

　こわばっていませんように、と願いながら笑えみを形作る。

「──娘じよう、」

「ならば、皇后としてお立ちください」

　眉を顰ひそめた雷牙が口を開きかけたところを、唐とう突とつに抑よく揚ようのない声が遮さえぎる。

　思いもよらないそれに珪華が、え？　と瞬またたくのと、雷牙がその名を口にするのがほぼ同時だった。

「おい、瞭」

「そもそも、なぜ、拒まれるのです？」

　顔をあわせてから今まで、黙もくしたまま一言も話そうとしなかった瞭の突とつ然ぜんの詰きつ問もんに、一いつ瞬しゆんなにを言われているのか頭がついていかない。

　そんな珪華をどう思ったのか、瞭は矢や継つぎ早ばやに言葉を継ついだ。

「無む理り強じいというならまだしも、お二人を見ていれば憎にくからず想いあっているのは傍はたからもあきらか。なにが、あなたを拒ませるのです？」

「……瞭、さま」

「何度も申しますが、敬けい称しようは結構です。──救い手として、と言われるのであれば、天狼……陛下とともにお立ちください」

　天から降くだされた、他に比類なき存在なのだから、と突つきつけてくる瞭を、珪華は凝ぎよう然ぜんと見やった。

　まさか、彼がこんなことを言ってくるとは思わなかったのだ。どちらかと言えば、祥が自分を選ぶことに反対すると思っていた。

「ど、して……わたしのことが、気にいらないんじゃ……」

　驚きがすぎ、否いなを唱えることも忘れて、つい思ったままを口走ってしまう。

　旅をともにしたこともあって雷牙とはうち解けてきたが、瞭との距離は出会ったころからほとんど変わっていない。最初はいかにも胡う散さん臭くさげで、珪華の手によって宝笛が鳴ったあとも一応は『救い手』として認めながらも、むこうみずで御ぎよしきれない『珪華』を快く思ってはいなかったはずだ。

　だが、珪華の動どう揺ようにも瞭は眉一つ動かそうとしなかった。

「私の好こう悪おは関係ありませんから」

　きっぱり言い捨て、今度はそちらが答える番だと目顔で迫せまる。おい、と雷牙がいきすぎを咎とがめるように声をあげるが、見むきもしない。こちらにむけられたまなざしが、逃げていることを責めていた。

　珪華は袖そでに隠かくれるように、ぎゅっと掌てのひらを握にぎり締しめた。

　あなたには関係ない。

　そう言えたら、どんなにいいだろう。けれど、祥を……国を想うからこその言葉だとわかるから、「救い手としてできることはする」と告げた舌の根も乾かわかぬうちに、そんなことを口にはできなかった。

「……わたしには、『救い手』というほかに、なにもないもの」

「それだけあれば十分でしょう」

　ようやく紡つむいだ言い訳も、呆あつ気けなく一いつ蹴しゆうされる。

　しかし、彼と同じ気持ちを抱いだいているからこそ、ここで退くわけにはいかないのだ。

「なんの後ろ盾だてもないのに？　どこの馬の骨ともしれない小こ娘むすめが相手だなんてとんでもないって、貴族たちは考えると思うけど」

「明日の儀式がうまくいって風が甦よみがえれば、国を救った人物として民たみは歓かん迎げいするでしょう。あなたがいれば耀国は安あん泰たいだとね。民の支持以上の後ろ盾がありますか？」

　珪華は『うまくいけばね』と危うく口を突きかけた言葉を、すんでで吞のみこんだ。

　明日のことをだれより自分が不安に思っていたとしても、『救い手』が簡単に口走っていいことではない。それくらいの自覚はあった。

「……そうは思わない人が、皇こ宮こにはたくさんいるでしょ」

　だから、違う懸け念ねんを告げる。とはいえ、あのまま祥の申しこみに頷うなずいていたら、一番の障しよう壁へきになっただろうことは間違いない。

　祥に叛はん意いを持つ貴族たちを一いつ掃そうしたということは、逆を言えば、祥にとりいろうとする者たちが残ったということだ。だとしたらなおのこと、皇こう帝ていの舅しゆうとという権力の座を狙ねらう者は多い。彼らにしてみたら、救い手という存在は目の上のたんこぶに等しいだろう。

「たしかに、陛下の治世をより堅けん固ごなものとするには、后こう妃ひの生家の後ろ盾が有用な面も否定はできません」

　自身もまた、先帝──佑ゆうの後宮に妃きさきを送った一門の出として、思うところがあるのだろう。

　言い分に一理あると頷いた瞭に、珪華は「だったら…っ」と勢いこんだ。

「ですが、そんなものは、ほかの妃ひ嬪ひん方にお願いすればいいだけのことです」

「──え？」

　しかし、なんでもないことのように続けられたそれに、束つかの間ま啞あ然ぜんとする。

　──ほかの妃嬪方に、て……つまり、政治的に役にたつ人はほかに娶めとるから、国のみんなを安心させるために四の五の言わず皇后におさまってろってこと？

　理解した瞬しゆん間かん、言いようのない憤いきどおりが胸を灼やいた。自分は道具ではないと、そんなことまで強要される謂いわれはないと、身体からだの奥がかっと熱くなる。

　なにより──突きつけられた現実に、心が軋きしんだ。

「やめろ、瞭！」

「あなたは甘いんですよ、雷牙。すべて本当のことでしょう」

「だからっておまえなっ」

　言葉をなくした自分をよそに交かわされる雷牙と瞭の応おう酬しゆうを耳にしながら、珪華はぐっと奥歯を嚙かみ締めた。

「……そういうところが」

　低く唸うなるように零こぼれた声に、雷牙と瞭が揃そろってこちらに顔をむけてくる。そんな二人をきつく睨にらみ据すえた。

「そういうところが、相あい容いれないの」

　それが答えだ、とばかりに踵きびすを返した珪華を、「あ、おい！」と雷牙の呼びかけが追いかけてくる。

「明日のことは、」

「予定の確かく認にんをしとこうと思っただけだから。なにか変へん更こうがあるなら、あとで報しらせて──ただし、あなたたち以外の人でお願いするわ」

　用はいいのか、という雷牙をそっけなく振ふり払はらう。

　走ってこの場を去りたい衝しよう動どうを、それでは逃げるようだと押し殺す。

　ただ、荒あらくなるのは抑おさえきれない足どりで、珪華は二人の前をあとにした。
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　人気のない夜の庭院に、密ひそやかに響ひびく笛の音が暗くら闇やみに溶とけていく。

　暦こよみの上では春とはいえ凍いてつく夜気の中、一心に笛を奏かなでていた珪華は、視界の端はしにちらついた白い影にふと顔をあげた。

「鳳ほう……」

　気がつけば自分のまわりを舞まうようにしてあった宝ほう剣けんの影に、そうだったと息をつく。

　一度は臥しん牀だいにはいったものの、いよいよ明日だと思うと神経が高ぶり、なかなか寝つけなかった。すこしでも心をおちつかせようと、こうして笛を吹ふいていたのだが、影を呼んでしまったらしい。

「あたりまえか……でも、だれもいないし、いいよね」

　そのまま見上げた寒月に、珪華は思いだしたように羽織った厚手の袍ほうの襟えり元もとをかきあわせた。

　笛の音を耳にすれば胸のざわめきも静まるかと思ったが、いっこうにおさまる気配はなかった。考えることがありすぎるのだ。

　試ためしてみて、もし、宝ほう珠じゆが戻らなかったら──？

　明日が近づくにつれ、重くのしかかってくる不安を払うように書庫へ通ったが、結局は自分たちの推測以外のなにかを見つけることはできなかった。

　ならばあとは信じるだけだと思うのに、それはそれで違う思いが頭をもたげてくる。

　もし、明日、風が甦よみがえったら……

「……からっぽのここが、佑の時みたいになるんだ」

　呟つぶやいた声が、かすかに震ふるえる。それが、寒さによるものなのか、気持ちの表れなのか、珪華には判断がつかなかった。

　今は自分だけしかいない西苑をぐるりと見み渡わたす。

　殷陽から戻って以降、宮殿内で女性が滞たい在ざいできる場所はここしかないという理由から、珪華は西苑内の衆しゆう芳ほう門もんにほど近い一宮殿に室を与あたえられていた。

　佑の後宮が解散し、最低限の花官以外いない苑内はがらんと静まりかえっている。本来ならすぐにも次の後宮が手配されるのだが、今はそれどころではないと、現状のまま留め置かれているのだ。

　けれど、瞭の言うとおり、ここがもうすぐ数多あまたの美び姫きで埋うまることになると思うと、胸が軋んだ。

　それだけではない。祥が正式に皇帝の座につけば、自分以外のだれかが彼の隣となりに立つのも遠い話ではないだろう。

　そうなったら、もうここに自分の居場所はない。

　風が甦り、国のためにできることがなくなれば、祥の近くにいる理由もなくなる。なにより、そんな状じよう況きようを傍そばで見ていることなど、できるはずがなかった。

　胸を覆おおう寂さびしさとまだ見ぬだれかへの妬と心しんが湧わきあがるのを感じながら、珪華はぼんやりと視線を巡めぐらせた。──と、まるでこちらの惑まどう心に呼応するように、いまだあたりをさまよっていた白い影が目に留まる。

「──……会いたい、な」

　半身を探し求める彼かの姿が自らの不安と寂しさと重なって、つい心が零れ落ちる。

　やがて、ふいっと諦あきらめたようにむきを変えた影の動きを視線で追った珪華は、

「だれにだ？」

　静かに耳を打った声に、びくっと身体をこわばらせた。

　寸の間立ちつくし、弾はじかれたようにうしろを振り返ったのと時を同じくして、白い影が吸いこまれるように彼へと──正確には、彼が腰こしに佩はいた宝剣へと姿を消す。

　与えられた室へと続く格こう子し戸どにもたれかかるようにしてあったのは、会いたくて会いたくなかった人物の姿だった。

「……祥」

「俺か、玄陽か」

　それとも、と祥がこちらへと踏ふみこんでくる。

「兄上か？」

　ざりっと沓くつが砂を嚙む音に、珪華は我に返った。

　祥と自分との間には、柱ちゆう廊ろうの幅はばだけの距きよ離りしかない。どうしてここまで彼が近づくまで気づかなかったのかと臍ほぞを嚙みながら、周囲に目を走らせる。

　けれど、逃にげ道を求める彼女を、祥は許さなかった。

　ものの数歩でつめよると、とっさに足を退いた珪華の腕をひき戻すように摑つかむ。

「つ…っ」

「そうそう逃げられてばかりいてたまるか」

　加減のない力に思わず顔を顰しかめるが、祥の手は緩ゆるまない。

　逆に摑んだままの腕をひくと、互たがいの身体の位置をいれ替かえるようにして珪華の身体を柱へと押しつけた。

「っ、なにを──」

　手て荒あらな扱あつかいに、なにをするのだと目の前にある顔を振り仰あおぎ、はっと息を吞のむ。

「なにをする、か？──それはこっちの科白せりふだ」

　心あたりがないとは言わせない。

　そう唸るように囁ささやいた、月明かりの落ちた祥の顔からは、削そぎ落としたように表情が消えていた。一方で、ひたとこちらに据えられた双そう眸ぼうには強い猛たけりが燻くすぶっている。

　感情が高ぶれば高ぶるほど表情がなくなる彼が、激げき昂こうしているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

『あいつ、避さけられまくって相当いらいらしてるぜ？』

　今日聞いた雷牙の言葉が耳の奥に甦よみがえる。

　──あたりまえか。

　はっきりとした理由もわからないまま拒こばまれ、わけを問い質ただそうにも会うことさえ避けられ続ければ、自分でも腹をたてずにはいられないだろう。というより、似たような状況で怒ど鳴なりこんだ覚えがあった。

　頭の片かた隅すみで妙みように冷静にそんなことを考えつつも、あてられた怒ど気きに身体が竦すくんだ。

　珪華は怒いかりに吞まれてしまいそうな自分を叱しつ咤たして、獰どう猛もうに輝かがやく瞳ひとみを強く見つめ返した。

「どうしてあなたがここにいるわけ？」

「ずいぶんとご挨あい拶さつだな。明日のことで人をよこせと言ったのは、おまえだろう」

　あいつらとは顔をあわせてるらしいな、と双眸を細めた祥に、つと眉まゆをよせる。

「一体、なんの話を──」

　なにを言っているのかわからないと言いかけ、はたと思いだす。

　雷牙たちとの別れ際ぎわに、そのようなことを言った覚えがあった。

　──だからって、祥をよこす!?

　心の中で雷牙と瞭に悪態をつきながら、珪華は表面上はなんでもない風をなんとか装う。

「……それはどうも、こんな時刻にわざわざありがとう」

　それで？　と予定にどんな変更があったのかと、わざとらしく先を促うながす。

　しかし、祥はよこされた嫌いや味みなど歯し牙がにもかけず、じっとこちらを見下ろしたまま、押さえつける方とは反対の手を伸のばしてきた。

　反射的に揺ゆらぎそうになるのをかろうじてこらえる。とはいえ、こわばった身体からだから、こちらの緊きん張ちようは伝わってしまっているだろう。

「──おまえがともにあるのを拒むのは、これの……兄上のせいか」

　祥の指が触ふれた耳みみ飾かざりが、耳元でさらりと音をたてる。

　首元をかすめた指先に、ぞくりと痺しびれにも似た感覚が走った。

　──こうなるから、いやだったのに…っ

　こんな些さ細さいなことに呆あつ気けなく翻ほん弄ろうされてしまいそうになる自分を呪のろいつつ、珪華は耳飾りに触れる手から逃のがれるように首を振ふった。

「なんのことだかわからないって、前にも言ったでしょ」

「……ああ、そうだな。だが──」

　言い止さし、一ひと際きわ狂きよう暴ぼうに瞳を輝かせた祥が、逃げた獲え物ものを追って頰ほおへと指を添そわせた。

　視線とは裏腹な、壊こわれ物に触れるような手つきと指先の冷たさに、今度こそ背中が戦慄わななく。

「や、め……！」

「俺も言ったはずだ」

　上うわ擦ずる制止は、しかし相手を煽あおることにしかならなかった。

　頰をなぞった手が、首筋をなでるようにしてうなじへと回される。

「祥ッ」

　これ以上触れられたくなくて、珪華はもがきながら悲鳴じみた声をあげた。

　それが気にいらないとばかりに、祥はうなじにはわせた手をさらに伸ばすと、腕で珪華の頭を抱かかえこむようにして顎あごを捕とらえた。

　自然、密着した身体に、意思とは関係ないところで鼓こ動どうが高鳴る。すこしでも顔をあげたらすぐそこにある祥の顔に唇くちびるが触れてしまいそうで、身動きができない。

　顔に血が集まっているのを感じ、逃げるように目を伏ふせれば、無む理り矢や理り視線をあわせるように顎を持ちあげられた。

「ことがすんだら、すべて聞かせてもらうとな」

　祥が一言発するごとに、吐と息いきが唇をかすめる。その淡あわい感かん触しよくに、震ふるえが走るのが止められない。

　のぞきこんでくる双眸に視線をもからめとられ、珪華にできるのはただあわせたまなざしに力をこめることだけだった。

「……放、して。人を、呼ぶわよ」

「呼べるなら呼べばいい」

　精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいも、一いつ笑しように付される。

「ただし──人がきて困るのは、おまえだけだ」

「っ──や…ッ」

　かっとなって口を開きかけたところを、嚙かみつくように口づけられる。逃れようにも押さえこむように頭を抱だきこまれているため、身み動じろぎ一つできなかった。

　万が一、だれかが駆かけつけたところで、後宮で皇こう帝ていたる祥を止める者があるはずがない。人目をひいて気にするのは、珪華の方だ。

　わかっているからこそ、祥の動きに遠えん慮りよはなかった。

　くすぐるように唇をなぞった舌が、足りないとばかりに薄うすく開いた隙すき間まからするりとはいりこんでくる。

「ぁ、っ──」

　息を継つぐ間も惜おしむような深い交わりに、珪華はいつのまにか祥の上じよう衣いをすがるように握にぎり締しめていた。

　息苦しさと、手の冷たさとは裏腹な熱に浮うかされるように、思考が霞かすんでいく。いたずらに仕し掛かけられる刺し激げきに、甘い痺れが肌はだを疼うずかせた。

「ぅ……ん」

　祥の唇が名残なごり惜おしげに下した唇くちびるを食はんで離はなれていったころには、すでに足に力がはいらなくなっていた。

　触れあう熱に、肌をくすぐる息に、戦慄きが止まらない。

「──兄との間に、なにがあった？」

　肩かたで息いきをする珪華の耳元で、乱れた様子など欠片かけらもない声こわ音ねが吹ふきこまれる。頭の中に直接響ひびくようなそれに、ともすれば考えることを放ほう棄きしてしまいそうだった。

「……に、も」

　けれど、耳元でさらさらと鳴り続ける音が、かろうじて珪華の理性を繫つなぎ止めていた。

　なにもない、と動かない頭を揺らす。溶とかされてしまったように力のはいらない身体を懸けん命めいに動かし、祥の身体を押しやるように胸に手を突ついた。

　離そうとするというよりは、支えにしていると言った方がいいような儚はかない抵てい抗こうに、軽い舌打ちが落ちてくる。
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　いらだったようなそれに、びくっと珪華の肩が跳はねた。

　止めてほしいのに、頑かたくななこちらの態度にとうとう嫌いや気けがさしたのだろうかと思うと、身体の芯しんがすっと冷たくなっていくような心ここ地ちがする。彼の些細な仕草一つに、こんなにも胸が細さざ波なみ立つ。

　相反する気持ちにせめぎあう心を抱えながら、伏せていた瞼まぶたを恐おそる恐る開いた珪華は、途と端たんにかちあった双眸に息を忘れた。

　憤いきどおりと熱情が相半ばする瞳は、自分を求めているのだと、言葉より雄ゆう弁べんに物語っていた。

　吞まれたように固まっていると、祥が再び顔をよせてくる。

　その近さに耐たえきれず珪華がぎゅっと目を瞑つぶった時、こつんと額になにかがあたった。肌をくすぐった髪かみの感触に、すぐに額を突きあわせているのだと悟さとる。

「──珪華」

　密ひそやかな囁きが唇に落ちた。

　柔やわい肌を吐息がかすめる──否いな、空気が動くたび、触れるのは同じ柔らかな感触だ。

「珪華」

「……っ」

　唇を触れあわせるようにして、ただ名を呼ばれる。

　口づけとまではいかない、ささやかすぎる交わりに、珪華は唇を嚙み締めた。そうしていないと、与あたえられる想おもいに応こたえてしまいそうだった。

　──どうして、こんな……！

　奪うばわれた方が、まだましだった。強ごう引いんなら、抗あらがうことができる。

　だが、こんな風に注ぐように与えられたら、あふれてしまう。揺さぶられたら、想いが堰せきを切って彼へとむかってしまう。

　こみあげてくる心を必死に抑えこめば、反動のように目の奥が熱くなる。止めようのない想いは、気がつくと目の端はしから零こぼれ落ちていた。

「珪華……」

　息を吞のんだ気配がして、うって変わった困こん惑わくの滲にじんだ声が耳に届いた。同時に緩ゆるんだ腕に、珪華はただただ頭かぶりを振る。

　それが拒きよ絶ぜつなのか、『なんでもない』という意思表示なのかは、自分でも判別はつかなかった。

　そこになにを見たのか、落ちた沈ちん黙もくに祥の溜ため息いきが続いた。するりと首に回されていた腕が解かれる。

　退く気配を見せなかった祥の唐とう突とつなそれらに、はっと目を開く。拍ひよう子しに、転がり落ちた雫しずくを、さきほどまでの遠慮を知らない手と同じとは思えない指先が、そっと拭ぬぐっていった。

「…………明日は、頼たのむ」

　痛むような目つきでこちらを見下ろした祥は低く言い置くと、音もなく踵きびすを返した。

　反射的に伸びそうになる手を、珪華はすんでで握りこむ。

　遠ざかっていく背が完全に闇やみに溶けたあと、柱に身体を預けるようにしてずるずると座りこんだ。

「──ぅ、っ」

　耐えきれず漏もれた嗚お咽えつを押しこめるように、珪華はうずくまるように立てた膝ひざへと顔を埋うずめた。
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　太陽が高くのぼり、肌を刺さすような空気がようよう温ぬるんだ、仲ちゆう春しゆんの午後。

　祠辰殿の本ほん殿でんは、日ひ射ざしの麗うららかさとは真逆の、研とぎすまされたようなぴりぴりとした気配に満ちていた。

　いつもなら密やかとはいえ、人の気配や器楽の音が漂ただようあたりは完全に静まりかえっている。代わりのように居並ぶのは、祠伯と数名の上位祠官たち、並びに政まつりごとに関かかわる一ひと握にぎりの者たちだった。

「──祠官たちは？」

　彼らのしかつめらしい顔つきを横目に見ながら、珪華はあたりにはばかるように抑えた声音で言葉すくなに問いを口にした。

「帰しました。事情を知る一部の警護の者を除き、近衛や衛え士じたちも近づかないよう指示してあります」

　同様に、こちらにだけ聞こえる声量で返してきた瞭に、頷うなずきで答える。

　人ひと払ばらいは万ばん全ぜんということだ。

　──いよいよだ……。

　まもなく、宝ほう珠じゆのための儀ぎ式しきがはじまろうとしていた。

　あとは宝剣を帯おびた祥の訪おとずれを待つばかりの中、珪華は小さく喉のどを上下させると、錦にしきの袋ふくろを持つ手に力をこめた。

　昨年の降こう臨りん節せつの時以来、宝笛を奏かなでるのははじめてのことになる。

　あの時は、奏者を選ぶという宝笛を本当に自分に鳴らすことができるのか、それだけを恐れていた。笛が響きさえすれば風が甦よみがえると、疑いもしなかった。

　だが今は、宝剣と宝笛が揃そろいさえしたらすべてがうまくいくと、無む邪じや気きに考えることはできなかった。

「……大だい丈じよう夫ぶ」

　期待と不安がいり混じる中、それでも、祈いのるように自らに言い聞かせる。

　信じなくては自分がここにいる意味がない。自分を含ふくめただれを信じられなくても、老師のことは信じられる。

　老師が、宝笛が珪華のもので、鳴らない音色が鳴った時この国が救われると言うのなら、そう信じればいい。

　──だから、余計なことは考えるな……！

　宝珠が皇帝祥の手に戻もどったら自分にできることはもうなくなるのだ、などと考えてはいけない。

　身分も教養も彼の隣となりに立つに相応ふさわしいまだ見ぬだれかに、西苑に咲さく美しい花々に、仄ほの暗ぐらい感情など抱いだいてはいけないのだ。

　だれにそうしろと言われたわけではない。自分で決めたことだ。

　にもかかわらず、あの約定さえなかったらなどと──。

「──気分がすぐれないのですか？」

　ふいに横からよこされた声に、無意識に唇くちびるを嚙かみ締めていた珪華は、はたと思考の淵ふちからたち戻った。

　思念の残ざん滓しを払うように瞬またたいて隣を仰あおぐと、瞭が横目にこちらをうかがっていた。

「顔色がよくないようですが」

　昨日はあまり眠れていないのでは、と気き遣づかう言葉に、昨夜のことが思いだされてずきりと胸に痛みが走る。

　これではいけない、と珪華は誤ご魔ま化かすように緩く口元に笑えみを浮かべた。

「……すこし、緊きん張ちようしてるだけですから」

「それならば、いいんですが……」

　あからさまな作り笑いに瞭はひきさがったが、探さぐるような視線を感じる。

　こちらの身を案じているのはもちろんなのだろうが、大方、最中に倒たおれられても困ると思っているのだろう。

　気弱なところは見せられないと表情をひき締しめていると、瞭が反対の方角へと首を巡めぐらせたのがわかった。間を置いて、かちゃかちゃと甲かつ冑ちゆうの擦こすれあうかすかな音が耳に届く。

　──きた。

「まもなく、陛下がおいでになります」

　よぎった予感を裏づけるように、瞭が言ってよこす。

　わかりました、と頷きを返そうとした珪華は、けれど続いた言葉に耳を疑った。

「──が、気がのらないようであれば、日延べするのもやぶさかではありません」

「!?」

　思いもよらない提案に、目を瞠みはる。とっさに瞭を見上げれば、静かなまなざしと視線が交わった。

　そこには責める色もわずらわしげな色もなく、真意を見み極きわめようとする意思だけがあった。

　──っ、わたし……なにやってるの？

　信じろ、と自身に言い聞かせながらも余計なことに気を奪われるあまり、肝かん心じんの『風を甦らせたい』という願いが疎おろそかになっていた。

　みんなが空を見上げて笑える国を、とあれほど思っていたはずなのに……。

　挙句、瞭の気遣いまで疑うような真ま似ねをしてしまった。

　珪華は手の中の感かん触しよくを強く握にぎり締めると、二、三度頭を振ふった。迷いを追いだすように、大きく息を吐はく。

「……大丈夫です」

　日を置いても、わだかまる気持ちが晴れるとは思えない。どころか、時を置いたら置いただけ、迷いは深くなるだろう。

「珪華さま」

「やらせてください」

　無理をするなと告げる声に、一時思考に蓋ふたをして、きっぱりと告げる。

　祥にも『頼む』と言われたではないか。おいそれと裏切るような真似はできない。

　珪華の決意を感じとったのか、瞭は開きかけた口を一度閉じたあと、

「……では、お願いいたします」

　ゆっくりとこちらに拱きよう手しゆした。

　はい、と今度こそ頷いて、本殿にむき直ると瞼まぶたを閉じる。手の中にある、布越ごしの笛の感触にだけ意識を集中した。

　やがて、祥の訪れを告げる声とともに、居並ぶ人々がいっせいに叩こう頭とうする気配がした。

「──珪華」

　張りつめた空気に、静かに自分を呼ぶ祥の声が響ひびく。

　それに震ふるえた想おもいには気づかないふりをして、珪華は目を開けた。

　こちらへ、と促うながされるのに応こたえ、本殿の中央へと──祥のもとへと踏ふみだす。一歩一歩踏みしめるように進めた足を、数歩手前で止めると、なにか言いたげな深い青の瞳ひとみを見ぬふりをして、祭さい壇だんへとむき直った。

　おもむろに膝を折り、拝礼する。

　珪華は再び立ちあがると、自分の手元に場の視線が集中するのを感じながら、宝笛を包む袋の紐ひもを解いた。

　慎しん重ちような手つきで黒光りする宝笛をとりだすと、祠官たちが息を吞のむ気配がする。

　──天てん帝ていさま……老師……。

　心のうちでいつかの時のように呼びかけながら、珪華はそろりと笛の表をなでた。指に吸いつくような感触に、ただでさえいつもより速い鼓こ動どうが一層高鳴る。

　こくりと喉を鳴らすと、うかがうように祥へと視線を流す。待っていたようにかちあったまなざしに、互たがいに頷きあう。

　それが合図だと悟さとったのだろう。居並ぶだれもが身をのりだすようにして、珪華の一挙一動を見守った。

　衣きぬ擦ずれの音一つしない、息をすることすら躊躇ためらわれるような空気の中、宝笛を構える。

　突つき刺さる視線の多さは、降臨節の時と比べたらものの数ではない。にもかかわらず、あの時以上の苦しさを覚える緊きん張ちよう感かんに、乱れそうになる息を深く吸いこんだ。

　ただ手の中にある音色を奏でることだけに集中し、そっと笛に息を吹ふきこむ。

　一刹せつ那な、珪華の思いに応えるように、宝笛がその身を響かせた。

「……ぉおっ」

　息をつめて見守っていた面々が、信じられない様子で声をあげる。特に、祠伯を筆頭に祠官たちの反応は顕けん著ちよだった。

　長く人が耳にすることのなかった宝笛の音が、奏者を得て、ついに世に響いたのだ。彼らの抱いた感動と喜びは量り知れなかった。

　けれど、珪華はそんな周囲の反応に小こ揺ゆるぎもせず、音色を追うように宝笛を吹き続けた。祥もまた、腰こしに帯びた宝剣を握り締め、瞬きも忘れて彼女を見つめる。

　変化はすぐに、けれどささやかに訪れた。




　──……ィ……ン




　天上の調べもかくやという響きに、かすかな羽音のような音が混じる。

「──耳鳴り……？」

　耳に届いただれとも知れぬ呟つぶやきに、珪華はそれが自分の錯さつ覚かくなどではないことを知る。

　そして──その感覚には覚えがあった。

「これ、は……」

　思わず、というようにあがった声からして、祥も気がついたらしい。

　──前に宝笛を吹いた時に空気が震えたのと似てる……。

　あの時は耳どころか、頭の中まで揺ゆさぶるような鳴動に耐たえきれず吹く手を止めたが、今回はすこし違ちがっていた。

　笛の音に添そうように徐じよ々じよに大きくなっていく共きよう振しんは、どちらかというと影の発する鳴き声に近い気がする。

　だったら、と珪華が手を止めないままに宝剣へ視線を走らせたのと、「あっ」という驚きよう愕がくがあがったのがほぼ同時だった。

「宝剣が──！」

　叫さけびに吸いよせられるように、すべての視線が宝剣へと集中する。

　──光って……ううん、それより、剣が鳴ってる……？

　降り注ぐ午後の光に邪じや魔まをされてわかりづらいが、宝剣は淡あわく光をまとっているように見えた。なによりも、カタカタと小刻みに鞘さやが揺れているのは、見み間ま違ちがえようがない。

　息を吞んで自らの腰こし元もとに視線を落とした祥が、ちらりとこちらを一いち瞥べつした。

　交わった視線に、珪華は頷うなずく代わりにすばやく目配せする。

　言葉は交かわさずとも通じあった思いに、祥はおもむろに柄つかに手をかけた。

　まわりがはっと目を瞠る先で、緩ゆるやかに剣けん身しんがひきだされる。途と端たん、鞘の口から眩まばゆい光があふれだす。

　光はひきだされた刃はの長さの分、強さを増していき、すべてが抜ぬき放たれた時、あたかもそこに太陽があるかのような光があたりを包んだ。あまりの輝かがやきに、剣身をたしかめるどころか、目を開けていることすら難しい。

　光とともに、空気の震えるような響きもまた大きさを増していく。

　宝笛の音色に宝剣が反応しているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　瞼を閉じていても焼きつくような輝きに、笛を演奏する手が震える。ともすれば音色が途と切ぎれてしまいそうになるのに、珪華はぐっと腹の底に力をこめた。

　──まだ、だめ！　まだ、なにも終わ、って……？

　ここで止めるわけにはいかないと自らに言い聞かせる最さ中なか、ふと違い和わ感かんがよぎった。

　たしかに、宝剣は反応している。だが……

　──……宝笛は？

　ならば宝笛はどうなのだろう、と手の中にある存在がにわかに気にかかった。

　考えたとおり、鳳と凰、宝剣と宝笛が対をなすのであれば、宝剣だけが反応しているのはおかしな気がする。鳴らない音色を響かせているのが、反応と言えば反応なのかもしれないが……それだけなのだろうか？

　光るなどの変化がないことは、目を閉じていてもわかる。手元であんな輝きが発せられれば、嫌いやでも気づくはずだ。

　どうなってるの？　と珪華が薄うす目めを開きかけた時、ピィイィィ──ッ、と高く啼てい声せいめいた響きが空気を震わせたかと思うと、パッと一ひと際きわの光が弾はじけた。

「──ぅっ」

　目の前が白一色に染まった衝しよう撃げきに、さすがに指が止まる。

　思わず目元をかばうように片手を掲かかげ、なにが起こったのかと、反射的にきつく閉とざしていた瞼をこじ開けた。

　幾いく度どか瞬またたきを繰くり返すうち、灼やけた視界に徐々に視力が戻ってくる。目が慣れたというより、光が弱まったと言う方が正しいだろう。

「……光が、動いてる？」

　さらにすぐそこにあったはずの光源が、頭上から照らすものになっていることに気づく。

　手をかざしたまま慎重に顔をあげた珪華は、

「！　影が──」

　茫ぼう然ぜんと立ちつくした。掲げた腕から力が抜け、まともに輝きを浴びる形になるが、すでに意識にはなかった。

　光がゆっくりと羽ばたくように揺らぎながら、こちらを見下ろしていた。

　明確な形があるわけでも、まして表情があるわけでもないが、たしかにそう感じるのだ。

　珪華は覚えた気配に小さく身み震ぶるいしつつ、緩く頭かぶりを振った。

「違、う……」

「──どういう意味だ？」

　漏もれた呟きを拾ったらしい祥が低く問いかけてくる。

「だって、これ……あの画と違う」

　たしかに、変化はあった。宝剣は宝笛に応こたえたのだろう。

　だが、これでは鳳とは言えない。言うなれば、今までの影が光をまとっただけだ。

　祠辰殿ここの地下にあった降臨の図とは──この国の始祖に宝ほう珠じゆを授さずけたという御み使つかいの姿とは、あまりに駆かけ離はなれていた。

「……凰が足りないということか？」

　譫うわ言ごとのように言を紡つむぐ珪華に、祥は辛しん抱ぼう強く問いを重ねた。

「！」

　そうだった、と輝きに奪うばわれていた視線をひき剝はがし、握にぎり締しめたままの宝笛に移す。

　しかし、案の定と言うべきか、宝笛はただ静かに手の中にあった。祥の握る宝剣は、いまだ淡く光を帯びているというのに、だ。

「なん、で……」

　背中に嫌な汗あせが伝う。

　珪華は湧わきあがる焦あせりと、こちらを見つめる光の影の気配に押されるように、再度笛を構えた。

　この影は、待っているのだ。笛呼のび音声に応えた先にあるはずの、片割れの姿を──。

　震ふるえそうになる唇くちびるを笛にあて、さきほどのように息を吹きこむ。

　もしかして、もう鳴らないのでは？　という一いち抹まつの不安を払はらうように、再び祠辰殿に雅音が響ひびき渡る。──が、それだけだった。

　いくら奏かなでても、宝笛が宝剣同様に輝きを帯びることもなければ、緩やかに羽ばたく光が消えることもない代わりに変化もない。

　無論、祥が手にする宝剣の剣首に、宝珠が戻ることもなかった。

　さすがに周囲が『変わらない』異変に気づきはじめたころ、

「────甦よみがえらない……」

　力なく宝笛をおろした珪華は、影を見上げたまま、茫ぼう然ぜんと座りこんだ。
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　立ちのぼる湯気のまとう馥ふく郁いくとした香かおりが、鼻び腔こうをくすぐる。

　目の前に置かれた茶杯に礼を告げながらも、珪華は充じゆう血けつした瞳ひとみでぼんやりと器うつわを見下ろした。

　いつもは気持ちをおちつかせる豊かな芳ほう香こうも、今はすこしも心を穏おだやかにしなかった。むしろ、嗅かぎ慣れた懐なつかしい匂いが、茶を薬として扱あつかっていたころを──老師のことを思いださせ、胸が締めつけられるように息苦しくなる。

「──んな顔すんなって。天狼も言ってただろ、娘じようちゃんが悪いわけじゃねえって」

「……雷牙」

　そんな顔、と言われた疲つかれた顔をあげ、卓たくのむかいに座る雷牙を見やる。

「あーあ、目ぇ真っ赤にしちゃって……あれからろくに寝てねえんだろ？」

　倒たおれたら元も子もない、と言う彼に、珪華は、身体からだだけは丈じよう夫ぶだから、と緩く首を左右にした。

「わたしのことなんかより、早く宝珠を……風を甦らせる方法を見つけないと」

　思いつめた表情に、弱りきったような溜ため息いきが落ちた。

「それはおれたちの方でもやってるし、祠辰殿の協力も得てる。娘ちゃんだけが背負うことじゃねえだろ？」

　卓に身をのりだし、諭さとすようにこちらをのぞきこんでくる雷牙に、珪華は膝ひざの上でそっと両手を握りこんだ。

　一週間前、ついに宝珠を得ることは叶かなわず儀ぎ式しきが終わったあと、祥は立ちあった者たちに箝かん口こう令れいを敷しいた。

　もともと秘ひ密みつ裏りにおこなわれた試みだったが、あれだけの輝かがやきだ。祠辰殿の外にも漏れだしていた可能性がある。宝ほう剣けんの鳴動も然しかりだ。近くに人はいないはずだが、だれが見聞きしているかもわからない。用心に越こしたことはなかった。

　そうして、茫ぼう然ぜん自じ失しつの体ていの珪華に、

「宝剣にあれほど変化があったんだ。宝剣と宝笛が互たがいに影えい響きようしあっているのは間ま違ちがいない。ただ──まだ、俺たちの知らないなにかが足りないってことだ」

　暗に、彼女が間違ったわけではない、と慰なぐさめを口にした。

　だが……珪華には、うまくいかなかった原因が自分にあるとしか思えなかったのだ。

　祥の言うように、宝剣鳳には変化が起こった。

　言い換かえるなら、祥は宝剣に認められた、ということではないだろうか。

　その考えに添そうのであれば、宝笛を鳴らすことができただけで、ちらとも変化の兆きざしを得なかった自分は──

「──認め、られなかった」

　足りないというのなら、それは自分に欠けているのではないか。

　そう思うにいたるのは、難しいことではなかった。加えて、なにが欠けているのかわからないから、焦りが募つのるのだ。

　もうすぐ草木が芽め吹ぶく季節がやってくる。天つ風が甦ればすべてが劇的によくなるわけではないだろうが、困こん窮きゆうする人々のことを思うと、一日でも早くどうにかしなくてはとおちついてなどいられなくなる。

　疲れた顔を一層青ざめさせた珪華に、雷牙が苦む色をよぎらせた。

「……まあ、天狼もぼやいてたけどな。気にするなと言ったところで、娘ちゃんは気に病やむだろうって」

　しかし、彼はすぐにその色を払うと、「娘ちゃんが暗い顔してるとあいつまで暗くなってかなわねえよ」とことさら軽い調子で、腕を伸のばし珪華の頭をなでた。反対の手で、彼女の前へと菓か子しを押しやる。

「ほら、食え。うまいぞ」

　食うもん食って寝ないと頭も回らないぞ、と言う彼に、小さく頷うなずく。

　自分のせいでは、という考えに囚とらわれるあまり、珪華はここ一週間、前以上の熱心さで祠辰殿の書庫に通いつめていた。

　なにかすこしでも手がかりは、と朝から夕方までろくに食事もとらないで籠こもり、夜は夜で無理を押して借りだした書巻を灯明の下で繰くる。

　そんな不健全な生活に業ごうを煮にやした雷牙に──おそらくは、祥の指図だろう──書庫で捕つかまり、無む理り矢や理りここまでひきずってこられたのだ。

　珪華は茶杯を両手で包むように持ちあげると、口をつけた。温ぬるくなってしまった茶は、舌に渋しぶみを残して喉のどの奥へと滑すべり落ちていく。

「それ食ったら、今日はもう室に戻れ。送ってく」

「……ありがと」

　雷牙とて祥の側近だ。政まつりごとの面で手しゆ腕わんを振ふるう瞭とは違い、比ひ較かく的てきまとまりのある軍の統とう括かつを請うけ負おっているとはいえ、暇ひまなわけがない。

　わざわざ時間を割さいてくれたことに礼を告げれば、「気にすんな」と雷牙は笑って茶杯を手にした。

「おれもちょうど休きゆう憩けいがしたかったとこだ」

　さぼってるわけじゃねえぞ？　と言い添える彼に、思わず笑えみが零こぼれる。

「──あいつの前でも、そうやって笑ってやれよ」

　けれど、続いた呟つぶやきに、瞬またたく間に表情がこわばった。

　それを誤ご魔ま化かすように、珪華は口の中へと菓子を押しこんだ。

　今の自分にそれは難しい注文だ──と胸に湧わいた呟きを、一いつ緒しよに飲みくだす。

　ただでさえ心配をかけているのだ。これ以上、雷牙や祥に気を遣つかわせるわけにはいかない。宝ほう珠じゆがあろうとなかろうと、彼らには彼らのやることがあるのだ。

「ほんと、おいしい」と曖あい昧まいに笑ってやりすごす。

　雷牙は眉まゆをあげ物言いたげな顔をしたが、結局「そろそろいくか」となにも言わずに席を立った。それにほっとしながら、珪華もあとに続く。

「……そういえば、祥は？」

　西苑への道すがら、彼こそ無理をしていないだろうかと尋たずねてみる。

　あの日以来、連日の書庫通いに、当然のことながら祥とはほとんど顔をあわせていない。試みの失敗というだけでなく、その先晩のこともあり、あわせる顔がないというのが正直なところだが、気にかからないはずがない。

　甦らない風に苦しむのは民たみだが、皺しわよせは国を建て直そうとしている祥へとむかうのだから。

「まあ、あいつはあいつであいかわらず──」

　軽く肩かたを竦すくめ、口を開きかけた雷牙は、しかしふいに唇くちびるを閉とざすと、目を眇すがめた。

「雷牙？」

「……西苑の方がなんか騒さわがしいな」

　低くよこされた指し摘てきに、珪華は、え？　と彼の視線を追うように、見えてきた衆芳門の方へと目をやった。

　耳をすませてみると、人がおらず静まりかえっているはずの方角から、ざわざわとした気配が伝わってくる。門衛も心なしかそわそわしているように見えた。

「どうして？　今、西苑にはわたし以外は花官か内ない侍じ官たちしかいないはずなのに……」

　二人は顔を見合わせると、どちらからともなく衆芳門へと足を急がせた。近くなればなるほど、高い塀へいのむこう側のざわめきがはっきりと耳に届く。

　なにかあるといけない、と雷牙は珪華に自分のうしろへさがっているよう指示すると、おちつかなげに閉ざされた門へ視線をやる門衛たちへとむかっていった。

「おい、これはなんの騒ぎだ？」

「！　しょ、将軍!?」

　かけられた声に、衛え士じの二人が跳とびあがらんばかりにしてこちらを振り返る。

　その呼こ称しようと驚おどろきように、そういえばそうだった、とこちらをむいた逞たくましい背中を見やる。

　──たしか、近衛将軍になったのよね。

　佑の時代の近衛は、ほとんどが離り宮きゆうにひっこんだ彼に従ったと聞く。代わりに、以前の鎮ちん護ご軍の兵たちが中心となって新たな近衛軍が編成され、その長おさとなったのが雷牙だった。

「その、わ、我々にも、なにがなんだか……」

「ご託たくはいい。なにがあった？」

　しどろもどろに言い募る衛士をすっぱりと遮さえぎり、簡潔に事情だけを説明しろ、と普ふ段だんの陽気さとはうって変わった厳しい声こわ音ねが迫せまる。

　それに衛士たちは、打たれたように背を正した。

「は、はい、申しあげます！　さきほど、貴族のご令れい嬢じよう方と思おぼしき女性たちが大挙して訪おとずれ、その、中に……」

「いれたのか!?」

　寝ね耳みみに水の出来事に珪華が目を見開く前で、雷牙が衛士たちに鋭するどい剣けん幕まくでつめよった。

「西苑に人がはいるなんて報告はどこからもあがってきてない。得体の知れない者たちを皇こう帝ていの後宮にいれるとは、一体どういうつもりだ？」

「し、しかし……！」

　貴族の令嬢たちであることはあきらかだったのだろう。衛士たちの中でも宮城内の警備を任されるほど優ゆう秀しゆうな者たちであっても、所しよ詮せんは平民でしかない。さも当然のように命じられれば、抵てい抗こうできなかったに違いない。力ずくで止めようとして傷つけるわけにもいかないのだ。

「……だけど、なんで急に」

　一いつ瞬しゆん、祠辰殿での一件が露ろ見けんしたのかと青くなる。貴族たちが、仮にも救い手だと思い尊重していた小こ娘むすめが失敗したと聞き及および、皇こう宮ぐうから排はい斥せきするために動きだしたのだろうか。

　それとも、自分に愛あい想そをつかした祥が、後宮を作るよう指示したのだろうか。

　だが、どちらも違う気もした。どちらにしろ、雷牙が知らないというのは不自然だ。

　それが証しよう拠こに、彼は鋭く舌打ちすると、衆芳門を睨にらみつけた。

「くそっ、どうなってやがる」

　いくら近衛将軍とはいえ、場所が場所だけに、祥の許しがなければおいそれと踏ふみこむことはできないのだ。

「しょうがない……おれは一度、陛下のところに足を運んでくる」

　それでもさすがと言うべきか、いらだつ気配を抑おさえこんだ雷牙が、珪華の方を振り返った時、ばたばたと慌あわただしい足音がうしろから聞こえてきた。

　今度はなんだ、と身構えつつ見返ると、見覚えのある姿がらしからぬ剣幕でこちらにむかってくる。

「瞭さ、……瞭」

　むこうもこちらを見咎とがめたのだろう。苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔つきになった。

「……遅おそかったですか」

　忌いま々いましげな口くち振ぶりに、自分がなにをしたのだと反応しかけるが、衆芳門を睨みつける目つきに、すぐに塀のむこう側の騒ぎのことだと気づく。

「瞭、なにがあった？」

　その様子なら知っているんだろう、と雷牙が問いかける。

　だが、瞭はそれを視線で制すると、まっすぐに門衛たちのところへ歩みをむけた。

「至急、内侍省内侍に連れん絡らくを」

「そ、それは……」

　後宮の責任者を要求する瞭に、衛士たちは目を白黒させる。次から次へと持ちあがる事態に頭がついていっていないのは、傍はた目めにもあきらかだった。

「内侍省内侍をここへ呼べと言っているんです！」

　そんな彼らを語調も荒あらく怒ど鳴なりつけた瞭もまた、普段の冷静さを欠いているのだろう。

　珍めずらしい、と彼の剣幕に逆におちついた珪華が見ていると、慌ただしく門のむこうとやりとりをしだした衛士たちを置いて瞭がこちらを振り返った。

　平静さをとり戻そうとするように、大きく息を吐はく。

「──で？　どうしたって？」

「……どうもこうもありません」

　時を見計らって再度声をかけた雷牙に、瞭が低く吐き捨てた。

「愚おろか者たちが、共きよう謀ぼうして後宮に一族の娘むすめを送りこんできたんですよ」

「愚か者って……貴族がってことよね？」

『後宮』の響ひびきに珪華は思わず表情をこわばらせた。

　いつかはこうなるとわかっていたはずだったが、実際に目の前に突つきつけられるとじりじりと胸が灼けつくように疼うずいた。

「でも、共謀って……雷牙も知らなかったってことは、もしかして祥も……？」

　知らなかったのか、と語ご尾びに含ふくませると、瞭はじっとこちらを見つめたあと、ええ、と浅く顎あごをひいた。

「陛下の耳にもさきほどはいったばかりです」

　祥の意図したところではないと知るだけで、ほっとする自分がいる。

　──ううん、そんなこと喜んでる場合じゃない。祥も知らなかったってことは、彼の意思を無視して動いた人たちがいるってことだもの。

　それは祥が政を掌しよう握あくしきれていないのと同義だ。だからこそ、瞭もこんな勝手を許してはおけないとこれほどに憤いきどおっているのだろう。

「──ったく、みんなでやれば怖こわくないってか？　それとも、抜ぬけ駆がけ禁止だってお互たがい牽けん制せいしあった結果か？」

　口調は軽いが怒ど気きの滲にじむ雷牙に、「どちらもでしょうね」と瞭が渋じゆう面めんを作った。

「陛下は汪おう家のような軍門とは関かかわりを持ってきましたが、政に携たずさわるような貴族たちとは繫つながりがほぼありませんからね。先帝の時とは勢力図もがらりと変わりましたし、陛下との関係を強化しようと必死なのでしょう」

　先々帝に冷れい遇ぐうされていた彼から距きよ離りを置いていたのは自分たちのくせに、と冷れい笑しようする。

「とは言うものの、今はまだ足場の不安定な時期……陛下も自分たちを無む下げにはあしらえないと、読んだ上でのことでしょうね」

　そうこうするうちに門のむこう側が騒がしくなったかと思うと、衆芳門から幾いく人かの内侍官とともに内侍省内侍が姿を現した。

「これはこれは子瞭さま。このようなところにいかなるご用でしょう？」

　瞭、雷牙、最後に珪華という順で視線を巡めぐらせ、しらじらしく驚いたような顔をしてみせる。そこに『関係ない者がくる場所ではない』という棘とげが含まれているのは、明白だった。

　とはいえ、それで怯ひるむほどかわいい性格をしている瞭でもなかった。

「……これは、どういうことです？」

「これ、とは？」

　はて、と首を傾かしげた内侍と瞭が、見ている珪華がうそ寒くなるほどの雰ふん囲い気きをまとい、むかいあう。

「さきほどここにはいった者たちのことですよ」

　腹を探さぐりあっている暇ひまはないとばかりに切りこんだ瞭に、内侍官の長たる男はじわりと目を細めた。

「これは異なことを。西苑にはいるのは、花官から妃ひ嬪ひん方まで陛下のための花と決まっております。どこに疑問をさし挟はさむ余地がおありですかな？」

「なにを勝手にことを進めているのかと言っているんです」

「勝手？　それこそ理り屈くつにあわぬお言葉ですな。陛下のために後宮を整えることこそが、私の役目」

　余計な口出しは無用だと、高圧的に瞭の言い分をはねのける。

　その老ろう獪かいさは、先々帝の時代から後宮という特とく殊しゆな権力争いの場にあったのに相応ふさわしいというべきかもしれない。

「……放っておいたのが、あだになったな」

　やりとりを見つめるしかない珪華の横で、雷牙が舌打ちをする。

　彼曰いわく、西苑に人を迎むかえいれるつもりのなかった──すくなくとも国がおちつくまでは──祥は、手を回す余よ裕ゆうがなかったこともあって内侍省のことは放置していたのだという。

　そこを娘を皇帝に侍はべらせたい貴族たちと、後宮を掌握することで政まつりごとへの影えい響きよう力──権力を得たい内侍官たちにつけいられる形になってしまったのだ。

「衆芳門を越こえられるのは、陛下のみ。お二方はお戻りください。──救い手さまはこちらへ」

　口調ばかりは丁てい寧ねいに、内侍は瞭と雷牙を鼻先で笑うと、つと珪華へ視線を移した。

「妃嬪の候補さま方を紹しよう介かいいたしましょう」

　表面上敬ってはいるが、こちらを見る目にもまた蔑さげすみが浮うかんでいる。後ろ盾だてもない小娘が、と思っているのがひしひしと伝わってきた。

　上から下まで値ね踏ぶみするようなまなざしを送ってくる男に、嫌けん悪お感かんが湧わきあがる。

「──珪華さま」

　つい内侍を睨みつけそうになっていた珪華は、呼ばれた名にはたと我に返ると、無む理り矢や理り視線をひき剝はがす。転じた先で、硬かたい顔つきをした瞭と目があった。

　一歩衆芳門の中へ足を踏みいれてしまえば、そこは女の領域だ。いくら祥の腹心とはいえ、彼らには手出しができない。

　皇后という確固たる地位があるならまだしも、『救い手』という曖あい昧まいな立場しかない珪華を、ある意味政の場より権けん謀ぼう術数渦うず巻まく場所へと、一人やらなければならない憂ゆう慮りよがそこにはあった。

　下へ手たをしたら、消されるかもしれない──。

　そんな予感を抱いだかせる瞭の様子に、ぞくりとする。雷牙も険しさを隠かくさない分、なおさらだ。

　直接見聞きしたことはなかったが、宮きゆう妓ぎとして出仕している時も、寵を争う女たちの黒い噂うわさは絶えず聞こえてきた。自らがその渦か中ちゆうに立つことを思い、珪華は身み震ぶるいした。

　──妃嬪候補たちとやらが、仮にも『救い手』と呼ばれる存在を消そうとするほど、愚かだとは思わないけど……。

　自分がその名にふさわしい実績を示せていない以上、油断は禁物だ。内侍の態度がなによりそれを暗示していた。

　──だけど、ここで逃げるわけにはいかない。

　逃げたら、それこそ、なにも成すことはできないのだ。風を甦よみがえらせるまでは、祥の傍そばを離はなれるわけにはいかなかった。

「……わたしは、護まもられるだけのお姫ひめさまとは違う」

　だてに数ヶ月、佑の後宮にいたわけではない。貴族の、というより、自分を優位に立たせようとする女たちのやり口は心得ている。

　自分の身は自分で護ってみせる、と告げる代わりに瞭と雷牙、それぞれに頷うなずきかけると、珪華は内侍にむき直った。

「わかりました。まいりましょう」

　思いがけぬ目力に一いつ瞬しゆん内侍が怯ひるむ。だが、すぐにとり繕つくろうように笑えみを浮かべると、「では」と先に立って背を返した。

　珪華はそれを追って、二対の視線を背中に感じながら衆芳門へと足を踏ふみいれた。
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「まあ、あなたが救い手さまでいらっしゃいますのね！　お噂はかねがね」

「ぜひ、お会いしたいと思っておりましたの」

　鈴すずを転がすような声で、着き飾かざった娘たちが口々にさえずる。

　──……何人いるわけ？

　内侍官によって一人ずつ紹介されていくが、正直覚えられる気がしない。

　美しさを競きそいあうようにずらりと居並んだ自分と同年代の娘たちを、珪華はかろうじて微笑ほほえみを浮かべながら、返す言葉もなく見み渡わたした。

　上等の絹であつらえられた衫さん襦じゆに、目にも鮮あざやかな長ちよう裙くん、たおやかに羽織った被ひ帛はく。高く結ゆわれた髻もとどりは各おの々おのに個性が凝こらされ、幾本もの歩ほ揺ようが彼女たちが笑いさざめくたび、しゃらしゃらと可か憐れんな音を添そえた。

　面には流行の化け粧しようが施ほどこされ、美しさは光輝かがやかんばかりだ。

　おそらく、蝶ちようよ花よと育てられた、生まれながらのお姫さまばかりなのだろう。新皇こう帝ていの寵ちようを我がものにしようとするだけあって、どの顔も自信に満ちあふれていた。

　それに比べ、と今さらながらに自分の姿を思いだし、頰ほおに羞しゆう恥ちが差す。

　どうしたら宝ほう珠じゆをこの国にとり戻すことができるのかに必死で、ここ数日、身なりなど構いもしなかった。別に着飾りたいと思っているわけではないし、簪かんざしや歩揺を何本も挿さされるのは頭が重くてかなわないが、皇こう宮ぐうにあっては彼女たちの有り様ようこそが当然なのだ。

　ひどく場ば違ちがいな自分に、居たたまれなくなる。内侍省内侍の値踏みするようなまなざしも今なら頷けた。

「わたくしたち、ここにはいったばかりでしょう？　色々と教えてくださると嬉うれしいですわ」

　自分の方こそがよほど後宮の主然としていながら、娘むすめの一人がそんな頼たのみをしてくる。

「……わたしは、ここに身をよせさせていただいているだけですので」

　教えられるようなことはない、と遠回しに断った珪華に、別の娘が、まあ、と小首を傾げた。

「ですが、救い手さまは先の帝の折、花官として出仕していたことがおありだとうかがいましたわ」

「──!?」

　無む邪じや気きな素そ振ぶりで呈ていされた言に、思わず息を吞のむ。

　どうしてそのことを、と思いかけ、すぐに閃ひらめいた事こと柄がらに、珪華はそっと掌てのひらを握にぎりこんだ。

　──内侍官たちだ……。

　珪華を知る花官、妃嬪たちは、すでにほとんど残っていない。だが、据すえ置かれている内侍官たちは当然その事実を知っているはずだ。

　そして、この場にいる妃嬪候補と呼ばれる彼女たちが知っているということは、彼らが早々に耳打ちしたということ。自分の存在は内侍官たちにも軽かろんじられ、歓かん迎げいされていないということだろう。

「ぜひ、前の時のお話もうかがいたいわ。よろしくお願いしますね？」

「それに、救い手さまは陛下ともお親しいとか……お人なりなどわたくしどもの知らないこともご存じでしょうし、そんなお話も聞かせていただけたらと思ってますの」

　かわいらしい笑顔を作る彼女たちの目は、どれもこれも笑ってはいなかった。口元だけは艶えん然ぜんと微笑みながら、その瞳ひとみに蔑む色を隠しもしない。

　救い手などと呼ばれていようと、所しよ詮せんはただの平民。下げ賤せんの者は下賤の者らしく、陰かげにひっこんでいろ。

　気位高くこちらを見下ろすまなざしは、疑いようもなくそう物語っていた。

　突つき刺さる視線の数々に、珪華は一瞬怯ひるみそうになりながら、なおさら強く拳こぶしを握った。

　──こんな、人を人とも思わないような人たちの言いなりに、だれがなったりするもんですか…っ

　爪つめが皮ひ膚ふに食いこむ痛みを感じながら、珪華もまたにっこりと笑みを浮かべた。

「せっかくのお誘さそいですが、わたしの話など皆みな様さま方の参考にはなりません」

　きっぱりと言い放ったこちらに、妃嬪候補たちが鼻白む。

　それには気づかぬふりで、ことさら丁寧に拱きよう手しゆした。

「どうぞ、陛下のこと、よろしくお願いいたします」

　頼む──それこそが、自分が彼女たちより優位に立っていることを匂におわせる言動に、あたりの空気がざわりと揺ゆらぐ。

　顔をあげれば、すでにとり繕うことも忘れた女たちが眦まなじりを吊りあげて、こちらを睨にらみつけていた。

　まさに射殺さんばかりにむけられる悪意に、しかし珪華は素知らぬ顔で「では」と告げると、踵きびすを返した。

「……人が下手にでれば、下民風ふ情ぜいがいい気になって…っ」

　むけた背中に、呪じゆ詛そめいた誹りが聞こえてくる。

「──だったら、親が官かん吏りのお偉えらいさんっていうだけで、人を見下してるあなたたちはなんなのよ」

　珪華は止まりそうになった足を無理矢理動かしながら、吞みこみきれなかった言葉を口の中で呟つぶやいた。

　ここで歩を速めれば、彼女たちから逃げだしたように見えるだろう。そうとられるのは癪しやくで、優ゆう雅がに──とはいかないものの、悠ゆう然ぜんとして見えるようにゆっくりした動きで、その場から遠ざかる。

　やがて、背後の気配が遠ざかり、人目もなくなったころ、珪華は立ち止まると自分の両手へと目をやった。

　きつく握り締しめたまま、固まってしまったような手を、ぎこちなく開いていく。

「……情けない」

　すがるものをなくし、小刻みに震ふるえる手に、自じ嘲ちようが漏もれる。

　怖こわかったわけではない。悔くやしかったのだ。

　人を見下すような居い丈たけ高だかな態度はたしかに気にいらないが……彼女たちには自分にはないものがある。

　今まで政との関かかわりが薄うすかった祥に、与あたえることができるだろう政治的な後ろ盾だて。

　生まれながらのお姫さまだからこそ身につけた洗練された所作は、付け焼やき刃ばの自分には到とう底てい敵かなわない。おそらく、それ相応の教養までも身につけているはずだ。

　さらには、多くの女性の中から祥のためにと選ばれた、目を瞠みはるような美しさ。日に焼けたこともないような肌はだの白さに、爪の先まで磨みがき抜ぬかれたたおやかな手は、自分とは大おお違ちがいだ。

　自分自身、なにを卑ひ下げしているわけでもない。老師に慈いつくしんで育てられ、村の人々と支えあいながら生き抜いてきたことを誇ほこりに思いこそすれ、恥はじだと思ったことなど上都みやこにきてからもなかった。

「──なのに、なんで……」

　羨うらやましい、と心のどこかで思ってしまった。家いえ柄がらゆえに受けいれられる彼女たちを、救い手の立場すら揺らいでいる自分と比べて。

　もし、景舜が言っていたことが本当だったら……自分が伯家管氏の生き残りなら、と考えてしまった。

「そんなの、彼女たちと同じなのに…っ」

　自分が本当に生き残りかどうかなど、関係ない。

　ないものねだりで管氏という『血』に依よることは、『貴族』という地位を笠かさに着る人々と同じことだ。自分自身でなにかを成さなくては意味がない。

「それに、『血』があったとしても、結局はなにも変わらない」

　たとえ、自分が管氏の最後の一人だと判明しても、祥の隣となりにはいられないのに変わりはない。それもまた、自分自身が選んだことなのだ。

「……」

　元日以来、溜ため息いきばかりだと苦笑混じりの溜息をやはり落として、珪華は止まっていた足を自分の寝ね泊とまりする宮きゆう殿でんへとむけた。

　視線を周囲に配ると、ちらほらと花官らしき女性たちが行き来しているのが見える。妃嬪候補を迎むかえいれるにあたって、彼女たちの世話にあたる花官も新たにいれたのだろう。

　ほとんど人気のなかった西苑内の空気が、ざわめいている。

　それでも、珪華の仮住まいのあたりは、ほぼいつもどおりの静けさを保っていた。さすがに、こちらの方に令嬢方をいれることはなかったようだ。

「どっちに配はい慮りよしてるのかは知らないけど、わずらわされなくていいわ」

　彼女たちにかかずらっている余よ裕ゆうなどないのだ。今は自分を共通の敵として認にん識しきしているようだが、関わりを断たてばすぐにお互たがいを牽けん制せいしはじめるだろう。

「……だけど、一応、宝笛はたしかめておかないと」

　門前と巡めぐらされた塀へいを護まもる者たちはいるが、基本的に苑内に警備兵は配されていない。見回り等は内ない侍じ官の仕事だった。

　今のところ敵と思われている以上、どんな手を使ってくるかわからない。室を荒あらすぐらいのことはしてくれそうだ。

　宝笛は耀のはじまりから伝わる国の宝だ。そうと知っていたら迂う闊かつに手をだすことはないだろうが、珪華が持っていることは公おおやけにはなっていないだけに、悪意を持って害されることがないとは言えない。

　思いいたった可能性に、珪華は見えてきた宮殿へと足を急がせた。

「ただ今戻りました。なにか、変わりは？」

　宮殿付の花官に声をかけると、もの言いたげな様子ながら「いいえ、特には」と首を横に振ふられた。今日の騒さわぎをすでに聞き及およんでいるのだろう。

　もともとは前皇后──佑と祥の母親付だった彼女は花官の中でも古株で、本来なら後宮の入れ替かわりとともに辞するところを、それぞれに請こわれて残っているのだという。少々口うるさいがなにくれと気を配ってくれる彼女のことを、珪華も信しん頼らいしていた。

　──さすがに、さっきの今でそんな余裕はないか……。

　そうですか、と礼を述べ、考えすぎだったかと思いながら、与えられた室へとむかう。

　だが、なにげなく扉とびらを開けた瞬しゆん間かん、珪華はつと眉まゆをよせた。

「……なに？」

　別段、荒らされた形けい跡せきなどない。そもそもすこしばかり朝と様子が違ちがっても、わかりはしないだろう。なにせ、ここ数日、祠辰殿の書庫から持ちだした書巻を広げているか、眠ねむるだけで、ろくろく室内を見てもいない。

　にもかかわらず、どこか違い和わ感かんがあった。空気が違うとでもいうのか、異物がまぎれこんだような不快さが肌を刺さす。

　険しい目つきで室内をうかがった珪華は、一応自分以外には人の気配がないことをたしかめると、後ろ手で扉を閉めた。

　用心深くあたりに視線をやりながら、珪華は室に置かれた長なが櫃びつへと歩みよった。

　衣い裳しようや装そう飾しよく品ひんなど貴重品をしまっておくためのそれは、黒の漆うるし塗ぬりで螺ら鈿でんで繊せん細さいな象眼が施ほどこしてある。どっしりとした見た目の重じゆう厚こうさに相応ふさわしい重さで、大の男でも二人がかりでなければ持ちあがらないものだ。

　珪華は首から紐ひもでさげていた鍵かぎをとりだすと、櫃ひつを護る錠じよう前まえへとさしこんだ。

　カシャンという手て応ごたえとともに錠が開く。蓋ふただけでも重たいそれを慎しん重ちように持ちあげた。

　目に飛びこんできた色いろ鮮あざやかな衣裳に、手のこんだ装飾品の数々は整然としてそこにあり、だれかが荒らした様子はない。

「問題は……」

　衣裳をそっとかきわけるようにして、底へと手を伸のばす。探さぐった指先にひっかかったかすかな出っ張りをぐっと押しこむと、がこんと鈍にぶい音が響ひびく。

　腕をひき抜き、覆おおい被かぶさるようにしていた櫃から身体からだを離はなせば、櫃側面の下の方がわずかに迫せりだしていた。

　見た目からはわからないよう巧こう妙みように細工がされているが、この櫃は二重底になっていて、仕し掛かけを操作することで隠かくれた抽ひき斗だしがでてくるようになっているのだ。

　珪華はひとつ息を吞のみこむと、迫りだした部分に指先をかけた。力をこめて、ゆっくりとひき開ける。

「──ッ!!」

　直後、大きく目を見開いた。

　あがりそうになった悲鳴に、とっさに口を覆う。掌てのひらに遮さえぎられてくぐもった声は、呻うめきのように指の隙すき間まから零こぼれた。

「…………な、い」

　開けた抽斗の中は、空だった。

　祠辰殿での試みが失敗に終わったあと、茫ぼう然ぜんとしながらもたしかにしまった宝笛が、錦にしきの包みごと跡あと形かたもなく消え失うせていた。

　一いつ瞬しゆんの驚おどろきが去ったあと、全身から一気に血の気がひいた。

　珪華は震える手で空の抽斗を櫃からひき抜くと、あるはずがないとわかっていながら、はいつくばるようにしてのぞきこむ。

　案の定、そこにあるのはぽっかりと開いた穴だけだった。

「待って……噓うそ…っ」

　湧わきあがる焦あせりに、意味のないことを口走りながら、今度は櫃の中に手を伸ばすと手当たり次し第だいに中のものをとりだす。空になっても見あたらない錦の影かげに、床ゆかに放ほうりだした品々をかきわけるように広げた。

　挙句、室内の笛がはいりこむ余地がありそうな場所を、片かたっ端ぱしからひっくり返す。

　だが、そこまでしても宝笛は見つからなかった。

　ない、と声にならない声で呟つぶやいて、珪華は茫然と床の上にへたりこむ。掌に冷たい汗あせがじっとりと浮うかぶ。

　ここまでしてないということは、自分のしまい間ま違ちがいや、困らせてやろうというだれかのいたずらでもなく、本当に持ち去られたのだ。

「だれが……」

　真っ先に浮かんだのは、さきほどの令嬢たちの姿だった。今日の騒ぎに乗じて賊ぞくがはいったのか、とも頭をよぎる。

　しかし、この櫃にこんな仕掛けがあることを知ってるいるならまだしも、短時間で見つけだすことが、はたしてできるだろうか。主あるじのいない室からごそごそと音がしていたら、さすがに花官たちが気づくだろう。

　そもそもあることを知らない宝笛を探すより、目の前にある宝ほう飾しよく品ひんを持っていく方が楽に決まっている。

「──だとしたら、櫃に仕掛けがあるのを知ってる人か……わたしの手元に宝笛があるって知ってるか、あるはずだって思ってる人？」

　口にだしてみて、ふるりと震ふるえる。それは──身近な人々を疑うことになるのを、意味していた。

　いや、もっと別の可能性も考えてみなくては、と思案を巡らせるように視線をさまよわせた珪華の目が、再び抽斗へと止まった。

「？……なにか、ある？」

　さきほどは『宝笛がない』ということだけに囚とらわれていたが、よくよく見ると、抽斗の底によく似た色の紙が敷しかれている。

　こんなものはなかったはずだ、と手を伸ばした珪華は、再度瞠どう目もくするはめになった。

「っ……こ、れ」

　そこには、場所らしき名めい称しようと、ここへこい、と指示するだけの、そっけない文が書きつけられていた。その手には、覚えがありすぎるほどに見覚えがあった。

「どうして、あの人が……!?」

　どうして彼が宝笛を？　いや、それより、どうやってここまで人知れず忍しのびこんだというのか。西苑だけでなく、皇こう宮ぐう、宮城の厳しい警備をすり抜ぬけるだけの手段を持っているとでもいうのだろうか。それこそ、自分の身近なだれかと繫つながっているとか？

　次々に浮かぶ疑問が、ぐるぐると頭の中で渦うずを巻く。

　思いもよらなかった人物の登場に、珪華は完全に混乱していた。

　ただひとつ理解できたのは、彼が関かかわっている以上、宝笛はすでに安永城にはないということだけだ。

「なんで……あの人は、動かないはずじゃ……」

　だったら今まで自分がやってきたことは……と愕がく然ぜんとする。

「……どうして、今さら」

　ぐしゃり、と珪華は手の中の紙を握にぎり潰つぶした。

　まるで儀ぎ式しきの失敗を見計らったかのようなころあいに、今もどこからか見られているような錯さつ覚かくを覚える。

「どうする……？」

　このまま呼びだしに応じれば、宝笛をなくしたことをだれにも知られず、とり戻すことができるだろうか。

　一瞬よぎった誘ゆう惑わくにも近い考えに、珪華は強く頭かぶりを振った。

　今までもたびたび勝手に動いては、祥たちに迷めい惑わくをかけてきたのだ。この期ごに及んで、身勝手な行動はとれない。

　たとえ、宝笛をなくしたことを責められようと、結果見放されようと、黙だまって動くような真ま似ねはできなかった。

「祥のところに、いかなきゃ」

　紙を握ったまま、珪華はのろのろと立ちあがった。

　扉を開けて外にでるとすぐ、「いかがなされましたか？」と花官に声をかけられる。室から聞こえてくる物音に、なにごとかと様子をうかがっていたのだろう。

　なんでもない、と珪華は首を左右にすると、

「ちょっと、しょ……陛下のところにいってきます」

　もの問いたげな視線から逃のがれるように宮きゆう殿でんをでた。そのまま、いまだおさまらないざわつく空気の中、足早に衆芳門へとむかう。

「──なにやってたの、わたし」

　今日、西苑に人がはいらなければ、宝笛の紛ふん失しつに気づくのはもっと遅おそくなっていただろう。

　あの日以来、珪華は宝笛を櫃にしまいこんだまま、開けることさえしていなかった。

　宝笛に認められなかった──その可能性を直視するのが怖こわかったのだ。

　国の宝を所持している以上、管理を怠おこたってはいけなかったのに、自分の気持ちを優先してしまった。その事実が、宝笛をなくしてしまったこととともに、彼女の胸を苛さいなんでいた。

　皇宮の最奥とも言える、警備の厳しい西苑に忍びこみ、人知れず宝笛を盗とっていくだけの手段を相手が持っている。それはとりもなおさず、祥へとだれにも見咎とがめられずに近づくことができるということにほかならない。

　いつ、彼のもとに凶きよう手しゆが送りこまれても、おかしくなかったということだ。

　もし、宝笛が幾いく日も前に盗ぬすまれていたとしたら、その間、祥は無防備に暗殺の危機に晒さらされていたことになる。

　もちろん、皇こう帝ていを護まもる近衛たちが易やす々やすとそんな真似を許すはずがないし、彼自身、だれに勝まさるとも劣おとらない武人だ。そうそう危機に陥おちいったりはしないだろう。

　しかし、それとこれとは話が別だ。

　珪華は己おのれの不ふ甲が斐いなさに唇くちびるを嚙かみ締しめながら、脇わき目めもふらず、祥のいるはずの内ない廷ていをめざした。
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　槍やりを片手に扉とびらの前を護る近衛の姿に、珪華は小さく喉のどを上下させた。

　──あのむこうに、祥が……。

　佑の時代には、侍こ僮しようのふりをしていた折に幾いく度どか訪おとずれたことはあったが、殷陽から皇宮に戻ってよりこちら、自分から訪ねるということはなかった。

　急に訪ねたりしたら迷惑ではないか、と思いつつ、どんなに忙いそがしかろうと自分の話なら聞くという雷牙の言葉に賭かけるしかない。

　珪華は意を決すると、近衛たちの前へと歩みでた。

「急なことで申しわけありませんが、陛下への目通りをお願いします」

　こちらの姿にさっと姿勢を正した近衛たちが、どこか困ったような様子で互たがいに目を見み交かわすのがわかった。とおすなとでも言われているのだろうか、と不安になりつつも、ここで挫くじけたら次はないと自らを奮いたたせる。

「ご不在ですか？」

「いえ、そういうわけでは……」

　内面を押し隠かくしつつ、会わせてもらえないはずはないという表情を装った珪華に、近衛の一人が気まずげな声をあげた。

「実は、今、高官の方々が押し……いえ、いらしてまして」

　ようは貴族たちが揃そろって押しかけている、ということらしい。

　──たしか、政務を執とってる室の手前は、控ひかえの間になってたはず……。

「──待たせていただいても？」

　雷牙が言っていたように、自分がきたらとおせという指示を受けているのだろう。彼らはどうしたものかという雰ふん囲い気きを醸かもしながらも、「……どうぞ」と身を退いて、扉を開けた。

　珪華は礼を述べて、扉の隙すき間まからするりと身を滑すべりこませた。

　貴族たちは揃って祥と面会しているらしく、室内には連れん絡らく役として控えている官かん吏り以外の姿はなかった。

　──早く、終わってくれないかな。

　勢いだけでここまでのりこんできたようなものだ。時がすぎればすぎるほど、臆おく病びよう風かぜに吹ふかれ、及および腰ごしになってしまう。

　時折届く、話し声のような声を聞くともなしに聞きながら、手の中の皺しわのよった紙に目を落とした珪華は、

「──ですから！」

　突とつ然ぜん跳はねあがった声に、肩を揺ゆらして顔をあげた。官吏もまた、ぎょっとしたように政務室の方をうかがっている。

　なにか揉もめているのだろうかと眉まゆを顰ひそめると、さきほどと同じ声が、壁かべを隔へだてたこちら側にまではっきりと響ひびき渡わたった。

「いくら天から降くだされた存在とはいえ、所しよ詮せんは平民ではありませんか！」

「！」

　高らかに叫さけばれたそれに、珪華は鋭するどく息を吞のんだ。

　──今の、って……。

　救い手の──自分のことだと理解すると同時に、今度は違う声ががなりたてた。

「それを皇后になどとはとんでもない！　御おん身みに流れる尊い血には、到とう底てい相応ふさわしい者とは言えません」

「利佑さまと同じ過あやまちを犯おかされる気ですか!?」

　どうやら彼らは、今日はいった妃嬪候補たちを送りこんだ張本人たちらしい。おそらく、自分たちの娘むすめを、と上奏にきて、色よい返事をしない祥に痺しびれを切らしたのだろう──。

　顔から血の気がひいていくのを覚えながら、頭のどこかで冷静にそう判断する自分がいる。

　すぐ隣となりに本人がいるとも知らず、扉のむこうの貴族たちは皇帝の考えをなんとか覆くつがえそうと、忠臣面で声を張りあげていた。途と中ちゆう、瞭の声が聞こえた気がしたが、勢いづいた男たちにあっという間にかき消される。

「──おまえたちは、天を蔑ないがしろにするつもりか？」

　それを止めたのは、ほかのだれでもない祥の一言だった。

　怒ど鳴なるでもない低い声は、しかし威い圧あつ感かんに満ち、一いつ瞬しゆんで場を静まりかえらせた。

「……そ、そのような、つもりは……」

　さきほどまでの威い勢せいはどこかへ、だれかが搾しぼりだすように発した否定に、次々と言い訳めいた賛同が続く。

　凍こおりついたように立ちつくしていた珪華は、扉の方を凝ぎよう視ししたまま、じりっと足をひいた。

　動きだしてしまえば、それは止まらなかった。

　次の時には踵きびすを返すと、「あ…っ」と追うようにあがった声から逃げるように、はいってきた控えの間の扉へとむかった。

「珪華さま!?」

　中の騒さわぎが漏もれ聞こえていたのか、様子をうかがっていたらしい近衛たちが、飛びだしてきた珪華にぎょっとする。

　その様子も目にはいらない勢いで、彼女はもときた路を駆かけ戻っていった。

　──言えない……！

　天を蔑ろにするかと責める祥の声こわ音ねが、耳の奥でこだまする。

　彼がああ言えるのも、自分が天から降されたとされる救い手だと思っているからこそだ。

　なのに──宝ほう珠じゆを得ることも叶かなわず、護るべき宝笛まで盗まれてしまったと、どの面さげてあの場で言えばいいのか。

　自分が『救い手』失格の烙らく印いんを押されるだけならいい。結果、皇こう宮ぐうを逐おわれるのなら、悔くやしいし悲しいけれど、しかたのないことだ。

　自分が、老師をはじめとする人々の期待を裏切った。自分には宝笛の主あるじたる資格がなかった──それだけのこと。

　けれど、もし、それらが貴族たちの耳にはいったら……？

　救い手などではあり得ない、と自分が責められるだけではない。かばってくれている祥の立場まで悪化させてしまうことになる。

　今日はたまたま耳にしただけで、きっと彼や雷牙、瞭たちは、今までだって矢や面おもてに立ってくれていたのだろう。ああして、珪華や民たみを護ってくれているのだ。

「……なのに、この上まだ、彼の手をわずらわせるの…っ？」

　宝笛を盗まれたと告げれば、祥は足りない人手を割さいてでも、探そうとしてくれるだろう。下へ手たをすると、おまえのせいじゃないと、警備の体制に問題があったのだと、また自ら背負いこもうとするかもしれない。

「手を貸すだなんて……協力するだなんて、笑っちゃうわ」

　協力するどころか、ただ重荷になっているだけではないか──。

　乾いた笑いが、珪華の口を突ついた。

　ただでさえ脆かった足元が、がらがらと音をたてて崩くずれていくような気がした。

　今まで正しいと思っていたことが本当に正しかったのか、自分にできることなど本当にあるのか、だれより自分自身が信じられなくなっていく。

　ただひとつ、たしかなことは……『宝笛はとり戻さなくてはならない』ということだ。

　珪華は握にぎり締めていたせいで、ほとんどもとの形状を保っていない紙へ虚うつろに目をやった。

「……宝珠は無理でも、せめて宝笛だけは祥のもとに返さなくちゃ」

　これ以上、迷めい惑わくをかけるわけにはいかない。かけたくない。

　祥の室を訪れるまではたしかに持っていたはずの思いもどこかへ、今の彼女には、それしか考えられなくなっていた。

　信しん頼らいには信頼で応こたえようとするあまり、かえって自分を見失ってしまったのだと、あとからならわかる。

　だが──抱いだく心とは裏腹に頷うなずけない想おもいに、よせられた『救い手』としての期待。儀ぎ式しきが失敗したのを見計らったように、送りこまれた美しい娘たちと消えた宝笛。

　珪華の肩にのしかかったそれらは、十七歳の少女の身にはあまりに重すぎた。

　さらに、余よ裕ゆうを失っていた心に突きつけられた、『助けになりたい人の重荷にしかならない自分』という存在こそが、彼女を衝しよう動どうへと駆りたててしまった。

「あの人が、これ以上なにかする前に……！」

　まだ見ぬ相手を睨にらみつけるように目つきを鋭くすると、珪華は止める者もないままに、内廷を走り去っていった。
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　日も落ち、薄うす暗ぐらくなったあたりを、珪華はうかがうように見回した。

「……書かれた場所は、ここのはずだけど」

　ぴったりと閉とざされた門には、炬きよ火か一つ灯ともってはいない。本当にだれかいるのかと疑うほど、門のむこうは静けさを保っていた。

「詳くわしく知らないけど、このあたりって所謂いわゆる、貴族の別べつ邸ていってやつよね……」

　安永の南東の一画に広がる、大きな池を擁ようした園林にほど近い場所にある邸やしきだった。気候のいい時季には園を訪おとずれる人々で賑にぎわうと言うが、寒さの厳しい今はほとんど人ひと影かげはない。

　隠かくれるにはうってつけの界かい隈わいか、と改めて門もん扉ぴを見上げた。

　祥の室を逃げだすようにあとにしてからすぐ、珪華は皇こう宮ぐうを抜ぬけだした。

　もともと、宮きゆう妓ぎ時代とは違い、行動を制限されているわけではない。基本的に宮城内はどこへいくにも自由だった。立ちいりが禁じられていた場所もあるが、政治的な場に好き好んで足を踏ふみいれたいとは思わない。

　ゆえに、宮城内ではどの門をくぐろうと、咎とがめられるようなことはなかった。よほど顔色が悪かったのか、しばしば気き遣づかうように声をかけられはしたが、「大だい丈じよう夫ぶ」と答えればそれまでだった。

　問題は、門衛がこちらの顔を知らない、皇宮と外を隔へだてる宮門だったが、これも今日にかぎっては、ほぼ足止めもなく抜けることができた。

　後宮にはいった令れい嬢じようたちについてきた家人だと思われたのだ。

　内ない侍じ官と貴族たちの独断とはいえ、さすがに後宮に足を踏みいれることができるのは選ばれた者だけだ。令嬢と必要な荷を届けるだけ届けたら、あとはひきあげることになる。後宮入りした人数が人数だっただけに、彼女たちがひきつれてきた家人もまた相当数いたらしい。

　宮城内からは基本的に町にはでられないため、皇城まできた珪華は、どうしようかと悩なやむ前に衛え士じたちの方から発見され、

「こんなところでなにをしているっ？　ほかの者たちはとっくにでていったぞ！」

　不ふ審しん者紛まがいの扱あつかいで門の外へと放ほうりだされたのだ。

　衛士たちも、突とつ然ぜんの騒そう動どうにかなりぴりぴりしていたようで、なにを言う暇ひまもなかった。

　それを好都合だと利用させてもらって、あとはひたすら歩いてきたのだ。

　ここまで歩きづめだったから、というだけではなく早はや鐘がねを打つ鼓こ動どうを聞きながら、珪華は握った拳こぶしで門扉を叩たたいた。

「あの──」

　緊きん張ちようにひきつりそうになる喉のどをなだめ、だれかいないか、と声をあげようとした時だった。

　ぎぃ……っ、と不気味な軋きしみをあげて、門扉が薄うすく開いた。灯明を掲かかげた人影が、隙すき間まからほのかに浮うかびあがる。

　寸の間、息を吞のんだ珪華は、しかしすぐに表情をひき締しめて人影に相対した。

　ただでさえこちらの立場が弱いのだ。気弱な態度を示して、これ以上つけこまれる隙すきを作るわけにはいかない。

「呼ばれて、きたんだけど」

「──はいれ」

　明かりを返した双そう眸ぼうが上から下まで視線を走らせたあと、促うながすように隙間がわずかに広げられる。

　珪華は一度深呼吸すると、扉とびらの隙間へと身を滑すべりこませた。その背後で、再び軋みがあがり、閂かんぬきの渡される音が続いた。

　退路を塞ふさがれたことに一瞬動どう揺ようが走るが、目的はこの先だろう、と無む理り矢や理り自分を奮いたたせる。

「……虎こ穴けつに入らずんば虎こ子じを得ず、でしょ」

　いつかも口にしたそれを独りごち、珪華は「こちらへ」と背を返した人影のあとに続いた。

　徐じよ々じよに濃こさを増していく夜に男を見失わないよう気をつけながら、あたりを見回す。

　──やっぱり、これって協力者の別宅……？

　だとしたら、ここの持ち主さえわかれば、どの派は閥ばつが彼に加担しているかわかるだろうか。

　生活感のあまり感じられない邸てい内ないには、ちらほらと明かりが見えるが、炬火のようなあたりを照らしだすようなものではない。おそらく、今は人がすくないとはいえ、見咎められることを警けい戒かいしているのだろう。

　要所要所には、暗さに潜ひそむようにして見張りらしい男たちも立っていた。薄うす闇やみ越ごしでもわかる体格のよさや気配の鋭するどさはいかにも訓練された男のそれで、雇やとわれた破落戸ごろつき風ふ情ぜいとは一線を画していた。

　──……そういえば、この人の顔、見覚えがあるような気がする。もしかして、この人たちって元近衛の──？

「ここでお待ちだ」

　ふと、一つの可能性がよぎったところで、淡たん々たんとした声に思考を遮さえぎられる。

　はっとして視線を前に戻もどすと、いつのまにか一つの格こう子し戸どの前に立っていた。奥まった位置にあるそこからは、一ひと際きわ明るい光が紙窓越ごしに漏もれだしていた。

「ここに……」

　珪華は一層騒さわがしくなった胸をなだめるように押さえると、反対の手で静かに格子戸へ手をかけた。門扉とは裏腹に、音もなく開く。

　こくりと喉を鳴らして、中へと足を踏みいれた。

「きたか」

　途と端たん聞こえてきた低い響ひびきに、強い既き視し感かんを覚える。

「──我が小鳥よ」

「……佑」

　記き憶おくを揺ゆさぶるように続いた耳覚えのある言い回しに、珪華は目つきを鋭くして相手を見やった。

　いつかの時のように悠ゆう然ぜんと榻ながいすに座したのは、今は離り宮きゆうにいるはずの──ここにいるはずがない、前皇こう帝ていその人だった。

「これ……あなたでしょう？」

　珪華は胸むな元もとから探さぐりだした皺しわんだ紙を、佑の眼前へと突つきつけた。

　筆ひつ跡せき、今の状じよう況きようから鑑かんがみて、目の前の男の仕し業わざなのは、確かく認にんする必要などないほどあきらかだ。それでも、ここに宝笛がたしかにあるのだと、たしかめられずにはいられない。

　佑はちらりと紙に目をやったあと、「たしかに」と鷹おう揚ように頷うなずいた。

　いっこうに悪びれる様子のない態度に、かっと頭に血がのぼる。

「どうしてッ？　約束が違うじゃない！」

　食ってかかった勢いにあわせ、左の耳元でさらりと玉の擦こすれあう音がする。

　それを厭いとうように、珪華は耳みみ飾かざりを左手で握にぎり締めた。

「あなたは言ったはずよ！　わたしがあの人の想おもいに応こたえないかぎり……祥と一いつ緒しよにならないかぎり、このまま帝てい位い争いからは手をひくって!!」

　それこそが、冬至の朝、佑が心の代わりによこせと言った、馬上で交かわした約だった。

「破ればそのかぎりではない」と告げた佑に、祥に裏切られたと思いこんでいた珪華もまた「そんなことはあり得ない」と受けたのだ。──受けてしまったのだ。

『そもそも風を甦よみがえらせれば自分は用なしで、身分すら違う』

　あの時は本心からそう口にした珪華に、佑は「その言葉、せいぜい忘れるな」と、戒いましめのようにこの左耳に耳飾りを残していった。

　もう一つは珪華の恋想心いとしてもらっていく、という科白せりふとともに。

　だからこそ、誤解が解けたあとも、祥の想いには応えられなかった。

　耳飾りが音を奏かなでるたび、佑の忠告が耳の奥に甦り、心は一緒にありたいと願いながらも、頷くことはできなかった。

　自分が祥とともになれば、佑は再び帝位争いにのりだしてくる。殷陽城の一件でいったんはおさまった火種がかき起こされ、利祥派と利佑派にわかれて、今度こそ民たみを巻きこんでの争乱になるだろう。

　それがわかっていながら、自分の想いと国の安あん寧ねいを天てん秤びんにかけることなど、到とう底ていできない相談だった。

「なのに、なんで今ごろ……！」

「あの時とは状況が変わった」

　責める珪華に動じる風もなく、佑が口を開く。

「変わった？　それって、どういう──」

　意味するところを計りかね、眉まゆをよせれば、彼は薄く唇くちびるを歪ゆがめた。意味深な笑えみに、ぞくりと嫌いやな予感がよぎる。

「宝ほう珠じゆを、とり戻せなかったようだな？」

「！──なんで、それ…っ」

　その感覚が正しかったと証明される形で突きつけられた事実に、珪華は大きく目を見開いた。

　儀ぎ式しきが失敗に終わったことは、皇こう宮ぐうでも一部の人間しか知らないはずだ。

　たしかに、宝笛が盗ぬすまれ、犯人が佑だと知れた時、見計らったようだと思った。だが、まさか、本当にそうだったとは……。

　──でも、どうして……あのことを知ることができた人たちの中に、祥を裏切ってる人がいるってこと？

「──自分が教えたんだよ」

　自らの考えに走った寒気に身を震ふるわせた珪華は、突然すぐうしろから聞こえた声に、肩を波打たせた。

　──いつのまに!?……じゃなくて、この声！

　またも聞き覚えのあるそれに、信じられない思いで背後を振ふりむく。

「やあ、また会ったね。珪華」

「景、舜……」

　細目がちの瞳ひとみをさらに細めて笑む青年の姿に、唇が戦慄わななくように声を紡つむいだ。最後に会った時のことを思いだせば、無意識に足が後あと退ずさる。

　唐とう突とつに、珪華はこの場に佑がいる理由を理解した。

　彼が……景舜が、佑を再び表おもて舞ぶ台たいへとひきずりだしたのだ。自らの目的のために。

「でも、どうして……佑と、関かかわりなんか……」

「それはもちろん、自分が会いにいったんだ」

　やっぱり、旦より断然皇帝に相応ふさわしいでしょ？　と小首を傾かしげる姿は、殷陽で会った時となに一つ変わっていなかった。

　そう、細められた瞼まぶたの奥の、笑っていないまなざしまで──。

「旦よりって……あなた、まだ、諦あきらめてなかったの？」

「おかしなこと聞くね。──どうして諦めなきゃならないんだい？」

「っ……もう、朝ちよう廷ていは祥を皇帝として動きだしてる。今さら、あなたたちがでてきたところで、なにも」

「でも、宝珠をとり戻すのに失敗したんだよね？」

　なにも変わりはしない、と言い切る寸前を遮られる。

　行き場をなくし、虚むなしく喉の奥に消えた言葉に、珪華は唇を嚙かんだ。

　なんのことだととり繕つくろうのは、佑の指し摘てきに反応してしまった以上、すでに不可能だ。

　ならばと、きつく景舜を見み据すえる。

「──どうして、それを知ってるの？」
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　せめて、それだけでもたしかめておかなくてはならない。もしかしたら、祥の身近に裏切っている人間がいるかもしれないのだ。

　だが、珪華の意気込みは、別の意味で裏切られることになった。

「ん？　そんなの簡単さ」

　簡単にはあかさないだろうという思いに反し、なんでもないことのように言った景舜は、ひらりと掌を翻ひるがえした。

　その指の間に挟はさまれた、鋭えい利りな輝かがやきを放つ針に、はっと息を吞のむ。また一歩と、うしろにさがる足が止められなかった。

「それ、あの時の……！」

「わかったみたいだね」

　よくできました、と言わんばかりに笑みを深める。

「コレで祠辰殿の祠官さま方に聞いただけ。なにか知ってるか、教えて、ってね。ほかにも宝珠と風の関係とか、興味深いことを色々と。──あ、もちろん、その人たちにはこっちのことは忘れてもらったけど」

　その意味するところを身をもって知っている珪華は、言葉をなくすしかなかった。

　景舜はあの針を……不可思議な術を使って、自由に人を動かす。術をかけられてしまえば、本人の意に反して、彼の言うとおりにしか動けなくなる。

　皇宮の動きを張っていた景舜は、あの日、祠辰殿周辺で人ひと払ばらいがされたことを知って、なにかあると察したのだろう。だから、祠官たちに狙ねらいを定めたのだ。

　──じゃあ、宝笛がなくなったのも？

　内ない侍じ官のだれかに術を施ほどこしたら、珪華の室を漁あさるぐらいは簡単だろう。

　術の、というより、景舜の恐おそろしさを嚙み締しめながら、やはりきっかけはあの失敗だったのか、と拳こぶしを固めた。

「──あなたは、それを知って佑に会いにいったって、こと？」

「違うよ。目通りを願ったのはもっと前」

「え……？　じゃあ、状況が変わったっていうのは……」

　噓うそだったのか、と佑を見返ろうとしたところを、景舜が「そんなことどうだっていいじゃない」といらだち気味に自分の方へと意識をひき戻した。

「問題はそんなことじゃない。──だろ？」

　宝珠が戻らなかったことこそが問題なのだと、暗に告げてくる景舜に、珪華の胸に冷たい風が吹ふき抜ぬける。

「……っ、だからって、あなたたちのでる幕じゃないわ」

　再び襲おそった足元が崩くずれていくような感覚を振り払はらうように、両足にぐっと力をこめた。

　そんな彼女に景舜は、「どうして？」と双そう眸ぼうをしばたかせる。

「彼じゃ宝珠は得られなかった。だったら、彼にはその資格がなかったってことじゃない」

「違う！　あれは……わたしのせいで」

「君の？」

　わからないなぁ、と首を捻ひねる彼に、珪華は口早に言い募つのった。

「祥に資格がなかったんじゃない。わたしに、宝笛の持ち主たる資格がなかったのよ。宝ほう剣けんはちゃんと反応した。だから…ッ」

「それはきみのせいじゃない」

　さきほどまでの調子はどこかへ、ふいに真しん剣けんな顔つきになった景舜に、虚きよを衝つかれる。

　そのまま一歩踏ふみこんできた彼に、珪華はすぐに意をとり戻した。そうじゃない、近づくな、という意味をこめて強く頭かぶりを振る。

　拍ひよう子しに、動いた空気が鼻先に甘いような香かおりを運んだ気がしたが、意識に留める余よ裕ゆうはなかった。

「──ったら、なんで……！」

「さっきも言っただろ？　彼は皇こう帝ていに相応しくなかった、それだけのことだよ。それが天の意思でもある」

「違う！　あの人ほど、民のことを想おもってる人はいないわ。祥より相応しい人なんて、いるわけない！」

　一歩、また一歩、と一言発するごとに、追いつめるように距きよ離りをつめてくる景舜から、珪華も同じ分だけ後退る。

「わたしが──」

「──おまえは、玄陽を信じないのか？」

「！」

　唐突に低い声がさし挟まれ、両りよう肩かたにのせられた手があった。

　びくっと弾はじかれたように首を巡めぐらせれば、すぐそこに、それまで存在しないかのごとく気配を絶っていた佑の顔があった。

　今まで忘れていた佑の存在と、呈ていされた言葉に、珪華は息をすることも忘れたように立ちつくした。

「その方の言うとおり」

　止まっていた感覚に、再びまとわりつくような甘い香りと、かさりと紙をめくるような音が届いた。前を見ろ、と促うながすように肩を持つ手にこもった力に、ぎこちなく顔を前へ戻す。──と、眼前に皺しわんでぼろぼろになった紙が突つきつけられた。

　それがなんなのかは、ひと目でわかった。

「これ──」

「あの人……父は、きみにこの国を救えって言ったんだよ？　きみが自分を否定するってことは、父のことも否定するってことだ」

　刻みつけるように、ことさらゆっくりと紡がれる景舜の声を聞きながら、珪華は頼たよりなく揺ゆれる紙し片へんへと手を伸のばした。

「……老師」

　それは、形見の笛とともに戻ってきた、老師の最後の言葉だった。

　鳴らない笛が鳴った時、この世の中が救われると。宝笛は、おまえのものだ、と──。

　降臨節の騒そう動どうのどさくさでなくしてしまった手荷物と一いつ緒しよに、自分の手元から失われてしまっていたのだ。

　諦めきれない思いを抱いだきつつも、だれを責めるわけにもいかず、一人胸にしまっていたのだが……ここにあるということは、佑が離り宮きゆうに移る前に見つけていたのだろう。

　戻ってきた、と触ふれようとした紙は、けれど寸前で遠ざけられる。

「あ──」

　追って顔をあげれば、自らの顔の横に紙を掲かかげた景舜と目があった。

「これでも、きみは自分が相応しくないって言うの？」

　改めての問いかけに、珪華の瞳ひとみが揺らいだ。

　ここで頷うなずいたら、佑や景舜が言うとおり、老師を信じていないことになる。

　かといって、祥こそが相応しくないのだとは思えない。

　──老師と祥、どっちを信じたらいいの……!?

　心の中で二つの存在が激しくせめぎあう。

　この時の珪華には、それ以外の可能性があることなど、思いも及およばなかった。冷静な時であれば、祥の言うように別の要因があるのでは、とも思えただろう。景舜の言動の裏にある、彼の目的にも意識がむいたかもしれない。

　しかし、今の珪華の頭の中は、『一体どちらが正しいのか』という思いだけが、ぐるぐると巡っていた。

　そんな、閉へい塞そく的な思考をさらにかき乱すように、どこからか、さらさらと玉の触れあう音がしのびやかに届く。耳元で響ひびくのとは違う、現実味のない、意識にしみこんでくるような音色に、珪華は軽い目め眩まいを覚えた。

「……ぅっ」

　気持ち悪さから逃のがれるように、無意識に耳を塞ふさぎかけた両手を、うしろから伸びた手が遮さえぎった。肩かたから回された佑の腕が、こちらを抱きこむようにして手首を捕とらえる。

　逃にげ場を失い、目を移ろわせれば、

「──ねえ、珪華」

　意識をひき戻すように、微笑ほほえみを浮うかべた景舜が腰こしを折ってこちらをのぞきこんできた。

　動いた空気に、また、ふわり、と花のような香りが鼻をくすぐる。

「まだ、宝ほう珠じゆが……ううん、風が甦よみがえらなかったのは自分のせいだ、なんて思ってる？」

「そ、れは……」

　首を縦にも横にもできず、珪華は眉まゆ尻じりをさげた。

　なんとか言葉を探そうと思うのに、靄もやがかかったように思考が遠い。まるで眠ねむ気けにでも襲われているかのように、ぼんやりとしか考えられないのだ。

　それでいて、かすかなのにやけにはっきり感じる、耳鳴りのような音と甘ったるい匂においを振ふり払うように頭を振った。

「珪華」とまた呼ばれて、視線を景舜へと戻される。

「きみには、天から降くだされたという証あかしがある」

　すっと伸びた指に、びくっと肩を揺らせば、いつのまにか片手を離はなした佑が、なだめるように髪かみをなでたのがわかった。

　一方の景舜の指先は、左胸の上──今は隠かくれている痣あざを指さすように止まった。

「それが証しよう拠こに……」

　その手がひかれたかと思うと、景舜はこちらと視線をあわせたまま、自らの胸むな元もとに手をさしいれる。

　景舜がなにか言うたび、しゃらり……と神経をなでるように聞こえていた音が止やみ、代わりのように彼がなにかを構えた。

　その姿に、目が釘くぎ付づけになる。

「……宝、笛！」

　珪華は反射的に前のめりになったが、またしても佑の腕に阻はばまれた。

「放しっ──」

　あれをとり戻さなくては、と抗あらがうこちらを無視して、息の吹きこまれた笛から零こぼれたのは、虚むなしく漏もれる空気の音だった。

「──ね？　鳴らないでしょ。別に自分が下へ手ただからじゃないよ」

　なんなら、きみが持ってるソレ、吹いてみようか？

　珪華が肌はだ身み離はなさず持っている老師の笛を目顔で示しながら、景舜は彼女の手へと宝笛を握にぎらせた。

　思いがけない行動に、珪華はもがいていたのも忘れて手の中の感かん触しよくに目を落としたあと、茫ぼう然ぜんと景舜を見上げた。

「どう、して……」

「さっきからおかしなことばっかり言うね。『どうして』？　だって、それ、珪華のじゃない」

　くすりと笑った景舜に、それを盗とっていったのはどこのだれだ、と不快さがよぎる。

「きみが、宝笛に選ばれたんだ。──伯家管氏の血をひき継つぐ、正統な奏者としてね」

　ただ、口を開くより先に続けられた科白せりふに、珪華は押し返されるように言葉を吞のみこんだ。

「……そんなの、あなたが勝手に」

　言ってるだけじゃない、と口にしかけて、背中に感じる温ぬくもりにはたと言い止さす。

　──佑は、知らないのに……！

　恐おそる恐る背後の気配をうかがうが、動どう揺ようした様子はいっさい受けなかった。反対に、知っていると言わんばかりに、抱き止める手にわずかに力がこもる。

　──景舜から、聞いたってこと？　それでも、なにも言わないってことは──

「──本当、に……？」

　景舜の勝手な思いこみばかりではない、ということなのだろうか？

「管、珪華」

　物思いからひきずりだすように低く紡つむがれた、耳慣れない呼びかけに、大きく肩が波打つ。

「違ちが…っ、わたしの名前、は……」

「違うわけないじゃない。名は騙かたれても、その身体からだに流れる血は変わらない。葵き玄陽は、きみを護まもり育てたにすぎない。天から託たくされた、きみをね」

　これもそう言ってるじゃない、とどこからだしたのか、またも今にも破れそうな紙を目の前に翻ひるがえされる。

　それらのやりとりを縫ぬって、さらり、とあるかなしかの音が、再び耳に忍しのびこむように響く。さきほどから薄うすくまとわりついてくる香かおりが、強くなった気がした。

「父にそこまでさせたんだ。きみが宝珠を……風を甦らせる上で、必要不可欠な人間であることは間ま違ちがいないと思わない？」

『父』と呼ぶ景舜に、どこか違い和わ感かんを覚える。だがその感覚も、疼うずいた罪悪感にすぐにかき消された。

　形ばかりは笑いながら、父親にそうまでさせた、自分を捨てさせたおまえが、それを否定するのかと、細めた瞳が責めていた。

　──自分を否定することは、老師を否定すること……。

　玄陽が慈いつくしんでくれた十五年を、まったくのむだにするということだ。

　なにより、一つ一つ改めて突きつけられた現実が、自分は天に認められなかったという確証のない思いこみを否定していく。

　あとに残されたのは、自分は風を甦らせるには必要な存在だ、ということだけだった。

　だとしたら──原因は、ほかにあることになってしまう。

「……っ」

　その事実に気づきたくない、とばかりにぎゅっと目を閉じれば、『逃げるな』とでも言うように密ひそやかな音色と香りが追いかけてくる。

「……おまえは、風をとり戻したいのだろう？」

　さらに、追い打ちをかけるように直接左の耳じ朶だへと低い声こわ音ねが吹ふきこまれる。わざとか偶ぐう然ぜんか、かすめるように触れた耳みみ飾かざりが、しゃらり、と一ひと際きわ高い音をたてた。

　佑の声が、腕が、『ならば、私しかいないだろう』と告げていた。

　──だけど、それを認めたら…ッ

　祥を、否定することになる。

　協力する、と言った自分が、裏切ることになる。

　わかっているのに、わかりたくない──そう、目の前にさしだされた事実に躊躇ためらう珪華を、けれど二人は許しはしなかった。

「なにを迷う必要があるの？　これは父の遺志だよ」

　甘さとともに景舜が囁ささやく。

「おまえの言う、国のため、民たみのためではないのか」

　玉の音をまとった佑の声が耳をくすぐる。

　老師のために、国のために、決断しろ、と促うながしてくるそれらからは、逃げようがなかった。

「珪華。国のために、協力してくれるだろう？」

　もはやどちらとも判断のつかなくなった声音に、珪華は気がつくと頷うなずきを返していた。




　頼たよりない足どりで、先に立った案内にふらふらとついていく珪華を見送って、景舜はさらりと手の中の飾かざりを揺ゆらした。

「結構、粘ねばったなぁ。もっと簡単に落ちるかと思ってたや、あの男のことをひきあいにだしたらね」

　念のために房しん室しつにも香こうを焚たいた方がいいかな。

　すこしおもしろくなさそうな調子で呟つぶやいた彼に、同じく珪華の動きを目で追っていた佑が軽く眉まゆをあげた。

「むしろ、呆あつ気けないものだと思ったがな」

「呆気ない？　あれで？」

「あれは薬くす師しを生なり業わいにしていたという玄陽に倣ならって、薬に耐たい性せいがある。今回、気づかなかったことが不思議なほどだ」

　佑がつと、景舜の腰こし元もとに視線を落とす。そこには帯から細い金の鎖くさりで吊つるされた球形の金細工がさがっていた。今も細く煙けむりをあげるそれは、香こう炉ろだ。
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　不満げだった景舜は、そういうことか、と目を細めた。

「それなら、これのおかげかもしれませんね」

　指先で摘つまむようにして振ったのは、珪華が耳につけているのと同じもの──佑が持っていた耳飾りの片割れだ。

「このかすかな、それでいて継けい続ぞく的な音が、術の作用を促したんでしょう。これを使ったのは、あの飾りが耳元で音をたててるかぎり、術が作用するからだったんですけど。あとは……」

「かなり、弱っていたようだな」

「ええ、好都合なことに。つけこむ隙すきは多ければ多いほど楽ですからね」

　景舜の冷ややかな笑えみに、佑は鼻を鳴らした。

「この私を利用するなら、せいぜいうまく立ち回ることだ」

「──おおせのとおりに」

　去れ、と言わんばかりの仕草で片手を振ふった佑に、景舜は形ばかりは丁てい寧ねいに礼をとった。

　そうして、はいってきた格こう子し戸どからでていく彼を、佑は底光りするまなざしで見送った。
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　ぴちょん、とどこかで水の跳はねる音が聞こえ、珪華は反射的に肩かたを震ふるわせた。

　手燭の灯あかりだけが頼りの、じっとりと湿しめった暗くら闇やみに、ひたひたと静かな沓くつ音おとと衣きぬ擦ずれの音だけが落ちていた。

　左右から壁かべが押し迫せまってくるような隧すい道どうの圧あつ迫ぱく感かんもあいまって、湧わきあがる恐れに足が竦すくんでしまいそうになる。けれど、前をいく背中が遠ざかるのも怖こわくて、小刻みに震える手を握ると、ただひたすらに歩を進めた。

　──禁域の地下を走るの以外にも、こんな地下道があったんだ。

　等とう間かん隔かくに木が組まれているほかは剝むきだしの岩がん壁ぺきを視界の端はしに留めながら、息苦しさをまぎらわせるように、思考を巡めぐらせる。

　ここへ足を踏ふみいれてからずいぶんとたっている気がしたが、前をいく背が止まる様子はない。途と中ちゆうで、二、三度道がわかれていたが、迷う素そ振ぶりも見せなかった。実際に使ったことがあるかは別にして、道を覚えているのは間違いない。

　──当然か。いざという時の脱出経路だろうって、祥が──。

　拍ひよう子しに思いだしてしまった面おも影かげに、珪華は唇くちびるを戦慄わななかせた。握った拳こぶしに、爪つめが食いこむほど力をこめる。

　──……どうして、わたし、こんなところにいるんだろう。

　灯りに浮うかびあがる背を追いながら、珪華はあれから何度目になるかわからない疑問を浮かべた。

　国のために協力を──そう迫った佑と景舜に頷いてしまった珪華だったが、二人がなにをするつもりなのか、かくと教えられたわけではなかった。

　国のために自分にできることがあるなら、する。結果、祥を裏切ることになっても、胸の痛みに目を瞑つぶるしかなかった。だが──。

「国のためだっていうなら、協力はする。けど、戦いくさを起こすつもりなら……みんなを巻きこむようなことをするつもりなら、手は貸せない」

　これだけは譲ゆずれないと告げた珪華に、佑と景舜の二人は揃そろって首を横に振った。

「そんな無益なことをするつもりはないと、前にも言ったはずだ」

「そんなことしなくたって、もっと手っ取り早い方法があるでしょ」

　自分はそれでも構わないんだけどね、とでも言いたげに笑みを浮かべた景舜は、あっさりと続けた。

「宝ほう剣けんを奪うばえばいいんだよ」と。

　しかして、珪華は佑と二人、この狭せまい隧道をいくことになったのだ。

　いざという時の脱出経路、ということは、逆を言えばこの道を遡さかのぼれば宮城の中に繫つながっているということになる。道と所々にある仕し掛かけさえ把は握あくしていれば、地上より遥かに容易たやすく侵しんに入ゆうできるというわけだ。

「もっとも、存在を知る者は皇族でもごく一部だが」

　今は私だけだろう、という佑の先導の下、珪華は祥がいるはずの居室へとむかっていた。

　胸に迫る圧迫感と、一歩ずつ祥へと近づいていく緊きん張ちよう感かんに、思わず逃とう避ひしかけた頭を緩ゆるく振る。

　さりさりと耳元で玉が乾いた音をたてた。

　──しっかりしなきゃ……わたしが、いくって言ったんだから。

　最初、佑は一人でいくと告げた。それを珪華が「わたしがやる」と自分から名乗りをあげたのだ。

　祥は宝剣を肌はだ身み離はなさず持っている。となれば、当然狙ねらうは夜、しかも寝ねている時だ。

　──そんな無防備なところに佑をいかせたら、もしかしたら……。

　宝剣を奪うより、佑が玉座に戻るのに手っ取り早い方法が、ある。

　浮かんだ考えに、珪華は小さく身み震ぶるいした。

　自分がしていることが祥に対する裏切りであろうと、『それ』だけはさせられない。自分との約束を破った佑だ。「勝負は勝負」と言っていた言葉さえ、今は信じることはできない。

　そう思っているはずなのに、こうして暗闇を歩いていると、目的や自分を見失いそうになる。

「……ううん、今だけじゃない」

　あの晩以降、時々こういうことがあった。なにかを深く考えようとすると──特に祥に関かかわることだと、記き憶おくや感情がひどく曖あい昧まいになる。

　ないわけではない。ただ、一枚膜まくを隔へだてたような感覚で、現実味が薄うすいのだ。それを手た繰ぐりよせることが億おつ劫くうで、考えるのを止めてしまうことすらあった。

　加えて、歩くたび揺れる耳飾りの音が、思案の邪じや魔まをする。

　ただでさえ、考えがまとまらないところにきて、神経を逆なでるように刺し激げきする音に、思わず左耳へと手が伸のびた時、

「どうかしたか」

　計ったようによこされた声に、珪華はびくっと手を止めた。

　灯明に照らしだされた、こちらを見返った佑の横顔に、なんでもない、と首を左右にする。

　佑はしばらくじっとこちらを見ていたが、軽く鼻を鳴らすと前へとむき直った。

　別段悪いこともしていないのに、なぜだかほっとしながら、歩きを再開する。通路に対してやや窮きゆう屈くつそうな背を見るともなしに見ながら、そういえば、と目を細めた。

　──わからないって言えば、佑もわからない。

　佑が再び自分の前に現れたのは、状じよう況きようが変わったからだと言っていた。

　だが、景舜は儀ぎ式しきの失敗の前にすでに声をかけていたという。

　──どうして、佑は景舜の誘さそいにのる気になったの？　儀式が失敗するのが、わかってたから……？

　それよりも違い和わ感かんを覚えるのは、佑の態度だ。

　宝笛を盗ぬすんで珪華を呼びだしたのは、佑だ。実際には景舜が術で内ない侍じ官かだれかを利用したのか、この地下道を佑が使ったのかはわからないが、残された手しゆ蹟せきは彼に間ま違ちがいない。

　けれど、実際に話を進めたのは、ほとんど景舜だった。

　佑が景舜に協力している、というより、利用されているように見える。

　──けど、そんなこと許すような人じゃ、ないはずなのに……。

　傲ごう岸がんにも見えるほど、自分の主義を持っている人だ。利用されるとわかっていて、手を貸すとは思えない。

　彼にしてみれば再び巡ってきた契けい機きに、なぜ、景舜に主動を握にぎらせているのだろうか。

「──ぃ、っ」

　思し惟いに沈しずもうとした意識を、ずきっとこめかみに走った頭痛がひき戻す。あわせて、考えるな、とでも言うように涼すずやかな音が耳にこだました。

「なん、っ!?」

　これはなんなのか、と思うより先に、目の前に迫った背にぎょっとする。慌あわてて立ち止まれば、「ここだ」と吐と息いきで囁ささやいた佑が肩かた越ごしに視線をよこした。

　それに、珪華の表情がさっとこわばった。

　祥のもとに、ついたのだ。

　どくり、と心臓が高い音をたてた。

　息を吞のむ珪華の目前で、佑がおもむろに身を屈かがめた。かち、となにかが鳴った音に、仕掛けを解除しないかぎり開かない仕組みになっているらしいと気づく。

　それを裏づけるように、ごご……っ、と低く重い軋きしみがあがる。直後、ほのかな火明かりに薄く線が浮かびあがった。石戸が開いたのだ。

　──このむこうに、祥が……。

　珪華の喉のどが無意識に上下する。

「このむこうに階段がある。それをのぼった突つきあたりが、皇こう帝ていの室だ」

　あとはおまえでもわかるだろう、との説明に、頷うなずきを返す。皇帝の私室なら、彼の時に何度も出入りした。暗くても造りはわかる。

『いけ』というように佑が片側に身をよせた。

　珪華は薄く開いた石戸を見つめ、今さらに震ふるえる足を叱しつ咤たして、彼の脇わきをすり抜ぬけようとした。

　瞬しゆん間かん、力強い手に腕を摑つかまれる。

「……気が進まぬなら、ここで待てばよい」

　迷いを見み抜ぬいたように落ちてきた囁きに、誤ご魔ま化かしきれず身体からだが揺ゆらいだ。

　それでも細く息を吐はくと、珪華は首を横に振ふった。

「いい……わたしが、いく」

　横目で見やれば、真意を測るように見下ろす瞳ひとみが細められる。だが、それ以上はなにを言うでもなくはずされた手に、安あん堵どする。

　──佑をいかせるわけにはいかない。

　宝剣を奪うより、このまま祥の命を奪った方が早いと、彼が思わない保証はないのだ。

　息をつめ、石戸にかけた手に力をこめれば、どんな仕掛けか、さきほど重い軋みをあげたとは思えぬほどあっさりと開く。ちらりと佑を一いち瞥べつしたあと、珪華は人一人とおるのがやっとの細い石段へと足をかけた。

　佑の持つ灯あかりも四、五段あたりまでを照らすばかりで、先は真っ暗だ。ただ、今は闇やみの恐きよう怖ふよりも、あのむこうに祥がいるのだという緊張感が先に立った。

　息を吞み、壁かべに手をつきながら慎しん重ちようにのぼり進める。下へ手たに物音をたてれば気づかれてしまう可能性がある。

　どこまでいったら終わりになるのか見えない分、感覚を研とぎすませていると、前を探さぐっていた手が固い感かん触しよくに触ふれた。突きあたりだ。

　そのまま、淵ふちをたどるように指をはわせ、佑に教えられた仕掛けを手繰った。

　触れた違和感に、あった、と声なく呟つぶやいて、指をかけ──その手が止まる。

　──……もし、ここに祥がいなかったら？

　思い悩なやむほどのことでもない。

　彼がいなければ宝剣も当然ないのだから、余計なことはせずひき返せばすむ話だ。

　しかし、珪華の脳のう裏りに浮うかぶのは、数日前に見た、きらびやかな令れい嬢じようたちの姿だった。

　彼女たちは、祥のための花だ。彼が後宮に渡わたっていたとしても、なんの不思議もない。

　そう思うだけで、胸の奥がきりきりと痛んだ。

　今から裏切ろうとしているのは、自分の方だというのに──。

　知らず俯うつむいていた珪華は、額に冷たい壁の感触があたるのに、はっと我に返った。耳元で、民たみのためだと囁くように玉がさざめく。

「……これで、風が甦よみがえるなら」

　口の中で言い聞かせるように繰くり返して、珪華は震える指先で仕掛けをはずした。迷いを振り切るように壁を押せば、音もなく回転する。

　薄く開けて様子をうかがうが、灯りはなく、起きている様子はない。

「…………」

　珪華は意を決すると、ぐっと手に力をこめた。壁が動くのにあわせ、するりと身体を滑すべりこませる。

　──ここは……。

　息を潜ひそめて暗い室内をうかがい、軽く驚おどろく。皇帝の室と言われてはいたが、まさか房しん室しつに直接でるとは思わなかったのだ。

　気づいたそれに、珪華の身体がにわかにこわばった。

　もうすぐそこに、祥がいるかもしれないのだ。いや、いる。

　でなければ、暖をとるための炭に火がはいっているわけがない。

　これ以上ないくらいに騒さわぐ心臓を抱かかえながら、珪華は臥しん牀だいの方へと気配を殺して近づいていった。わずかな音も鳴らないよう、耳みみ飾かざりを掌てのひらに握りこむ。

　臥牀の脇で燃える炭のかすかな明かりに、おりた絹の帳とばりがほのかに赤く染まっていた。中をうかがうことはできなかったが、水を打ったような静けさの中、寝ね息いきだけが規則正しく聞こえてくる。

「……ょう」

　それだけで、そこに祥がいるのだと思うだけで、胸に熱いものがこみあげてくる。一方で、揺れる想おもいを咎とがめるようにズキンズキンとこめかみが脈打つ。

　──そうだ……こんなこと、思ってる場合じゃない。あれを……宝ほう剣けんを、探さないと。

　痛みを耐たえるようにぎゅっと瞼まぶたを閉じたあと、珪華はのろのろと周囲に視線を巡めぐらせた。

　臥牀の脇にそれらしい姿はない。目の届かない暗がりにあるのかと頭をよぎったが、すぐにあり得ないと否定した。

　根っからの武人である祥が、刀や剣を手の届かない位置に置いて眠ねむるとは思えない。たとえ、ここが信に足る者たちに護まもられた場所であっても、習い性しようは簡単に抜けるものではない。

　だったら、と珪華の視線が帳へと戻る。

　呼吸を殺し、そっと帳へと手を伸のばす。だが、指先が柔やわらかな感触に触れた途と端たん、反射的に腕をひいてしまう。

　珪華と祥との間にある一枚の薄うすい布が、重たく二人を隔へだてていた。

　それでも、このままでは埒らちがあかないと、湧わきあがるものを押し殺し、再度帳に手をかける。

　そろり、と音もなく帳を払はらった直後だった。

「──何者だ？」

　低い誰すい何かがかかったと同時に、強く手首を摑まれる。

「ッ!?──きゃ…っ」

　即そく座ざに身体をひき倒たおされ、臥牀の上へと転がされた。

　背に柔らかな感触を感じる暇ひまもなく、馬乗りになった人ひと影かげに肩かたを押さえつけられ、珪華は覚えず苦鳴を漏もらした。

「女？」という呟きとともに、人影がぐっと顔を近づけてきた。頼たよりない火ほ影かげに、互たがいの顔がほのかに浮かびあがる。

　珪華はとっさに顔をそむけたが、暗くら闇やみに慣れた目にはそれだけで十分だった。

「珪華……!?」

　見開かれたまなざしに自分が映るのに、珪華は諦あきらめたように息をつくと、ゆっくりと顔を祥へと戻した。
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　祥の意識がふっと眠りから浮ふ上じようする。

「……？」

　どこからか、岩と岩が擦こすれあうような低い唸うなりが聞こえた気がした。

　だが、息を殺して耳をすませてみても、特に変わった様子は感じられない。そもそも、眠りの中で聞いたような音をたてるものに、心あたりがなかった。

　──……気のせいか？

　常に戦いの場に身を置いてきたせいで、普ふ段だんから眠りはさほど深くない。加えて、ここ三日ほどは神経が尖とがっていて、必要以上に過か敏びんになっている自覚があった。

　それもこれも、と疲つかれたように右みぎ腕うでで目元を覆おおいながら、脳裏にどこかまだ幼さを残した面おも影かげを思い描えがいた。

「──どこにいる？」

　浮かぶのは、なにかをこらえるようにこわばった表情ばかりだ。年が明けてから……いや、出会ったころから、笑え顔がおを見ることはまれだった。憤いきどおりに染まった顔や硬かたい顔つきの方が、はるかに容易たやすく思いだせる。

　そんな己おのれに、祥の腕に知らず知らず力がこもった。

　思いつめているのは、知っていた。けれど、こちらが『気にするな』と言えば言うほど、ますます自分を追いつめそうで、やりすぎない程度に好きにさせるほかはなかった。

　確証のない状じよう況きようでなにを言っても聞こえないとわかっていたから、伝説や宝ほう珠じゆに関する調べを急がせていたのだ。

「くそ…っ」

　よりにもよってどうしてあの間まで連中は後宮に手て駒ごまを送りこんできたのだと、なによりあんな勝手を許した自身の力の足りなさに歯は嚙がみする。

　休むどころか、いったん考えだしてしまえば目は冴さえるばかりだ。

　持て余したいらだちを深い吐と息いきに変えて、無理にでも休眠をとっておかなくては、と身体の力を抜いた時だった。

　ふと、室の空気が動いた。

　──風？　いや……。

　鋭するどくなった感覚に、動くものの気配がひっかかる。

　何者かが侵しん入にゆうしてきたのだ。

　──近衛はどうした。いや、そもそもどこからきた。

　祥は意図して静かな呼吸を繰り返しながら、周囲へ意識を巡らせた。

　この房室にはいるには、前室をとおらなければ外からははいってこられない仕組みにもかかわらず、隣りん室しつとを隔てる扉とびらが開いた様子はない。

　しかし、侵入者は気配を殺し、確実にこちらに近づいてきている。

　──隠かくし扉か。

　扉以外の進入路と言って思いあたるのは、一つしかない。おそらく、いつかおりた地下道に繫つながるからくりがどこかにあるのだ。

　そして、それを知っているだろう人物に一人だけ心あたりがあった。

　──兄上か……。

　目的は自分の命か、宝剣か。

　横目でうかがえば、まっすぐにこちらにむかってきた気配が、臥牀の脇わきで立ち止まったのがわかった。薄い帳越ごしに、炭の燃える明かりに足元の輪りん郭かくがぼんやりと浮かびあがる。

「……ぅ」

　こちらが完全に眠っていると思っているのだろうか。溜ため息いきのような、かすかな呟きが耳をかすめる。

　兄もしくは彼の手の者にしては迂う闊かつな行動を怪け訝げんに思いながらも、あくまで寝たふりを続けながら、きたるべき時に備えて密かに身構えた。

　やがて、ささやかな衣きぬ擦ずれとともに、帳が持ちあげられる。

　祥はその時を逃のがさず、すばやく跳はね起きた。

　誰何とともに帳にかかった手首を摑つかむと、臥牀へとひきずりこみ、身体からだの位置をいれ替かえる。逃がさないよう倒れこんだ人影にのりあげ、肩を押さえつけた。

　そこまでしてようよう、侵入者に違い和わ感かんを覚えた。

　漏れ聞こえた高い声に、男にしては細い手首、軽すぎる体重に華きや奢しやな身体つきは、男のものではあり得ない。おまけに、香こうだろうか。甘い香かおりが淡あわく鼻先をくすぐる。

「女……？」

　脳のう裏りに数日前、政務室にのりこんできた貴族たちの顔がよぎる。

　──こちら側に与くみすると見せかけて、後宮に凶きよう手しゆでも送りこんだか？

　正体をたしかめようと、ぐっと顔をのぞきこむ。ほのかに炭火の映る面が、逃げるように背そむけられる。

　だが、驚きよう愕がくするにはその一いつ瞬しゆんでこと足りた。

「珪華……!?」

　さきほどまで思いを馳はせていた彼女の姿に、祥は息を吞のんだ。

　見つけた喜びよりも、どうしてここに、という驚きが胸を突つく。

　一方の珪華は、観念したように息をつくと、ゆっくりと顔を正面へと戻した。

「……起きてたんだ」

「どうして、ここに……いや、それより、今までどこにいた!?」

　束つかの間の動どう揺ようが去ったあと、交わった視線に湧きあがったのは、怒いかりとも痛みともつかない感情だった。

　あの日──宝笛とともに珪華が消えた日、彼女になにがあったのか知る者はだれ一人としていなかった。

　雷牙や瞭によれば、後宮に貴族の娘むすめたちがはいったことに驚おどろきはしていたものの、それほど衝しよう撃げきを受けた様子はなかったという。たまたま自分たちが居合わせたことで、祥の差配によるものではないとわかったからだろう、とは瞭の言だ。

　彼女たちに尻尾しつぽを巻いて逃げだすような少女ではない、というのが二人の共通した意見だった。まして、あてつけで宝笛を持ち去るとは到とう底てい考えづらい。

　他方、内ない廷ていにつめていた近衛たちや控ひかえていた官かん吏りからは、貴族たちが声こわ高だかに彼女を罵ののしる言葉を漏れ聞き、室を飛びだしていったと聞く。

　各門を護る衛え士じたちの話を総合すると、珪華が城をでていったのは、その直後のことだ。

　だれに連れ去られたわけでもない。珪華は自分自身の足で、自分たちのもとから去っていったのだ。

「あの日、一体なにがあった？」

　後宮に戻ってから、内廷に足を運ぶまでに──後宮内でなにがあったのか。その短い間に、珪華の意識を変えるだけの『なにか』があったはずなのだ。

　問いつめる祥に、けれど珪華は唇くちびるをひき結んだまま、答えようとはしなかった。

「──宝笛は」

　どうしたんだ、と続けようとした矢先、びくっと押さえつけた手の下で肩が揺ゆらぐ。頑かたくなだった表情に、怯おびえにも似た色がよぎった。

　ここへきてはじめて浮うかんだ変化に、祥は見下ろす瞳ひとみを細めた。

　あの日、珪華がいなくなった室はひどく荒あれていた。自分も急ぎ足を運んだが、ものというものが散らばった状態で、賊ぞくでも押しいったかのようだった。

　だが、信のおける花官の話では、珪華が室にはいったあとに物音が聞こえてきたというから、漁あさったのは彼女自身だろう。

　とはいえ、それが宝笛を持ちだすためだったとは思えない。櫃ひつの仕し掛かけは彼女も知っている。室を荒らし回る必要などどこにもない。

　珪華が自分の室を訪ねてきた時、ひどく顔色が悪かったという話を考えあわせれば……

「……盗ぬすまれた、か」

「!?　どうしてッ──」

　祥の呟つぶやきに、瞠どう目もくした珪華が、はっとしたように口を閉とざした。

　悔くいたように唇を嚙かむ姿に、なるほど、と得心する。

　あの日あったことは、概おおむね推測したとおりで間ま違ちがいないだろう。しかし、わからないのは、今までなにをしていたのか、どうしてこんな忍しのびこむような形でここに現れたのか、だ。

「珪華」

　祥は肩を押さえていた手を片方はずすと、珪華の顔へと伸のばした。逃げるように身み動じろいだのを無視して、捕とらえるように掌てのひらで頰ほおを包みこむ。

「なにが、あった？」

　どうして言ってくれないのか。それほど自分は頼たよりにならないのか。

　うっかりすると口にしてしまいそうな責め言葉を喉のどの奥へ押しやり、真下にある双そう眸ぼうをのぞきこむ。

　けれど、珪華はこれ以上は口を滑すべらせまいとするかのように唇をひき結んだまま、強く見返してくるだけだ。それは虚きよ勢せいというより、なにかを耐たえているかのようだ。

　なにがここまで彼女を頑なにさせるのか、といらだちが胸をなでる。

　その時、ちかりと目の端はしで瞬またたいたものに、祥はすっと視線を横へ流した。

　わずかな火明かりに赤く仄ほの暗ぐらい光を返す玉へと、頰をなでるようにして指を滑らせる。

「や…っ」

　その感かん触しよくにか、目的に気づいてか、首を振ふろうとした珪華より一瞬早く、祥の指が左耳につけられたままの飾かざりを捉とらえた。

　さらり、と冷たい音が静せい寂じやくに落ちる。

「──兄上か」

「……ッ」

　小さく揺らいだ身体が、言葉より雄ゆう弁べんに答えを語った。

　兄しか知らないだろう隠し扉から現れたのだ。関かかわりがあるのは間違いない。むしろ、もっと早く気づくべきだった。

　──どこまで、邪じや魔まをする気だ。

　祥の胸の奥底に、暗い炎ほのおが灯ともる。

　思い返せば、儀ぎ式しきの前の晩も、こんな風だった。

　問いつめようと、甘く囁ささやこうと、拒きよ絶ぜつを貫つらぬく珪華のうしろには、佑の影かげがあった。その影に彼女は今も囚とらわれ……自分から離はなれていこうとしている。

　脳裏に閃ひらめいた佑の笑えみに、祥もまた、気がつけば薄うすく唇に弧こを描えがいていた。

「そう、だな……」

「……しょ、う？」

　まとう空気の変化を感じとったのか、珪華が小さく眉み間けんに皺しわを刻んだ。

　祥はそれに笑みを深めることで応こたえた。

「せっかく、そっちから夜よ這ばいにきてくれたんだ」

「夜ば──っ!?」

　ぎょっと見開かれた瞳をのぞきこみながら、ゆっくり顔をさげると、持ちあげた飾りに口づける。

「なら、応えないわけにはいかないな」

「待って、しょ──んっ」

　さきほどまでの頑なさもどこかへ、焦あせった声をあげた唇を、文字通り有う無むを言わさず塞ふさぎにかかる。開きかけていたのをいいことに、舌を滑りこませ、深くからめとる。

　珪華はなんとか逃れようとするように身をよじるが、上からのしかかられている状じよう況きようでは虚むなしい抵てい抗こうにすぎない。

「……ふ、ぁ…っ」

　苦しげに零こぼれる吐と息いきも、今は祥の胸を灼やく炎を煽あおることにしかならなかった。

　今ここで彼女を逃がせば、もう手にはいらないかもしれない──。

　そう思った瞬しゆん間かん、箍たががはずれた。

　だれかのものになるくらいなら……という湧わきあがる衝しよう動どうを抑おさえつけるだけの理性は、ここひと月でとうにすり切れていた。

　吐息一つ漏もらすまいとするように、柔やわらかな唇を食くらい、急ぎたがる右手を、輪りん郭かくにそうように頰から首へと滑らせていく。

「ッ──や……」
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　襟えり元もとをなぞった指先に、掌の下の肌はだが大きく戦慄いた。

　くぐもった悲鳴を聞きながら、祥はおもむろにあわせへ指を潜もぐりこませると、見えない痣あざをたしかめるように肌をたどった。

「……なにを隠かくしてる？」

　名残なごり惜おしく唇を離しながら、最後に一欠片かけら残った理性が問う。

　けれど、無意識なのか、否定なのか、返ったのは緩かん慢まんに頭かぶりを振る仕草だった。

「──しょ……も、こんな、こと…っ」

　整わない荒あらい息の下、珪華が必死に押し留めようと言葉を紡つむぐ。

「珪華……」

　祥はわずかな明かりにきらめく潤うるんだ瞳に、唇を落とした。震ふるえる左右の瞼まぶたに、詫わびるように、なだめるように口づけを繰くり返す。

　わかっている。これ以上続ければ、互たがいを傷つける結果にしかならない。踏ふみ止まるなら、今しかない。

　だが、結果、この手からすり抜ぬけていくかと思うと、放すことができないのだ。自分の中の獣けものが、牙きばをたてろと暴れ回る。

　この柔らかな温ぬくもりを知らないころなら、放してやれただろうが……もう、遅おそい。

「祥……！」

　絞しぼりだされた涙なみだ声ごえに、疼うずく炎がゆらりと蠢うごめいた時だった。

「！　だれだッ」

　視界の端によぎった影に、祥は反射的に身を起こした。同時に、枕まくら元もとに宝ほう剣けんとともに並ぶ愛刀へと手を伸ばす。

「──珪華」

　自分とは別の声が、暗くら闇やみから珪華を呼ばわる。

「兄上…ッ」「佑!?」と二つの声が重なるのに、今度は別のざわめきが隣りん室しつの方からあがった。

「近衛がくる。──こい」

　低い命に、珪華が息を吞のむのがわかった。

　はっきりと突つきつけられた二人の繫つながりに、走った動どう揺ようが、命とりだった。

　祥がはっと伸ばした手を避さけ、珪華が臥しん牀だいから落ちるように転がりおりる。すばやく立ちあがると、一いつ瞬しゆんだけこちらを見、大きくなる騒さわぎから逃げるように人ひと影かげの方へと駆かけだした。

「珪ッ──」

　叫さけびかけ、はたと口を閉ざす。今、名を呼べば外の近衛たちの耳に届いてしまう。

　生まれたわずかな迷いの隙すきに、二つの影は壁かべに吸いこまれるように姿を消した。

「天狼ッ、はいるぞ！」

　ほぼ同時に、雷牙の声とともに無ぶ遠えん慮りよに房室の扉とびらが開け放たれる。さっとさしこんだ手燭の灯りに浮かびあがった室内には、しかし不ふ審しんな影はもうどこにも見あたらなかった。

「──なにがあった？」

　こちらの無事な様子にも、雷牙は険しい面おも持もちを崩くずさない。

　鋭するどくあたりを探さぐる片かた腕うでの目から見えない位置で、祥は虚しく空を切った手を軋きしむほどに握にぎりこんだ。

「賊ぞくだ」

　短い一言に、雷牙に続いた近衛たちが一層気色ばむ。

「そっちの壁かべのどこかに隠し扉がある」

　告げた直後、詳くわしい指示を待つことなく、男たちがさっと壁かべ際ぎわへと散開した。

　それを横目に見ながら、祥は摑つかんでいた刀を宝剣へと持ち替かえ、臥牀をおりた。

「……天狼」

『隠し扉』の一言に反応した雷牙が、剣けん吞のんな視線をむけてくるのに、浅く頷うなずく。

「ああ……兄上だ」

　ただ、もう一人のことは口にはせず、二人の消えた壁を強く睨にらみ据すえる。

　──珪華…ッ

　なぜだ、と何度問うても返らなかった思いに、祥はぎりっと奥歯を嚙かみ締しめた。







[image: 第四章　風雲]







　口に持っていきかけた笛を、珪華は重く息をついて掌てのひらに握りこんだ。そのまま、疲つかれたように傍そばにあった木に背を預ける。

『珪ッ──』

　昨夜聞いた、別れ際ぎわの祥の声が耳の奥でこだまする。

　佑の存在を認めた時に彼によぎった、怒いかりとも、信じがたいともつかない表情が、脳のう裏りについて離れなかった。

　そうして、消えないそれらが、珪華に『裏切り』を強く意識させた。

「心配、してくれてた」

　手にした笛とは別に、胸むな元もとにさしこまれた、今は肌はだ身み離はなさず持ち歩いている宝笛を包む錦にしきの布へと目を落とす。

　状況的に、宝笛を持って消えたように見える自分を、祥は責めるよりも案じてくれていた。

　そのことに嬉うれしさを感じるより、きりきりと締めつけられるように胸が痛んだ。彼のもとへ忍しのんだ目的を思えば、そう思ってもらえる資格などないと、罪悪感しか疼かない。

　けれど、きっともう、そんなことを感じる必要もなくなるだろう。

「……今度こそ、失望されてるだろうし」

　儀ぎ式しきの失敗にひき続きの裏切りだ。

　想おもいを傾かたむけていた分だけ反動が大きいのは、身をもって知っていた。

　自じ嘲ちようするように薄うすく笑った珪華の顔が、次の時、くしゃりと歪ゆがんだ。

「──老師…っ」

　形見の笛を抱きこむようにして、その場にずるずるとしゃがみこむ。

「わたし、正しかったの……？」

　玄陽の遺志だと、国のためだと口を揃そろえられ、あの時は彼らにつくことが正しいことなのだと思っていた。

　しかし──本当にそうだったのだろうか？

　なにがあった、と繰り返し問うのと同じ声で、言われたことがあったはずだ。自分たちの知らないなにかが、まだあるのだと。

　それを探すために、力をつくしてくれていたことを、自分は知っていたはずだ。

　にもかかわらず、彼が違ちがうのだと言われて、なぜ、自分は頷いてしまったのだろう。

「ねえ、老師……なにが、本当なの？」

　考えれば考えるほど、わからなくなっていく。

　なにか忘れているようなことがある気がするのに、なんだったのか思いだせない。

　胸だけでなく、ずきずきと頭まで痛みだしたような気がして、珪華は笛を握ったままの拳こぶしを額へと押しあてた。

　考えることを止めれば楽になることはわかっていたが、ここで止めたら、もう後あと戻もどりはできない気がした。

　宝剣がまだ祥の手元にある今ならまにあう。否いな、今しか、ないのだ。

　しかし、身み動じろぐたび、思考を邪じや魔まするようにしゃらしゃらと耳をなぶる音がひどく耳みみ障ざわりで、珪華は反対の手で飾かざりを強く握りこんだ。

　と、その感かん触しよくに、はたと思う。

「……なんで、わたし、まだこれつけてるんだろう？」

　この耳みみ飾かざりはいわば、佑と交かわした約の証あかしだ。その約自体を彼の方が先に反ほ故ごにした以上、律りち儀ぎにつけていなければならない謂いわれはない。

　ただ──なにか、はずしてはいけない気がするというだけで。

「どうして、そんな──」

　不可解な心に眉まゆを顰ひそめかけた珪華は、耳が拾った物音に反射的に呟つぶやきを吞みこんだ。

　──だれか、くる？

　砂さ礫れきを踏む音が、徐じよ々じよにこちらに近づいてくる。

　反体制の拠きよ点てんというだけあって、この邸やしきの敷しき地ち内は昼夜を問わず見張りの男たちの目が光っている。与あたえられた室にはさすがにいないが、代わりのように使用人が控ひかえていた。

　一人になりたくて室を抜ぬけだし、人目を避けるようにここへきたのだ。さらに、ここのところ散さん漫まんになりがちな思考を必死に手た繰ぐりよせている今、余計な邪魔がはいるのは避けたい。

　幸い、ここは灌かん木ぼくの陰かげになる。このままやりすごそう、と珪華は座りこんだ体勢のまま、身を縮こまらせ、息を殺した。

　その間にも近づいてくる足音は、どうやら一人ではないらしいと気づく。

「──からどうするつもりだ」

「そんなの、あなたなら聞かなくてもわかってるんでしょう？」

　ついで聞こえてきた話し声に、珪華は身を硬くした。

　──この声……佑と景舜？

　やりとりからするに、どうやら昨夜の失敗を受けて今後のことを話しあっているらしい。

　そうと気づくとともに、思わず聞き耳をたてていた。

「あの子がうるさいだろうから、やりませんでしたけど……自分で失敗したんだから、しょうがないですよね」

　せっかく機会をあげたのに、と呆あきれたような、嘲ちよう笑しよう混じりの景舜の声こわ音ねに、ぞくりと怖おぞ気けが背中をはう。

　再会してからこちら、意識にのぼっていなかった『憎にくまれている』という事実を、改めて突きつけられた気がした。

　──なんで、忘れてなんていられたの？　こっちを見る目に、親しみの色なんて全然なかったの、に……？

　ぎゅっと閉じた瞼まぶたの裏に浮うかんだ面おも影かげに、だが珪華は違い和わ感かんを覚えた。

　自分が知っている彼より、ずっと若いのだ。幼いと言ってもいい。そんな景舜を知っているはずがないのに、見覚えがある。

　どういうことかと戸と惑まどった珪華だったが、次の瞬しゆん間かん、すべてが霧む散さんした。

「宝ほう剣けんを盗ぬすむだなんてまどろっこしいことをしないで、ヤればいいだけですよ」

　さきほどより近づいた分、はっきりと耳に届いたそれに、耳を疑う。

「凶きよう手しゆでもさしむけるか」

　けれど、すぐに続いた佑のあいづちともとれる言葉に、聞き間ま違ちがいなどではないことを知る。

　身体からだの芯しんが、すっと冷たくなる。湧わきあがる震ふるえを押さえつけるように、きつく身体を抱きこんだ。

　──祥……ッ！

　珪華は漏もれそうになる悲鳴をこらえるように、奥歯を嚙み締めた。

　一番恐おそれていたことが、現実になろうとしていた。

「凶手もいいですけど、これを使えば近衛の一人や二人操あやつるのは簡単ですよ」

　その方がおもしろいでしょう？　と聞こえる含ふくみ笑いに、景舜の手に光る針が見える気がした。

　あの術を使われたら、祥は信しん頼らいする者たちに背後を襲おそわれることになるかもしれないと思うと、居ても立ってもいられなくなる。とはいえ、今自分がここにいることを知られるわけにはいかない。

　珪華は衝しよう動どうをこらえるように、これ以上隠かくしようのない身体を強く幹へと押しつけた。

「えげつないとは、おまえのような者のことを言うのだ」

「あなたに言われたくありませんよ」

　こちらに気づく様子もなく遠ざかっていく声を、早くいなくなって、と祈いのるように聞く。

　やがて、気配が遠のき、声が聞こえなくなったころ、珪華は無意識のうちに口元に押しあてていた手をぎこちなく離はなした。息苦しさに荒あらくなりそうな呼吸を、深くゆっくりと繰くり返す。

「──かなきゃ……」

　珪華は力みすぎて軋きしみをあげそうな首を、のろのろと北へ──皇こう宮ぐうの方角へと巡めぐらせた。

　なにが正しいのかは、今もわからない。

　けれど、このまま目と耳を塞ふさいで、ここでうずくまっているわけにはいかなかった。

　天に認められていないのが、祥だろうと自分だろうと、一つだけはっきりしていることがある。

　自分は、祥を失うことなどできない、ということだ。

　彼が『救い手』でない『珪華』を望んでくれたように、自分にとっても『皇こう帝てい』でも『天狼』でもない『祥』こそがかけがえのない存在なのだ。

　今になって、そう強く胸に押しよせてくる。

「……いって、報しらせないと」

　きっと、もう、愛あい想そをつかされているだろう。なにを言っても、もう、信じてもらえないかもしれない。

　しかしこのままでは、あの日危き懼ぐしたように、祥が、いつ、だれから狙ねらわれるかわからない。言うだけ言えば、戯ざれ言ごとだと思われようと、頭の片かた隅すみにでもそういう危険があることが残るだろう。

　だとしたら、なにを躊躇ためらう必要もなかった。

　珪華は心を決めると、いうことを聞かない手足を動かし、木を支えにして立ちあがる。そうしながら、北へむけていた視線を、傾きはじめた太陽へと転じた。

　本音を言えば今すぐむかいたいが、明るいうちは人目につきすぎる。

　こうしている間にも景舜たちは行動に移しているかもしれない──そう、灼やけつくような焦あせりを覚えながら、珪華は力のはいらない足を踏ふみしめた。

「景舜たちに不ふ審しんがられたら、かえって身動きがとれなくなる」

　ことを逸はやってはだめだと、日が落ちるまでは昨日までどおりにしていなければと、自分に言い聞かせる。

　それでも、早く沈しずめばいい、と恨うらめしく太陽を見つめてしまうのは、どうしようもなかった。
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「今日はもう休むので……」

　浮かない顔つきで使用人の女性に告げ、早々に室から追いだす。どこまで事情を知っているのか、女性は特になにかを感じた様子もなく頷うなずくと、「おやすみなさいませ」と珪華の前をあとにした。

　灯とう明みようを消し、しばらく臥牀の上でじっとしていた珪華は、人の気配がないことをたしかめると、すばやく寝しん衣いを着き替がえた。

　二本の笛をあわせに押しこむと、窓の方へと歩みよる。室の扉とびらはさすがに見張られている可能性が高い。

「……よし」

　薄うすく開けた窓から外をうかがい、人ひと影かげがないことをたしかめると、両開きの窓を静かに開け放った。枠わくに足をかけ、身軽に地面へと飛びおりる。

　見張りに不審に思われないよう、外からぴたりと窓を閉め直し、さあ、と足を踏みだしかけた時だった。

　背後が突とつ然ぜん明るくなった。

「そんなところ抜けだしてから、どこいくつもり？」

　と同時に、場にそぐわない穏おだやかな声がかかる。

　はっとして振ふり返った先に、炬きよ火かを従えた人影があった。炎ほのおに赤く照らされた面に、足がうしろへとさがる。

「景舜……」

「女をさがらせたっていうから、ひょっとして、と思ってきてみたんだけど」

　わかりやすくて助かるよ、と笑う顔に、珪華は甘かったかと臍ほぞを嚙かんだ。

　瞬しゆん時じ、なんのことかとしらを切ろうかとよぎるが、着替えている上に人目を避さけるように抜けだした時点で、こちらの思おも惑わくなどとうにばれているだろう。

　案の定、

「──父を裏切るの？」

　低い問いかけとともに、景舜が双そう眸ぼうを細めた。

　持ちだされた名に、珪華の肩かたが小さく揺ゆらいだ。

　しゃらり、と耳元で意識をからめとるような音がする。

「ねえ、管珪華」

　こちらの動どう揺ようを見み逃のがすはずもなく、景舜がさらにたたみかけてくる。

　祥を選ぶことは、玄陽の十五年を……ひいては自分の犠ぎ牲せいをむだにすることだと、名を呼ぶ声が訴うつたえかけてくる。

　だが、珪華は気づいてしまった。

　これは、脅おどしなのだ。

　前は摑つかめなかった違和感の正体が、快く思われていないことを思いだした今ならわかる。

　殷陽城では玄陽のことを『あの男』としか呼ぼうとしなかった景舜が、強調するように『父』と言う──罪悪感に訴えかけるその響ひびきこそが、脅し以外のなにものでもなかった。

「珪華。父を、」

「止めてッ！」

　優やさしげにも聞こえる声こわ音ねから逃のがれるように、珪華は激しく首を振った。

　つられて鳴る冷たい音が、ざらりと感情を逆さか撫なでる。それが不快で、耳みみ飾かざりを強く握にぎりこんだ。

「──まだ、そうと決まったわけじゃない」

「……なんだって？」

　珪華は怪け訝げんそうな景舜を鋭するどく見返した。

「まだ、祥が違うって決まったわけじゃないわ！」

　口を突ついた自分の言葉が、なにが正しくて正しくないのかわからなくなっていた胸に、すとんと落ちてくる。

　──そうだ……わからなくても、いいんだ。

　自分が『救い手』なのか、違うのか。祥が天に認められた存在なのか、そうではないのか。

　わからないのは、不思議なことではない。

　今までも、なにもわからない状態から手て探さぐりでここまできたのだ。一つつまずいたからといって、すべてを否定するにはまだ早すぎる。

　──祥だって、探そうって言ってくれたのに。

　結果を急ぐあまり、道は一つしかないのだと思いこんでしまった。挙句、こんなところに迷いこんでしまったのだ。

「今回がたまたまうまくいかなかっただけで、わたしたちが知らないなにかが、まだあるかもしれない」

　戻らなくては、と『報せなくては』という思い以上に思う。

　老師を信じるというのなら、自分の感覚を信じればいい。祥以外にはいない、と湧わきあがるように感じた、あの想おもいを。

「……わたしは、祥だって思ったの。なら、手段がなくなるまで、あの人と一いつ緒しよにあがいてみせる！」

　自らを奮いたたせるように声を張りあげると、珪華は握っていた飾りを左耳からひき抜ぬいた。

　もう迷わない、という思いを表わすように強く投げ捨てようとした矢先、

「針の時といい……ほんと、うまくいかない子だな」

　吐はき捨てるように紡つむがれた言葉に、珪華は動きを止めた。

　──『針の時といい』……？　どういうこと？

　針、と言えば身体からだの自由を奪うばわれた時のことが頭に浮うかぶ。その時と比ひ較かくするような物言いがひっかかった。それではまるで……。

「まさか……わたしになにかしてたの!?」

「あれ、耳飾りをはずしたから気づいたかと思ったのに。無意識ってわけ？　それこそやっかいだな」

「耳飾りって……じゃあ、この音が気持ち悪かったのは……」

　そういえば、と景舜と再会した時のことを思いだす。あの時、彼が話すのにあわせて耳鳴りのように鳴っていた、この飾りとよく似た音があった。

「そう、もう片方の飾りを使って暗示をかけてたのさ。幻げん惑わくの効果がある香こうまで焚たいたんだけど……甲か斐いなし、か」

　薬に耐たい性せいがあるっていうのは本当みたいだね、という呟つぶやきに、まとわりつくように香っていた甘い匂においまでもが甦よみがえる。

　──そんなことにも、気づかなかったなんて。

　どれだけ余よ裕ゆうを失っていたのかと愕がく然ぜんとする。結果、本当に祥を裏切ることになっていたらと思うと、血の気がひく思いがした。

　いや、もう遅おそいかもしれない──そう思いたがる心を叱しつ咤たして、珪華はゆっくりと足をひいた。彼に近づくのは危険だという危機感と、祥のもとにいかなくてはという焦しよう燥そう感かんに押されるように、じりじりと距きよ離りをとる。

　警けい戒かいもあらわな珪華の様子に、今まで不ふ愉ゆ快かいそうな様を隠かくさなかった景舜が、一転柔やわらかに微笑ほほえんだ。

「──でも、まあ、いいや」

　老師によく似たそれに目を奪われたのも一いつ瞬しゆん、景舜の面からごっそりと感情の色が抜け落ちた。

「皇帝の代わりに、きみが死んでよ」

　昏くらく冷ややかな宣言に、ひゅっと喉のどが鳴った。全身が一気に総毛立つ。

　──この人……本気だ。

　祥と出会った時の脅しとは違う、はじめてむけられた本物の殺意にあてられ、凍こおりついたように動けなくなる。

　魅み入いられたように凝ぎよう然ぜんと景舜の顔を見つめていた珪華は、ちらっと視界に映ったきらめきにゆるゆると視線をずらした。

「──ッ！」

　途と端たん、息を吞のんだ。

　いつのまにとりだしたのか、景舜の手に握られた短刀が、炎を映して赤く輝かがやいていた。

　ゆらり、と景舜の身体が揺れる。

　くる！　と本能的に悟さとった瞬しゆん間かん、珪華は手の中の耳飾りを景舜にむかって思いきり投げつけていた。軌き跡せきを目で追うこともせず、即そく座ざに背を返す。

　素す手ででむきあえる相手ではないと判断できるだけの心得はあった。

　背中で舌打ちを聞きながら、珪華は、どうしよう、と目まぐるしく考えを巡めぐらせた。

　反射的に逃げだしたが、ここはいわば、敵地の真まっ直ただ中なかだ。景舜から逃れられても、別の人間に捕つかまっては同じことだ。

「逃げてもむだだよ」

　景舜にもそれがわかっているのだろう。追ってくる声に焦あせりの色はない。

「だからって、はいそうですか、なんて諦あきらめるわけないでしょ！」

　景舜にというより、自らを鼓こ舞ぶするように口にして、あたりに視線を走らせた。

　──でも、このまま追っかけられてたんじゃ、どのみち捕まる…っ

　それに、とさきほどはなかった人物の影かげが頭をよぎる。

「佑はどこ、に──ッ！」

　その名を口にするのを待っていたかのように、建物の角から飛びだしたところでいきなり腕を摑まれた。勢い任せに振り払はらうどころか、それ以上の力でひっぱりこまれ、大きく体勢を崩くずす。

　しまった！　と思った時には、珪華はうしろへと倒たおれこんでいた。

　衝しよう撃げきを覚かく悟ごして硬かたくした背中をしたたかに打ちつける。だが、痛みというほどのものは感じない。

　あきらかに壁かべや地面とは違った感かん触しよくに、知らず閉じていた瞼まぶたを開いた珪華は、間近に浮かびあがった炎に照らされた横顔にさらに目を見開いた。

「ゆ、う……！」

　どこに、と思っていた佑に背を預けている状じよう況きように、ざっと血の気がひく。

　珪華はとっさに身をよじって離はなれようとしたが、逆に目の前の壁へと投げだされるように押しつけられた。

「つ…っ」

　そこへ慌あわただしい足音とともにさしこんだ火明かりに、表情がこわばる。

　──追いつかれた！

　それを肯こう定ていするように「もう、終わり？」と、呆あつ気けないと言わんばかりの景舜の声が降ってくる。

　珪華自身、こんなところで諦める気はなかったが、囲まれている状態では身動きがとれない。なんとか隙すきを見つけて逃げださなくては……と周囲をうかがおうとした視界が、ふっと陰かげった。とともに、壁に押しつけられていた肩が急に軽くなる。

　驚おどろいて顔をあげると、こちらを景舜の目から遮さえぎる形で、大きな影が立ちはだかっていた。

「え……」

「どういうつもりです？」

　なにが起こっているのかと混乱する珪華の耳に届いた、棘とげを含ふくんだ景舜の言葉が、これが彼にとっても想定外のことだと告げていた。

「あなたまで、裏切るつもりですか？」

「裏切る？」

　間近で響ひびいた厚みのある低い声こわ音ねに、珪華は、まさか、と影の正体を悟る。

「──佑？」

　だが、聞こえているだろう呟きに影は振ふり返ることもなく、淡たん々たんと言葉を続けた。

「おまえと手を組んだ覚えはない」

「っ、どういうことだ!?」

　さすがに動どう揺ようを隠せないらしい景舜の詰きつ問もんは、珪華の心情そのものだった。

　──手を組んだ覚えはないって……佑は景舜に協力してたんじゃないの？

　協力しているというより、利用されている観のあった様子に、たしかに彼らしくないと思ってはいた。だが、手を組んでいるのではないとしたら、佑はどういうつもりで離り宮きゆうからでてきたというのだろう。

　宝笛を盗ぬすみ、言こと葉ば巧たくみに祥を裏切るようにしむけておいて、なぜ、今になって景舜から自分を護まもるように立ちはだかっているのか。

　急変した事態に、珪華がますます混乱してきた時だった。

　ワァッと、突とつ如じよ、鬨ときの声のような喚かん声せいが夜陰を揺ゆらした。

「なに!?」

　反射的に騒さわぎのあがった方へ首を巡らせれば、そこだけ闇やみが燃えているかのように赤々と染まっていた。

「あれは……正門の方？」

「──きたか」

　だれもがなにごとかと浮うき足立っている中、佑だけが変わらぬ泰たい然ぜんさでそう呟く。

「きたかって……これは、あなたの仕し業わざか！」

「私はなにもしてはいない」

「だったら、なんで軍が踏ふみこんでくるんだ？　あなたがあの男と謀はかったんだろうッ」

　景舜の普ふ段だんの様子をかなぐり捨てた叫さけびに、珪華ははっとした。

『軍』の一言を証明するように、地面を揺らす足音や怒ど号ごうに混じって甲かつ冑ちゆうの擦こすれあうような響きが徐じよ々じよに大きくなってくる。

　──軍がきたってことは……祥が!?

　そんな場合ではないことは重々承知なのに、祥がいるかもしれないと思うだけで胸が騒いだ。

　珪華の胸のうちに応こたえるように、佑が低く喉を鳴らす。

「謀るまでもない。──私が動いたと知れば、ここを調べあげることなど、あれには容易たやすいことだ」

　地下道については、道案内代わりにちょっとした手がかりをやったが、気づかなければそれまでのこと。

　そううそぶいた佑に、珪華は目を瞠みはった。

「どういう、こと？　その言い方じゃ、昨日、宮城に忍しのびこんだのは……」

　まるで、祥に今は佑しか知らないという地下道の存在を、教えるためだったかのようだ。

　にわかには信じがたく吞みこんだ科白せりふの先を察したかのように、ちらっとこちらをむいた横顔が、薄うすく笑えむ。

　その表情が、すべてを物語っていた。

　──え、じゃあ、なに……佑は景舜に協力するふりで行動をともにしながら、祥を試ためしてた……ううん、というより、彼のために……？

「勘かん違ちがいするな」

　祥のために動いていたのか、と思ったこちらの心を読んだかのように、釘くぎを刺さされる。驚いて見つめ返せば、前へ視線を戻もどした佑が「あれのためなどではない」とはっきりと口にした。

「じゃあ、一体……」

「しいて言うなら、おまえのためだ──と言ったら、おまえの気持ちもすこしは変わるか？　珪華」

「──わた、し？」

「ああ、なんだ……そういうことっ？」

　思いもよらない答えに啞あ然ぜんとした珪華の呟つぶやきに、景舜の弾はじけるような笑いが被かぶった。

「あなたのこの子に対する想おもいを、自分は読み違えてたってわけだ！」

「景舜……？」

　その意味するところよりも、突とつ然ぜんの変化にぎょっとする。狂きよう気きじみた笑い声は、聞いているだけで不安や不快さといったものをかきたてた。

「あなたは殷陽での騒ぎを知っていた。だから、このまま自分を野放しにしておいたら、彼女にとっての災いになると考えた。だから、力を貸すふりをして、こっちの動向を見張ってたってことでしょ？」

「──私に声をかけてきた時点で、国がこのまま治まることをよしとしていないのは、あきらかだったからな」

　なんでもないことのように紡つむがれたそれに、珪華にかつて聞いた科白が甦よみがえる。

『国をわけて争ってなにが残る。人馬に踏み荒あらされた大地と、老人と女子どもか？』

　自分のため、などと言ってはいるが、本質はあの時と変わらない。佑は佑なりの国に対する想いでもって、景舜の危険性を見み抜ぬいたのだ。

　もしかしたら、いまだ己おのれに与くみする者たちを、その機会を狙ねらう者たちを、ここで断っておこうという思おも惑わくも働いたのかもしれない。

　どんどん近づいてくる争乱の気配に、高い笑い声をおさめた景舜の、それでもおかしくてたまらないというような喉のどを鳴らす音が混じる。

「あーあ……利用しようなんて思わずに、やっぱり、きみは最初から殺しとくべきだったよ、珪華」

　笑いの余よ韻いんが滲にじみながらも淡々とした声音が、不気味に落ちる。

　佑に遮られ、見えていないはずなのに、昏くらい瞳ひとみにまっすぐ射い貫ぬかれた気がして、珪華は大きく身を震ふるわせた。

「景、」

「いたぞ！」

　あげかけた声を遮った怒号とともに、いくつもの重い足音が駆かけつけてくる。男たちが手に手に掲かかげる炬きよ火かに、あたりはあっという間に昼間のような明るさに包まれた。

「祥!!」

　その中にあって一ひと際きわ存在感を放つ姿に、珪華は抱いだいていた躊躇ためらいも恐おそれも忘れ、声を張りあげていた。

「──珪華」

　こちらを認め、一いつ瞬しゆん表情を緩ゆるませた祥は、だがすぐ傍そばにある佑の存在に目つきを鋭するどくさせた。身構えるように刀を握にぎり直した祥に、今にも駆けだしそうになっていた珪華は、はたと踏み止まる。

「この人は……佑は違う！　わたしを助けてくれただけッ」

　大きく頭かぶりを振った珪華に、祥のまなざしが剣けん吞のんさを増す。ただそれも、次の言葉を聞くまでだった。

「それより、彼を…っ」

　珪華が指さした佑のむこうにいる人物に、祥が息を吞のんだのがわかった。

「おまえは、玄陽の!?」

「一度、ちらりとお目にかかっただけなのに、覚えていていただけて光栄ですよ。皇こう帝てい陛下」

　この状況にあっても嘲あざ笑わらうように告げた景舜を、雷牙を筆頭とした近衛たちが即そく座ざにとり囲む。

　その包囲には佑も含ふくまれていたが、彼は動く様子をいっさい見せなかった。

　一方、景舜に従っていた男たちはさっと緊きん迫ぱく感かんを走らせたが、邸てい内ないにいるはずの仲間たちが姿を見せないことで自分たちの不利を悟さとったのか、口くち惜おしげな表情を浮かべて得物をおろした。

　意外なことに、それは景舜も同様だった。

「捕とらえろ」

　祥の険しくも短い命に、近衛たちがいっせいに動く。

　あまりに呆あつ気けない幕切れを、珪華は無意識に眉まゆをよせて見つめていた。

　──これで、終わり……？

　胸に湧わくのは安あん堵どではなく、胸むな騒さわぎにも似たなにかだった。

　そんな珪華の思いとは裏腹に、佑の背中越ごしに垣かい間ま見みえる景舜は、抵てい抗こうの意思がないことを示すように、おとなしく短刀を地面へ落とした。

　──さっきの挑ちよう発はつが最後のあがきだったってこと？──ほんとに？

「珪華さま、こちらへ」

　その『なにか』を探さぐろうとして、ふいに横合いからひかれた腕に、思考が途と切ぎれる。

「！　瞭さ、……瞭」

「ここは安全とは言いがたいですから」

　驚おどろく珪華にも頓とん着ちやくせず、瞭は「さあ」と彼女を佑から遠ざけるように歩みを促うながした。

「あ──待って…っ」

　だが、拭ぬぐいきれない嫌いやな感覚に、景舜の方を振ふり返った時だった。

「珪華」

　捕ほ縛ばくを雷牙たちに任せた祥が、景舜からこちらへと首を巡めぐらせた。

　その一瞬、わずかに俯うつむいていた景舜の口元が、弧こを描えがいた。

　目に飛びこんできたその笑みに、背中をぞくりと悪お寒かんが駆け抜ぬけた。

「祥ッ、だめ！」

「おい！　待──ぅ…ッ」

　弾はじかれたように瞭の腕を振り払はらった珪華の叫びと重なるように、ひどく焦あせった声があがる。

　間を置かず、拘こう束そくされていたはずの景舜がすばやく身を屈かがめたかと思うと、近衛が呻うめきをあげて崩くずれ落ちた。

「!?　なに──」

　すかさず顔を戻した祥へ、景舜が飛びかかった。するりと祥の首に左ひだり腕うでを巻きつけ、右手を閃ひらめかせる。

「あれはっ──祥!!」

　その指先に光った細く鋭いきらめきに、珪華は大きく目を見開いた。

　逃げて！　と叫ぶより、祥が景舜を振りほどくより速く、景舜の右手が祥の首筋へと針を突つきたてた。

　痛みにか、祥の面おもてがほんのわずかに歪ゆがむ──が、次の時には、すっと表情が消え失うせる。

　感情が昂ぶった際に見せる無表情とは違う。感情というものがいっさいうかがえない、面めんでもつけているような無機質さだった。

「祥…ッ」

　悲鳴じみた呼びかけにも眉一つ動かさない祥の様子に、ぞっとする。

　この変化だけで珪華には、今、彼の中に起こっているだろうことが手にとるようにわかった。

「景舜、あなた……！」

「おまえ……天狼になにをしたッ？」

　祥からひき剝はがすように景舜の襟えり首くびを摑つかんだ雷牙が、叩たたきつける勢いで彼の身体からだを地面へとねじ伏ふせる。

　けれど、されるがままの景舜は苦鳴をあげるでもなく、不気味に喉を鳴らした。

「そんなの、そこの彼女に聞いてみればいいじゃない」

　痛みなど構わずこちらへと首を捻ひねった景舜に、「娘じようちゃんに──？」と訝いぶかしげに雷牙の視線があがる。

　どういう意味だ、と眼光鋭く問うまなざしに、珪華は戦慄わななく喉を上下させた。

「祥に、術を使ったのね──自分の意のままに彼を操あやつる！」

「では、これが話に聞いた……」

　さすがの瞭も動どう揺ようを隠かくしきれていない硬かたい声で呟き、「──んだと」と雷牙が低く唸うなる。

「今すぐ解きやがれ！」

「それは、こっちの、科白せりふだよ」

　拘束する手に力をこめた雷牙に、景舜は苦しげに声をつまらせながらも嗤わらいを滲にじませた。そして──

「利祥」

　聞き覚えのある強制力のある声こわ音ねで、祥の名を紡いだ。

「景舜、やめてッ」

「この男が邪じや魔まだ」

　なにをさせる気か悟った珪華があげた制止に、低い命令が被かぶる。

　前者のそれは後者の声をかき消すほどだったが、術の前にはなんの妨さまたげにもならなかった。

「…………」

　返事一つするでもなく、祥が前まえ触ぶれもなく足を蹴けりあげた。

　躊躇いのない動きは、景舜を押さえつけていた雷牙の脇わきを的確に捕らえた。

「！　ぐ…ぅっ」

　異常な事態に反応の遅おくれた雷牙が、ほぼまともに食らった蹴りに地面に叩きつけられる。

「雷牙！」

「いけません！」

　反射的に駆けよろうとした珪華を、鋭く瞭が制した。自分から敵の懐ふところに飛びこむつもりか、と咎とがめられ、きつく唇くちびるを嚙かみ締しめる。

「……なんて、ことを」

　祥に意識がないなら、まだいい。けれど、自分と同じ術なら、あの無表情の下には祥の自我がはっきりとあるはずだ。

　自らの意思ではないとはいえ、片かた腕うでとも頼たのむ存在を傷つけたことに、祥が苦痛を覚えないはずがない。景舜は彼が苦しむのをわかっていて、雷牙にむかわせたのだ。

「さて、と」

　緊きん迫ぱくした場の空気にそぐわない軽い調子で「やれやれ、散々な目にあった」とぼやきながら、景舜が立ちあがる。

　脇わき腹ばらを押さえながらなんとか起きあがった雷牙はもちろんのこと、近衛のだれもが動けずにいる中、彼は見せつけるように祥へと並んだ。

　昏くらい微笑ほほえみに歪んだ面が、立ちつくした珪華をまっすぐに捉とらえる。

「ねえ、珪華。──そろそろ、死んでくれるよね？」

　楽しげな声音に、呼吸が止まる。

　なにが起きるかなどわかりきっているのに、身動き一つできなかった。

　そんな珪華の耳に、

「あの娘を、殺せ」

　一言一言区切るように紡つむがれた命が、はっきりと響ひびく。

　無言で応こたえた祥が、瑠る璃り玉のような瞳ひとみをひたとこちらに据すえた。

「祥……ッ！」

　珪華は上うわ擦ずる声で、面のような表情のむこうに押しこめられた彼へ呼びかける。

　だが、祈るようなそれに返ったのは、すらりとひき抜かれた宝ほう剣けんの輝かがやきだった。
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　凍こおりついたような空気の中、ざりっと沓くつ裏うらが小石を嚙む音がかすかにあがる。

　逃げなくては──と思うのに、祥であって祥ではないまなざしに囚とらわれ、珪華は呼吸すら忘れたように立ちつくしていた。

「っ、天狼……やめろ！」

「陛下ッ」

　代わりに、雷牙と瞭が我に返ったように叫さけびをあげた。

　だが、そんなもので止まることがないのは、珪華が一番よく知っていた。

「……どうしたら…っ」

　自分の時のように痛みを与あたえたら、それを手がかりに意識が身体に戻るだろうか？

　珪華は頭をよぎった考えに、むりだ、と冷や汗あせの滲む掌てのひらを握にぎり締めた。

　痛みを与えるには、祥に攻こう撃げきを仕し掛かけなければならない。いくら、彼の心に添そわない行動を止めさせるためとはいえ、祥に剣けんをむけるなど雷牙や瞭たちにできるとは思えない。

　よしんばできたとしても、剣筋には多かれすくなかれ躊躇ためらいがでるだろう。迷いのある剣で、祥を止めることなどできるはずがない。

　かといって本気でやりあえば、怪け我がだけではすまない。祥に抑よく制せいがきいていない分、相手をする方も手加減などできない。どちらかが──下へ手たをしたら命に関かかわる──大怪我をすることになる。

　──だからって、逃げることしか、わたしにはできないの!?

　万が一にも死ぬわけにはいかなかった。

　まだ、自分はなにもできていない。老師の遺ゆい言ごんも祥との約束もはたせてはいないのだ。

　なにより、自分が死んだら、祥は玄陽の時とは比にならないほど己おのれを責めるだろう。

　逃げるのが今できることだと感じていながらも、それではなにも解決しないとわかっているから、躊躇う。

　その逡しゆん巡じゆんが、あだになった。

「珪華さま！」

　瞭の叫声にはっとした珪華の目の前に、感情を映さない瞳が迫せまっていた。

　とっさに足をひくが、まにあわない。

　しまった、と身を硬くした時、

「──莫ば迦かが」

　吐はき捨てられた呟つぶやきとともに、うしろへと突つき飛ばされた。

「な──つっ」

　突とつ然ぜんのことに勢いを殺せず地面に転がった珪華の耳に、ガキィンッ、と激しくぶつかりあう剣戟の音が届く。

「なにをしている、祥」

「佑！」

　振ふり仰いだ先で、用はすんだとばかりにことのなりゆきを静観していたはずの佑が、祥の攻撃を受け止める形で彼に相対していた。

「徹てつ底てい的にやらないから、こういうことになる──その甘さ、いつか命とりになるぞ」

「……」

　声は届いているだろうに、祥は表情一つ変えずに宝剣をひくと、自分の意思と無関係とは思えないすばやさで斬ざん撃げきを繰くりだしながら、佑の脇を抜ぬける──寸前、攻撃を弾はじき返す形で、佑が祥の動きを阻はばんだ。

「おまえの相手は私だ」

　あくまで珪華に狙ねらいを定める祥のまなざしを、自らの身体からだで遮さえぎる。

「……珪華さま」

　今のうちに逃げろ、と焦あせりと悔くやしさを滲ませた瞭が囁ささやく。

　けれど、彼の忠告は珪華に聞こえてはいなかった。

　睨にらみあう兄弟の姿を茫ぼう然ぜんと見上げたあと、ぐっと地面に爪つめをたてるように、手に力をこめる。

　──なんで、また二人が戦わなきゃならないの…っ

　この二人が戦ったら、それこそただではすまない。以前のようにどちらも無傷では終われない。傷を負うのがどちらであっても……どちらが怪我をするのも、見たくはなかった。

「っ──景舜！」

　目つきも鋭するどく景舜を睨みつけると、珪華は勢いよく立ちあがった。

「もうこんなこと止めて！　この人たちは、この国に必要な人たちなのっ」

「皇こう帝ていは二人も必要ないでしょ。どうしてもって言うなら、きみが死んでよ」

　しかし、景舜はそんな彼女を鼻先で嗤わらうと、すっと面から表情を消した。

「……きみには、必要とされてない人間の気持ちなんてわからないさ」

　すべてを拒きよ絶ぜつする冷ややかさに、我知らず顔がこわばる。

　──この顔……同じだ。

　唐とう突とつに胸に湧わいた感情に、珪華はふと眉まゆをよせた。

　今、自分はなにと比べて、『同じ』だと思ったのだろう？

　そんなことを悠ゆう長ちように考えている場合ではないのに、なぜだかひっかかった。無意識にそう感じたことにも、なにと比べたのかにも──。

「──あ、れ？　これ」

　改めてむき直った胸のうちに浮うかんできたのは、昼間よぎった、幼い景舜の面おも影かげだった。

　──どこで見たの？　わたし、なにを忘れてる？

　覚えのないはずのそれが、どうして自らの存在をも否定するような彼に被かぶるのか。親しみの色の欠片かけらもない目でこちらを見下ろす……
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「……あ」

　ふいに周囲に街中の喧けん騒そうが広がった──気がした。それをきっかけに、見返った先にあった少年の姿、見上げた寂さみしげな笑え顔がお、門越ごしに見える人ひと影かげ……など、いくつもの景色が脳のう裏りにあふれ、流れるように過ぎ去っていく。

　──夢……夢で見たんだ！

　同じ瞳ひとみをしてこちらを見み据すえる景舜の姿に重なるように、まるで警告のように見た夢が珪華の中に一気に甦よみがえる。

　そうして、最後に閃ひらめいたのは、なにもかもわかっているように目を細めて微笑ほほえむ老師の姿だった。

「ずいぶん余よ裕ゆうだね、珪華。逃げないの？」

　それとも二人を助けるために死ぬ気になった？　と皮肉げに告げた景舜が、身み動じろぎ一つしない珪華へとこれ見よがしに一歩踏ふみこんだ。

「……ち、がう」

「へえ？　やっぱり国のことなんかより、自分の命が大切ってわけだ」

「珪華さまっ」と焦じれたようにひかれた袖そでを無意識のうちに振り払はらって、珪華は自ら景舜の方へと距きよ離りをつめた。

「老師は、あなたを捨ててなんかいない」

　景舜の表情から再び感情が消えた。

　間近で響ひびく剣戟の音に心を逸はやらせながら、珪華はそれらに負けじと声を張りあげた。

「捨てたわけじゃない！　あなたを巻きこむまいと……護まもろうとしたから、身を切るような思いで手を放したのよッ」

「……知ったような口をきくな」

　今まで聞いたこともないような低い声が唸うなる。

　だが、珪華は口を閉とざそうとはしなかった。再び景舜から立ちのぼる殺気に震ふるえる手を握りこみ、まっすぐ彼だけを見据えた。

「じゃなかったら、遠くから様子を見るだけのために、何日もかかる州都まで足を運んだりしない。……あんな寂しげな顔して、会っちゃいけないんだなんて言わないわ！」

「黙だまれ!!」

　叩たたき切るような怒ど声せいが夜気を震わせた。炎ほのおを受けて輝かがやく双そう眸ぼうが、憎にくしみに燃えるように揺ゆらめく。

　それはさながら、秘ひめていた感情が一気に噴ふきだし、景舜の周囲の空気までも染めあげるような激しさだった。

「それこそあの男に護られて、のうのうと暮らしていたおまえに一体なにがわかる!?」

「わかるわ！」

　のうのうと暮らしていたと言うなら、立派な邸やしきに預けられていた景舜の方がよほど楽な暮らしをしていたはずだ。それだけでも、苦労をさせたくないという玄陽の想おもいが見てとれる。

　ただ、そこに彼の欲ほつしていた温ぬくもりはなかった。

　景舜の言うとおり、代わりに与あたえられていた自分になにを言う筋合いもない──ないと思っていた。

　けれど、もう言わずにはいられなかった。自分が言わなくては、彼はずっと誤解したままだ。

「傍そばにいたから、わかる。老師がどんなに情の深い方だったか……わたしが傍にいたって埋うめられない痛みを抱かかえるほど、想いをよせてた存も在のがあったってことが！」

　彼だって、気づいていたではないか。遠くから自分を見守る存在に。

　なのにどうして自分を必要ないなどと言うのかと、言葉が届かない景舜に、彼のしていることへの憤いきどおりとは別のいらだちが湧いてくる。

　一方の景舜は、珪華の言い分に束つかの間黙りこんだあと、いびつに唇くちびるを歪ゆがめた。

「……想いをよせてた？　それが本当なら、嬉うれしいよ」

「景舜……？」

　言葉とは裏腹な昏くらい愉ゆ悦えつの滲にじむ表情に、ぞくりと肌はだが粟あわ立だった。

　鈍にぶることのない剣花を散らす祥と佑を早く止めなくては、と思うのに、景舜の異様な気配に足がひいてしまいそうになる。

　だがここで逃げたら、それこそなにもかも失ってしまうとわかるから、珪華はぐっと足を踏みしめた。

「最後の最後で、同じ思いを味わわせてやることができたってことだ」

「同じ、思い？」

　どういうことだときつく眉をよせた珪華へ、景舜が目を細めて微笑んだ。その表情は、はっとするほど玄陽にそっくりだった。

「房州刺史にあの人の存在を教えたのが、自分だって言ったらどうする？」

「……え？」

　老師とよく似た面おも差ざしで紡つむがれたそれに、ひどく頭が混乱する。

　──景舜は、なにを言ってるの……？　房州刺史に、だれのことを、教えたって──

「なっ、おまえだったのか!?　玄陽のことをあの刺史に教えたのはッ」

　しかし、理解するより早く、耳を打った雷牙の叫さけびに、珪華はゆっくりと双眸を見開いた。

「──老師のことを、教えたのが……景、舜？」

　老師の死は、不幸な偶ぐう然ぜんだと思っていた。

　謀む叛ほんを目もく論ろむ男の目に、稀き代たいの祠し官かんとして名高かった老師の姿が、たまたま留まってしまったのだ、と……。

　それが偶然ではなかった？　すべては目の前にいる彼の謀はかりごとだったというなら──

「──じゃあ、老師は、あなたのせいで……！」

　周囲からすべての音が消え、目の前が怒いかりで真っ赤に染まる。

　真に恨うらむべきは、皇帝でも貴族でも、まして祥でもなかったのだ、と眦まなじりを吊つりあげた珪華に、景舜が笑みを深めた。

　感情のままに彼の方へとつめよりかけていた彼女は、養い親を思わせるその表情に、はたと足を止めた。

　すっと頭が冷える。

　──もしかして……これも、わかってたって、こと？

　脳裏に浮かぶのは、夢の終わり……最後に老師と別れた時の様子だった。

　もう会えないとわかっているような玄陽の様に、そうと感じていながらどうして、と夢の中でも思ったはずだ。

「…………たの？」

　気づけば零こぼれ落ちていた言葉が聞こえなかったのだろう。景舜が、なんだって？　と眉をあげた。

「房州城で、会ったの？　老師に」

　今度ははっきりと告げれば、景舜はそれがどうしたという表情で、ああ、と顎あごをひいた。

「彼祥が戻もどってくる直前、死ぬ間ま際ぎわにね。──あれが会ったうちにはいるなら、だけど」

　なんの感かん慨がいも湧かないといった彼に、珪華は握にぎった拳こぶしを震わせた。

「だったら……老師は、あなたに会うために、州都へいったのよ」

「──は？　なにを莫ば迦かなこと、」

「老師は、だれより優すぐれた祠官だったんでしょ？　今思えば、あの方はいけば危ないってことが、わかってた。あなたのせいで死ぬことになるかもしれないって、わかっててもでかけたってことは……あなたに会うため以外にないじゃない！」

　嘲あざ笑わらうような景舜を遮さえぎり、感情を叩きつける。

　本当のところはわからない。もっと、別の目的があったのかもしれない。

　老師の死がすべてのはじまりになったことを思えば、どうあっても抗あらがえない定めだったのかもしれない。

　けれど珪華には、あの夢を思いだすかぎり、そう思えてならないのだ。

　睨にらみつけた先で、景舜が目に見えて動どう揺ようした。

「なに、を……」

　大きく目を見開いた彼に、珪華はここぞとばかりに、一進一退の争いを続ける二人にむかって左ひだり腕うでを振ふった。

「だから、もうこんなことは止めさせてッ。あなたが老師に捨てられたなんて……愛されてなかったなんて、噓うそ！　あの方は、あなたの幸せを願ってた」

「……るさい」

「こんなことしたって、あなたが虚むなしいだけじゃない！」

「──ッさい、うるさい!!」

　しかし、景舜は珪華の言葉をかき消すように叫ぶと、血走った双眸でこちらを睨み据すえる。

「今さら、そんなことが信じられるかッ」

　感情ごと吐はき捨てるように言い放ち、勢いよく祥へと首を巡めぐらせた。

「なにをしてる、そんなやつが相手じゃないだろう！」

　ギチギチと佑と切り結んでいた祥の肩が、景舜の怒声にわずかに揺らぐ。

　佑はその隙すきを逃のがさず、交わっていた宝ほう剣けんの刃やいばを弾はじき返した。そのまま、返す刀で剣を握る腕を狙ねらう。

　だが祥は、上体を捻ひねって紙かみ一ひと重えで斬ざん撃げきをかわすと、佑の開いた脇わきへと蹴けりを食くらわせた。

　鋭するどい舌打ちとともに佑がかろうじて避よけた直後、その動きまで読んでいたように、祥は振り抜ぬいた足をつくと同時に地面を蹴った。

　すかさずこちらへと走りこんできた彼に、はっと身を退いた珪華の前を、今度は佑よりも細い背中が遮った。

「えっ、瞭!?」

「私ではたいした足止めにはなりません！　今のうちに……くっ」

　逃げろ、と言いかけたのか、続きは高くあがった金属音にかき消された。その激しさと瞭の反応に、だれが相手であろうと祥の攻こう撃げきが緩ゆるまない──術が解ける気配がない事実を改めて突つきつけられる。

「……あぁ、わかってないみたいだから、言っておくけど」

　聞こえてきた冷ややかな声に、珪華がはっと視線を転じれば、自分にむかって刀に手をかけた雷牙を声同様の表情で景舜が見つめていた。

「自分が死んだところで、術は解けないから。命令は残る」

　つまり、今、景舜が意識を手放したら、祥が自力でたち戻らないかぎり、力つきるまで延々と珪華を狙い続けるということだ。

「くそ…っ」

　景舜の牽けん制せいに、雷牙の面に悔くやしさが滲む。

　押され気味の瞭に、体勢をたて直した佑が加勢するのを目の端はしに留とどめながら、珪華はせめて邪じや魔まにはなるまいとじりじりとうしろへさがった。

「どうしたら……」

　こんなことは長くは続かない。かといって、どうしたらだれも傷つかずに祥を助けることができるのか、易やす々やすと浮うかぶはずもなかった。

　自らの考えに固こ執しゆうする景舜は、こちらがどんなに言葉をつくしたところで、もはや耳を貸そうとはしないだろう。

　──もう、だれにも傷ついてほしくないのに…っ

　早くしないと、と気ばかりが焦あせる珪華は、すがるように胸むな元もとを握り締しめ、

「っつ──」

　弾かれたように手を放した。

　指先が、なにかの熱に触ふれた気がしたのだ。熱い、というほどではなかったが、予期しないそれに驚おどろいて胸元を見下ろした珪華は、息を吞のんだ。

　左胸のあたりが、薄うすく輝かがやいていた。

「なに、これ……」

　一瞬燃えているのかと錯さつ覚かくするが、輝きは上じよう衣いの布を透すかすように漏もれている。それは炎ほのおの色というよりは、光だ。

　昼間の太陽のような白い光が、淡あわく胸元に浮かびあがっていた。

「……なにが、光ってるの？」

　珪華は大きく喉のどを上下させると、一度放した手を慎しん重ちようにあわせへとさしいれた。

　感じる熱、というよりは温ぬくもりをたどるように探さぐった指先に触れたのは、布に包まれた、馴な染じみのある硬かたい感かん触しよくだった。

「！　これは──」

　そろりと握りこんで懐ふところからとりだせば、すこしだけ増した光が夜気へとあふれだし、錦にしきの布を包みこんでいた。

「宝笛……」

　それは形見の笛とともに胸元にさしこんでいた宝笛だった。

　祠辰殿で見たのと同じ光を、あの時の宝剣よりは弱く、宝笛が放っているのだ。

　束つかの間、珪華は信じられない思いでそれを凝ぎよう視ししたあと、やにわに宝笛を包む袋ふくろをむしりとるようにはずした。

　遮るものがなくなった淡い輝きが、珪華の手の中で、なにかを訴うつたえるように緩やかに明めい滅めつする。

「な…っ」「それは、一体!?」と息を吞むような声がそこここであがったが、珪華は目もやらずひかれるように宝笛を口元へと運んだ。

　吹ふけ──と、そう言われてるような気がした。

「あれを止めろッ」

　景舜もまたなにがしか感じとったのか、焦ったような声があがる。

　ザッと耳に届いた争う気配は、とったはずの距きよ離りより確実に縮まっていたが、珪華は微び動どうだにせず、宝笛へと意識を集中した。

　ただ、これ以上だれにも傷ついてほしくない──祥に傷つけさせたくない、という一心で宝笛へと命を吹きこんだ。

　静かなざわめきと高く響ひびく剣けん戟げきの交わりを割るように、すんだ音色が夜や陰いんへとたちのぼる。

　宝笛のまとう光が、それを奏かなでる珪華の顔をも淡く照らしだす。目を伏ふせ、祈るような姿は、侵おかしがたい空気をかもしだしていた。

　剣花の散る音だけが響く中、だれもが……景舜までもが、吞まれたように彼女へと見入っていた。

　──祥、戻ってきて……！

　その思いを、珪華はただひたすらに音色へ変えていく。

　やがて訪おとずれた変化は、景舜の呻うめきにも似た声によって知れた。

「な──!?　宝剣が…っ」

　耳に届いた『宝剣』の一言に、珪華はひかれるように視線をあげた。

「！」

　目を瞠みはった瞬しゆん間かん、揺ゆらぎそうになった手元をかろうじて動かしながら、翻ひるがえる宝剣を凝視する。

　──輝いてる。

　祥の握にぎる宝剣もまた、宝笛と同じように淡い光をまとっていた。

　祠辰殿で見たような圧あつ倒とう的な輝きではない。けれど、宝笛の響きに、ヴィィン……と羽音にも似た共きよう振しんするようなかすかな唸うなりをあげ、剣の動きにあわせて光を振りまいている。

「動きが……」

　それは景舜か、雷牙のものだったか、独り言のようにあがった呟つぶやきに目を凝こらせば、宝剣の変化にあわせ、祥の動きがどことなくぎこちないものになっているのに気づく。

　このままいけば、遠からず術を打破できるかもしれない。

　珪華の胸に、そんな予感がよぎった時だった。

「今すぐその笛を──」

　同じ予感に駆かられたのか、景舜が低く唸りをあげたかと思うと、すばやい動きで足元に落ちていた短刀を拾いあげた。

「いいや、その笛と一いつ緒しよにおまえも消えろ！」

　その低い体勢から、さきほどと同じ血走った目で、まっすぐこちらへと突っこんでくる。

「しまっ──娘じようちゃんッ」

　祥の変化に目をとられ、景舜の動きに出で遅おくれた雷牙が、逃げろ、と叫さけぶ。

　珪華は自分にむかってくる景舜の鬼き気き迫せまった姿に、一瞬肩を揺るがせた。

　だが、あわせて乱れた音色に、はっとする。

　──今、ここで笛の音が途と切ぎれたら…っ

　もう、祥は戻もどらないかもしれない──。

　よぎった思いに、珪華はぐっと両足を踏ふみ締めた。笛を離はなすどころか、一層高らかに吹き鳴ならす。

　逃げない、と態度で告げた珪華に、すぐそこまで迫せまった景舜が酷こく薄はくに唇くちびるを歪ゆがめた。

「いい覚かく悟ごだね。──なら、さよならだ！」

　言い捨て、走りこんだ勢いのまま、短刀をみぞおちめがけて繰くりだした！

　瞬間、キィン！　と甲かん高だかい音が目の前で弾はじけた。

　──……え？

　とっさに目を瞑つぶっていた珪華は、襲おそってこない痛みとその音にぱっと瞼まぶたを開いた。

「な、に!?」

　最初に飛びこんできたのは、驚きよう愕がくを貼はりつけた景舜の顔だった。状じよう況きようを理解する間もなく、鋭い舌打ちとともに「娘ちゃん！」「陛下…ッ」と叫声がいり乱れる。

　──なにが起きたの？

　さすがに乱れに乱れていたが、途切れさせないという執しゆう念ねんだけで宝笛を操あやつる珪華は、視線を忙せわしなく左右にした。

　視界が捉とらえた輝きを無意識に追った目が、え？　と見開かれる。

　そこに、虚うつろなまなざしを揺らした祥がたたずんでいた。

　変わらず彼の手に握られた宝ほう剣けんは、だがだれとも刃やいばを交えることなく、景舜と珪華の間を遮さえぎるようにしてそこにある。そして、愕がく然ぜんとする景舜の手からは短刀が消えていた。

　それは、あたかも、景舜の攻こう撃げきを祥が防いだかのような光景だった。

　──……本当に、祥が助けてくれたの？

　状況からすると、そうとしか考えられない。

「──祥？」

　だとしたら意識が戻ったのかと、思わず笛をおろした珪華は、恐おそる恐る呼びかけた。

　しかし、祥は返事どころか瞬またたき一つ返さない。

　どちらとも言いがたい反応に、珪華は探るように目を滑すべらせ──ひゅっと喉をひきつらせた。

　下へとさがった、宝剣を握っていない左手に、赤い雫しずくが伝っている。

　炎の錯覚などではないそれに急いで視線をあげれば、左ひだり腕うでの肩かたに近いあたりの袖そでが切り裂さかれ、深く裂けた皮ひ膚ふがのぞいていた。

「ッ、しょ──」

「まさかきみにまで、と思ったけど、その様子ならまだ完全に解けてはいないか」

　反射的に祥へと踏みだしそうになった足を、景舜の低い声が縫ぬいつける。

　あわせて微動だにしなかった祥もまた、ぴくりと血の伝う指先を震ふるわせた。

　──まずい！

　祥の反応に焦あせった珪華が口を開くより先に、景舜が声を張りあげた。

「なら、早くその女を片づけ──っ」

「これ以上いいようにさせるかッ」

　それを止めようとうしろから雷牙が殴なぐりかかる。

　だが、発されてしまったも同然の命令に、巡めぐらされた祥の面が珪華を捉えた。宝剣を握る手に、ぐっと力がこもったのがわかった。

「祥ッ、もうそれ以上動かないで……！」

　左手から血が滴したたるのも構わず、今だ薄く光をまとった宝剣を構え直そうとする祥に、珪華は宝笛を吹くのも忘れて地面を蹴けっていた。

　これ以上無理をしたら、彼が正気に返る前に倒たおれてしまう！

　そんな恐きよう怖ふに駆られて怪け我がをしている左腕を摑つかもうとするが、手が触ふれる寸前、振ふり払はらわれたその腕に珪華はうしろへと倒れこんでいた。

「珪華！」と珍めずらしくも焦ったような佑の声があがる。

　痛みを覚える間もなく顔をあげた珪華を、宝剣をさげた祥が見下ろしていた。

　──しまった…っ

　無我夢中だったが、これでは自分からやられに飛びこんでいったようなものだ。

　逃げるにも体勢が悪すぎる。視界の端はしに映る佑もまた、自分が近すぎるせいで攻めあぐねているのがわかった。

　宝剣を握った祥の腕が狙ねらいを定めるようにひかれる様が、まるで時をひき伸のばしたかのように、ゆっくりと目に映る。

　吞のまれたようにそれを見上げていた珪華は、だが小さな違い和わ感かんに気づいた。

「しょ、う……？」

　張りついたように動かなかった面が、今はわずかに歪んでいるように見えた。よくよく見ると、宝剣の切っ先がなにかに抗あらがうように小刻みに揺れている。

　──意識を、とり戻しかけてる？

　そう思いかけた矢先、

「それを、振りおろせ！」

　荒あらい景舜の絶ぜつ叫きようがあたりに響き渡わたった。

　とっさに声の方に目を走らせれば、雷牙に押さえつけられ、顔を歪めながら景舜がこちらを睨にらみつけていた。「きさまっ」と雷牙がその顔を地面に押しつけるが、もう遅おそい。

　声に後押しされるように、祥の肘ひじがぐっとひかれる。

　さきほどの希望を捨てきれず、すがるようなまなざしを送るが、その動きに迷いはなくなっていた。

　ならば、こちらも迷っている暇ひまはなかった。

　目はそらさないまま、いつでも立ちあがれるよう、そろりと足をひきよせる。宝笛を持つ手とは反対の指先を、地面をえぐるようにして握りこむ。

　祥が動く直前、その一いつ瞬しゆんが勝負だ。

　束つかの間、時が止まったように静せい寂じやくが落ちる。

　──くる！

　肌はだを刺さした直感に、珪華が手の中の砂を祥の顔面へと投げつけようとした寸前──彼の口元がかすかに動いた。

『けいか』、と。

　大きく息を吞んだ珪華の目の端で、ちかり、と宝剣がきらめいた。

　まっすぐ自分へと定められていた切っ先が、ぶれる。

　──刃の向きが、変わった？

　握る角度が変わった宝剣に、あれではまるで自分に刃をむけているみたいだ……とよぎった戸と惑まどいに、はっとする。

「だめ──ッ」

　珪華が地面を蹴たてて立ちあがる。

「──く…っ」

　ほぼ時を同じくして、戦慄くように震えた祥の腕が、なにかを力ずくで振り切るように動いた。

　勢いよく振られた宝剣が、ひゅっと空を切る。しかし、角度が変わったことで標的を失った刃はその勢いのまま、まっすぐ持ち主の首にむかって走っていく。

「祥!!」

　刃こぼれ一つない鋭えい利りな剣けん身しんが祥の喉のどを切り裂こうとした瞬しゆん間かん、珪華は彼の懐ふところに飛びこむと、手にしていた宝笛をがむしゃらに祥と宝剣の間へと滑りこませていた。

　がっ、と握にぎった宝笛に、宝剣が食いこむ嫌いやな感かん触しよくが伝わる。

　だが、そのことを歯し牙がにもかけず、珪華はそれ以上の動きを阻はばむようにとっさに剣身を握りこんだ。

「つっ」

　掌てのひらに焼けつくような痛みが走る。

　それでも剣身から手を離そうとはせず、珪華はすぐそこにある祥の顔を鋭するどく仰あおいだ。

「あなたが死んだら、この国はどうなるのッ」

　叩たたきつけた言葉に、まだどこか茫ぼう然ぜんとした顔がこちらを見下ろす。

「一いつ緒しよに風彩あやなす国を……この国を、みんなが笑え顔がおでいられる国にするんじゃなかったの!?」

　続けた叫びに、祥の瞳ひとみがゆっくりと瞬き、焦しよう点てんを結んだ。




　刹せつ那な、あたりが真っ白に染まった。
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　昼間のように、などと言うには生なま温ぬるい閃せん光こうが、爆ばく発はつ的に宝剣から──否いな、宝剣と宝笛からあふれだす。

　眼前で弾はじけた光に、珪華は小さく悲鳴をあげ、きつく目を瞑つぶった。

「な、に…っ？」

　突とつ然ぜんの出来事と利きかない視界に動どう揺ようが走る。

　だが、そんな自分を護まもろうとするかのように、ぐっと腰こしに回った腕があった。

　覚えのある力強さに、それが負ったはずの怪我も、自分の掌の痛みもどこかへ、ああ、と胸に安あん堵どが湧わき起こる。

　これは自分が知っている『祥』だ、と。この腕があれば自分は大だい丈じよう夫ぶだ、と──。

　しかし、そんな心境も束の間、ふいに手の中から消えた感触に、珪華は反射的に瞼まぶたを開けかけ、目を灼やく光に再び呻うめいた。

「宝剣と、宝笛が……！」

　消えてしまったと訴うつたえかければ、わかってる、と言わんばかりに腰を抱いだく腕に力がこもった。

　──なにがどうなってるの!?

　宝珠に続いて、あれらも失われてしまったのかと気が逸はやるが、光がおさまらないかぎり、どうしようもない。

　ただ一方で、これは違う、という確信にも似た思いがあった。

　この光はあの時と、祠辰殿で見た光と同じだ。

　──だったら……。

　徐じよ々じよに弱まってきた輝かがやきに、珪華はいつのまにか祥に押しつけるようにしていた顔をあげ、無む理り矢や理り双そう眸ぼうをこじ開けた。

　眩まばゆさに滲にじむ涙なみだを瞬まばたきで払いながら、光の中心へと首を巡らせる。手元で生まれたはずの輝きは、宝剣と宝笛の喪そう失しつとともに今や二人を上から照らすように降り注いでいた。

　白む視界の中に二つの輝きが映る。緩ゆるやかに上下するように揺ゆらぎながらその場に留とどまるそれに、懸けん命めいに目を凝こらした。

　やがて、霧きりが晴れるように鮮せん明めいになってきた光景に、珪華は喘あえぐように喉を鳴らした。

「ま、さか……」

　まず目に飛びこんできたのは、眩くらむような黄こ金がね色いろだった。

　続いて、紅に青の鮮あざやかな色しき彩さいが目に焼きつく。

　極ごく彩さい色しきの羽根が、まるで鱗りん粉ぷんを振りまくように光の粒りゆう子しをまとって、夜空を染めあげていた。

「鳳ほう凰おう──」

　零こぼれるように、祥の呟つぶやきが落ちてくる。

　そう、自分たちの頭上には、祠辰殿の地下の石室で見たのと同じ、長い尾お羽ばねを持つ一いつ対ついの神の使いの姿があった。

「御み使つかい、さま……」

　信じがたい思いで声を絞しぼりだした珪華に、つい、と御使いの片割れがおりてくる。

『──天の笛を護りし末まつ裔えいよ、手を』

　ついで聞こえた、というより脳のう裏りに響ひびいてきた、歌うような声に、思わず固まる。

　──天の笛を護りし末裔って……わたし？

　混乱する胸のうちを知ってか知らずか、「珪華」と今度は低い肉声で呼びかけられる。とっさにそちらを見上げると、すっかり正気に戻った、光を透すかして空色に輝く瞳に促うながすように頷うなずきかけられた。

　彼にもこの声が聞こえているのだ。そして、自分が管氏の生き残りかもしれないことなど知らないはずなのに、『珪華』のことだと疑いもなく確信しているのがわかった。

　珪華はそっと息を吞むと、おずおずと御使いの方へと両手をさし伸べた。

　御使いはその指先に触ふれるか触れないか程度に嘴くちばしをよせる。途と端たん、両手が温もりに包まれる。

『我が選びし使い手が、音色を奏かなでられなくなっては困るゆえな』

「え……？」

　どういう意味か、と掌に視線を移せば、あったはずの傷口がなくなっていた。血の滑ぬめりだけが、名残なごりのように残っている。

『御剣を授さずけられし末裔もの』

　今度は似ているようですこしだけ低い響きが届いたかと思うと、祥の左ひだり腕うでをもう一羽の御使いがすっとかすめていった。それだけで、あれほど無残に切り裂さかれていた刀傷が、跡あと形かたもなく消え失うせる。

　それらを茫然と見つめていた珪華に、ふと一つの可能性が閃ひらめいた。

「もしかして……宝笛と宝剣が……？」

　あの二つが消えた代わりのように現れた御使いの姿に呟くと、どちらからともなく『是ぜ』との応いらえがあった。

『天てん帝ていより遣つかわされし我らが、地上に留とどまるための姿よ』

　宝笛と宝剣は天より賜たまわりし力の象しよう徴ちようというだけではない。変化した御使いそのものだったのだ。

「でも、どうして、今……」

　おさまらない混乱が、つい口を突ついてでた。

　宝剣と宝笛を揃そろえた時、宝珠が地上に戻る──自分たちの推察どおりだったのだとすれば、なぜ、祠辰殿で試ためした際には宝剣のみしか反応しなかったのだろうか。

　今とあの時となにが違うというのだろう？

『──力だけでは、民たみに安あん寧ねいは訪おとずれぬ』

　そんな珪華の胸のうちを見み透すかしたように、祥を癒いやした低い響きが鳴く。

　唐とう突とつな言葉に、え、と瞬くと、『逆も然しかり』と今度はやや高い音色が脳裏にこだました。

『安らぎだけでは、国は治まらぬ』

「それは……あの時には、どちらかが欠けていた、ということか？」

　御使いの言をたしかめるように祥が投げかけた問いに、珪華はびくりと肩を揺らした。

　もし、彼の言い分がたしかなら、欠けていたのは……

「……わたしの、せい？」

「珪華」

　それ以上は言うな、とひき止めるように、抱き締しめる腕に力がこもる。

　しかし珪華は、止めるな、と言わんばかりに頭かぶりを振ふった。

「だって、そうじゃない！　あの時、宝剣は宝笛の音に反応した。だけど…っ」

　言い止さして、きつく唇くちびるを嚙かむ。

　──やっぱり、あの失敗はわたしのせいだったんだ。わたしが、宝笛に相応ふさわしくなかったから……。

　祥の胸に額を押しあてるように俯うつむく。だが、すぐに大きな手に顎あごをとられ、無理矢理上をむかされた。強いまなざしに射い貫ぬかれる。

「だとしてもだ。今、こうして御使いが俺たちのもとにあることも、まぎれもない事実じゃないのか？──自分もいいように操あやつられ、人を害するために宝剣を抜ぬいた。それだとて、許されざることだ」

「祥……」

　苦しげに眉まゆをよせた祥の顔に、ひかれるように伸のばした指先が、彼の頰ほおに触れるか触れないかの時だった。

『そなたのせいでないとは言わぬ、風ふう韻いんの娘よ』

「御使いさま」

　はっと視線を転じると、御使いの片かた翼よく──おそらくはこちらが雌めすである凰おうであろう──の金こん色じきの瞳ひとみがこちらを見つめていた。

　そら恐おそろしさを覚えるほどの神秘的なまなざしは、けれど愛いとおしむような優やさしさをたたえていて、不ふ甲が斐いない自分を責めるものではなかった。

『あの時のそなたには、迷いがあった。──だが、国とは重いもの。覚かく悟ごがなければ背負いきれぬ』

「はい。ですが、わたしは……」

　それこそ重い言葉を受け止めながら、珪華は瞳を揺らがせた。

　自身の未熟さは、だれより自分が知っている。これからも、また、迷うだろう。背負う覚悟があるか、と言われて、即そく座ざに「はい」と言えるほど自分に自信はなかった。

『……それでよい、人の子よ』

「！」

　声なき煩はん悶もんを見通した金の瞳を、瞬きも忘れて見つめ返せば、やけに人間めいた仕草で隣となりにある鳳ほうが目を細めた。

『人とは、また惑まどうもの。迷いなき者は強いが……その強さが常に国にとって正しい道とはかぎらぬ』

　ちらりと、意味ありげに別の方を一いち瞥べつしたあと、二対の慈じ愛あいに満ちたまなざしが珪華と祥を見下ろした。

『そのために、互たがいがあるのだ』

「互い、が……」

　与あたえられた言葉を繰くり返し、珪華はひかれるように祥へと顔を巡めぐらせた。

　祥もまた、どこか目が覚めたような面おも持もちでこちらを見下ろす。

『御剣を授けられし末裔よ』

『天の笛を護まもりし末裔よ』

　鳳と凰の呼びかけに、二人は揃って頭上の御使いの姿を仰あおいだ。

『互いの心さえ繫つながっていれば、この荒あれはてた大地をあるべき姿へと導くことができるだろう』

　それぞれの響きが重なりあい、そう歌ったかと思うと、彼らは天にむかって首を伸ばし、高く低く鳴いた。

　二つの啼てい声せいはからまりあい、溶とけあって、空気を震ふるわせながら高く天へとのぼっていく。

　聞く者を忘我の境地へと導く妙たえなる調べが、やがて静かな余よ韻いんを残して溶けていったあと、御使いの片翼の嘴にはなにかが咥くわえられていた。

『人の子らよ』

　まさに天上の調べと言うべき音色に心を奪うばわれていた珪華は、呼びかけにはたと我に返った。

『国を、人を想おもうそなたの心に、託たくそうぞ』

　厳おごそかに降ってきた響きに、はっと身体からだがこわばる。腰こしへと回された腕にも、持ち主の緊きん張ちようを伝えるように力がこもった。

　珪華が目だけで祥の方をうかがえば、空色の双そう眸ぼうと視線がからみあう。

　どちらからともなくまなざしを戻した二人は、祥は右手を、珪華は左手を、それぞれ導かれるように宙へとさしだした。

　二つの大きさの違う掌てのひらがそっと重なりあうのを見計らったように、音もなくおりてきた御使いが、その上に嘴に咥えたものを静かに落とした。

　ころり、と掌に転がったそれは、拳こぶし半分ほどの大きさの玉だった。

　鳳ほう凰おうの放つ輝かがやきの中にあってなおそれは虹にじ色いろの光にきらめき、一いつ瞬しゆんとして同じ色をまとうことがない。

「──宝、珠」

　そう呟つぶやいたのは、どちらだっただろうか。

『人の子らよ。互いに支えあい、この国に安寧を──あまねく笑え顔がおをもたらさんことを』

　願うように告げられた言こと祝ほぎになにを返す間もなく、鳳凰の身体が光に包まれた。

　二つの輝きは祝福を降らすように二人の頭上に光の粒りゆう子しを振りまくと、互いにからまりあうように天へとのぼっていく。

　そして──天高くで光が弾はじけた。

　茫ぼう然ぜんと光の軌き跡せきを目で追っていた珪華は、瞬またたく間に夜を覆おおった黄こ金がね色いろの閃せん光こうに耐たえきれず目を閉じる。

　やがて、再び光が薄うすれた時、あたりには元通りの闇やみと炬きよ火かの灯あかりだけがあった。

　今までのは都合のいい夢ではなかったかと思うほど変わらない光景に、珪華は緩ゆるく瞬き……ふと左手にある感かん触しよくに気づいて目を落とす。

「宝笛が……」

　いつのまにか握にぎっていた宝笛に、ますます夢だったような不ふ安あんに駆かられる。

「──っ、そういえば、宝ほう珠じゆは!?」

　左手に持っていたのは宝笛ではなく、宝珠だったはずだ。

　思いいたったそれに、どこかに落としてしまったのかと、ぎょっとして身み動じろいだ珪華の目の前に、

「ここだ」

　低い一言とともに、宝剣がさしだされる。

　きらめく剣身に、これではないのだと言いかけたところを、「おちついてよく見ろ」とおかしみを含ふくんだ祥の声が促うながす。

　あわせて、見やすいようにか、祥の腕が掲かかげるように宝剣を宙へかざした。

「あ……」

　途と端たん、飛びこんできたきらめきに、目を見開く。

　なにもはまっていなかったはずの剣首に、五色の光をまとった玉が輝いていた。

「宝剣が手元に戻ったと思ったら、こうなってた」

「じゃあ──」

　珪華はまさに『天つ光』と言うに相応しい輝きから目を離はなし、すぐ上にある祥の顔を仰いだ。

「祥が、天に認められたってこと？」

「──俺が、じゃない」

　まだ信じられないような心ここ地ちで言葉を紡つむぐと、祥がまっすぐにこちらをのぞきこんできた。

「俺たちが、だ」

　強く言い切られたそれが、じわり、と胸に沁しみる。

　認められたのだ──と、はじめて実感するのに、身体の奥底からじわじわと熱いものがこみあげてくる。

「う、ん……」

　嬉うれしいはずなのにこわばる顔に、珪華はなんとか笑えみを浮かべた。嚙み締めるように頷うなずいた拍ひよう子しに、こみあげた熱が涙なみだになって零こぼれ落ちる。

「珪華」

　そんな彼女に目を細めた祥は、ゆっくりその目め尻じりへと唇を落とした。

「『俺にはおまえが、珪華という存在が必要だ』」

「祥、それ」

　いつか、嬉しさと痛みを抱かかえて首を横に振ふった言葉に、珪華は息を吞む。

「……一いつ緒しよに、きてくれるか？」

　どこへとも、なにとしてとも告げない問いかけは、彼の胸のうちを表わすようにかすかに震えていた。

　その響ひびきに、珪華は静かに目を閉じた。

　今はもう、想いを遮さえぎる音は聞こえない──。

「うん……あなたが、まだ望んでくれるなら」

　思いの丈たけを声にのせた珪華の頰ほおを、さわり、となにかがなぜていく。

　え？　と瞼まぶたを開けば、祥もまた驚おどろいたようにこちらを見つめていた。

「珪華、髪かみが……」

　揺ゆれている、という言葉が声になる前に、どこからか「風が──」と茫然とした呟きが届いた。

「！」

　それに弾はじかれたように空を仰げば、冬の刺さすような風とは違う、暖かで包みこむようなそよ風が珪華の顔をなでていった。

「風が──風が、甦よみがえった！」

　最初は呟くように、やがて弾けるように声をあげた珪華は、喜び勇んで祥へと顔を戻した。

「ああ……」

　だが祥は、小さく微笑ほほえむと──緩く瞼を落とした。

「祥？」

　どうしたのか、と不思議に思って名を呼ぶと、「すま、ない」と擦かすれた囁ささやきが耳じ朶だをかすめた。直後、珪華の身体にずっしりと重みがかかる。

　祥の右手に握られた宝剣が、力なく地に切っ先を落とした。

「祥!?」

　突とつ如じよかかった重みに耐えきれず、祥ともども地面に崩くずれ落ちる。その衝しよう撃げきにも腕の中の身体が反応を返すことはなかった。

「陛下！　珪華さま！」

「おい、天狼ッ？」

　水を打ったように静まりかえっていた空気が、にわかに沸わく。

　けれど、そんな騒さわぎなど耳にははいらず、珪華はただ茫然と、震える身体で祥を抱きかかえることしかできなかった。
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　薄うす暗ぐらい室に、かすかな気息だけが落ちていた。

　帳を開けた臥牀の横に膝ひざを突ついた珪華は、目を瞑つぶったままの青白い頰にそっと指を伸のばした。

「祥……」

　ひやりと冷たい肌はだに、胸が締しめつけられるように騒ぐ。ここまで人の気配が傍そばにあって起きない彼ではないだろうに、今はぴくりとも動かない分、なおさらだ。

　唯ゆい一いつの救いは、その顔に苦しげな色がなく、規則正しい呼吸を繰くり返していることだった。

「──娘じようちゃん」

　ふと房しん室しつと前室を繫つなぐ戸が開いた気配がして、静かに呼びかけられる。

「雷牙、瞭さま……」

　振り返った先に認めたのは、祥の腹心たちの姿だった。

「敬けい称しようはいりません。──陛下のご様子は？」

　こんな時でも律りち儀ぎに訂てい正せいしつつ、こちらにむかってくる瞭に、珪華は小さく頭かぶりを振った。

「まだ、目を覚まさない」

「んな、心配すんなって。ただ、寝てるだけだ」

　娘ちゃんも聞いてただろ？　と同じく歩みよってきた雷牙にやや手て荒あらに頭をなでられる。

　珪華は、うん、と頷きつつも、祥へと顔を戻した。

　祥が倒たおれたあのあと、侍じ医いを呼ぶより運んだ方が早いとの判断で、すぐさま皇こう宮ぐうへと運びこまれた。浅いながらも呼吸がしっかりしており、これといった症しよう状じようも外がい傷しようもなかったためだ。

　待ち受けていた侍医の診しん察さつの結果、やはりただ意識を失っているだけだと判断された。

「怪け我がが塞ふさがったとは信じられないことではありますが……付着した血の量からするに、かなり出血されていたようですな。おまけに、精神に働きかけるような術をかけられたとか。身体的な負担と精神的な負ふ荷かが重なった結果、お倒れになったのでしょう」

　帝てい位いに即つかれてからこちら、忙いそがしくされていたのも影えい響きようしているのでしょう、と体力が回復するまで安静にしているように告げられた。

　ただ当の祥は、皇宮に運びこまれてから半日が経過しようかという今も、目を覚ます気配はなかった。

「娘ちゃんもあれから寝てねえんだろ」

　言外に休めと言う雷牙に、大だい丈じよう夫ぶだと首を横に振る。

　それより、と今まで祥の容態に気をとられ、すっかり頭から抜ぬけ落ちていたことを尋たずねた。

「佑と……景舜は？」

「景舜は牢ろうに。利佑さまは、一応近衛をつけて宮城の一室に」

　実質軟なん禁きんしているということだろう。皇族を牢に放ほうりこむわけにはいかなかったらしい。

「景舜は……なんてか、神気にあてられたとでも言うのかね、憑きものが落ちたみてえにおとなしくしてるな」

　実際、御使いの姿を目まのあたりにしたことで、今まで価値を否定してきた神の力を見せつけられ、戦意を喪そう失しつしたんだろう、というのが雷牙の言だ。

「詳くわしい取り調べはこれからになるが……まあ、もう、なにもできねえだろ」

「そう。佑は？」

「あの方は、むしろ静かすぎるといいますか……表面的にはこちらに背そむく意思がないように見えますね。あの邸やしきにいた元近衛や牙がはすべて捕とらえましたが、彼らについても『いいようにしろ』と」

　感情が動いたと言えば祥に怪我を負わせた時ぐらいだった、と言う瞭に、珪華は軽く目を瞠みはった。

「じゃあ、あの傷は──」

「間ま抜ぬけにも雷牙がとり押さえ損そこねた景舜が珪華さまにむかってきた時、術にかかっていたはずの陛下が、なんの前まえ触ぶれもなくあなたをかばう形で動かれたのです。あまりの急な転進に、攻こう撃げきを止める手がまにあわず……」

　理性という名の歯止めが利きかない祥との戦いに、もとより佑も瞭も手加減できるような状態ではなかったらしい。そこへきての自らの身を顧かえりみない動きに、さすがの佑もついていけなかったのだとことの真相を知らされる。

「おいっ、瞭！　おまえ、なにをさりげなく失礼なことを──」

「病人の枕まくら元もとですよ。静かにして、」

　ください、と続けるはずだったのだろう瞭の語ご尾びが、ふいに静けさを割った空気に途と絶だえる。

　ばたばたと数人ではない足音が近づいてきたかと思うと、口々になにかを言い募つのるらしい甲かん高だかい声に、三人は揃そろって前室の方を振り返った。被かぶるように聞こえる低い声は、扉とびら前を護まもる近衛たちのものだろう。

「なんだあ？」

「あの声は……花官かなにかでしょうか」

　宮城に響くはずのない女性の声に、雷牙と瞭が表情を険しくする。

　珪華もまたなにごとかと腰こしを浮うかせかけ、

「……ぅっ」

　かすかに聞こえた呻うめき声に、はっと祥の方へと顔を戻した。

「──祥？」

　目が覚めたのかとその面をのぞきこむが、祥は瞼を閉じたままだ。代わりのように不快げに眉まゆ根ねがよせられ、こちらから顔を背けるように首を動かす。

「…………」

　祥の様に、すっと珪華から表情が消えた。ついで、すっくと立ちあがる。

「娘ちゃん？」

　いきなり立ちあがって踵きびすを返したこちらに、怪け訝げんそうに雷牙が呼びかけてきた。

　けれど、珪華は返事もしないまま騒ぎの方を睨にらみつけると、音をたてないよう注意しつつも早い足どりで前室へとむかう。そのまま前室を素す通どおりすると、ゆっくりと扉を開けた。

「なにごとですか」

　低く問いかければ、扉の前に立ちはだかっていた近衛の一人が、慌あわてたようにこちらを振りむいた。

「申しわけございません。こちらの女性たちが、陛下がお倒れになったことを聞きつけたらしく……」

　見み舞まいをさせろ、と束になってのりこんできたのだと眉まゆをさげる。

　近衛たち越ごしに視線をやると、そこには見舞いというには目にも鮮あざやかな衣い裳しようをまとい、一分の隙すきもなく着き飾かざった女たちが扉の前を埋うめつくしていた。

　数日前、後宮に送りこまれてきた貴族の娘たちだ。

「──陛下はお休み中です。静かにしていただけませんか」

　珪華はこれ見よがしに息をつくと、怒ど鳴なりたい気持ちを押しこめて淡たん々たんと口にする。

　静かな怒いかりをたたえた声に、前列にいた女たちがぐっと言葉につまったように口を閉とざした。その様に、状じよう況きようが見えていないだろううしろの者たちも同様に押し黙だまる。

　さきほどまでの騒そう動どうもどこかへ、あたりが水を打ったように静まりかえった。

　珪華は令れい嬢じようたちを冷ややかなまなざしで見回すと、近衛たちに軽く頭をさげ、扉を閉めようとした。が──

「なぜ、あなたはよくて、わたくしたちが咎とがめられなくてはならないのです？」

　隙すき間まから滑すべりこんだ怒りと侮ぶ蔑べつを孕はらんだ声に、手を止める。

　こちらを睨みつける中央を陣じん取どった娘の顔には覚えがあった。

　──たしか、佑の時の花官だったって聞いたって言ってきた人だ。

　今もその瞳ひとみは、所しよ詮せんは宮きゆう妓ぎあがりが、と告げていた。

　こんなところで彼女たちの相手をしているより、すこしでも祥についていたいのに、といういらだちが再び嘆たん息そくとなって零こぼれ落ちる。

「……貴女あなた方は、妃嬪候補として後宮にはいられたのではなかったのですか？」

「それがどうしたというの？」

　だったら当然会う権利がある、と言わんばかりに娘が胸を張る。

「ならば、なぜここにおられるのです？　ここは貴女方が足を踏ふみいれていい場所ではありません」

　どうせ内ない侍じ官を丸めこんで衆芳門を抜けたのだろうが、そもそも妃嬪が後宮をでること自体許されることではない。

　言外にそう告げた珪華にきょとんとした相手は、まもなく意味するところに気づいたのか、かっと頰ほおを紅潮させた。

「そんなこと、あなたにっ──」

「この方の言われるとおりです」

　荒あらげられた声に、ひやりとした声こわ音ねが割ってはいる。

「瞭」といつのまにか隣となりに立っていた人ひと影かげを見やれば、娘は慌てたように口を噤つぐんだ。

「すみやかにおひきとりを。──この方々を西苑にお送りしなさい」

　瞭は珪華に勝まさるとも劣おとらない冷ややかさで、すこし離はなれた場所にいる近衛へ指示をだす。

　だがそれを、別の一人が「お待ちください！」と高く遮さえぎった。

「わたくしたちは……そう、その方と同じく、客として西苑に室をお借りしているのです」

　ちらっと横目に珪華を見やった彼女は、わずかに勝ち誇ほこったような目をした。

「ですので、後宮の掟おきてに縛しばられる必要はございません」

『これで文句のつけようがないだろう』と言うように小さく鼻を鳴らす。

　そんな令嬢の様子に、莫ば迦かじゃないの？　と内心呆あきれて、珪華は「それでしたら」と一層鋭するどい目で彼女たちを見み渡わたした。

　珪華の科白せりふに嬉き々きとしかけた女たちは、裏腹なまなざしに怪訝さをあらわにする。

「なおさら、身勝手な行動は慎つつしまれることですね。許可もなしに陛下の居室に押しかけるなど、不敬以外のなにものでもありません」

「な…っ!?」

　絶句する面々から、もう用はないとばかりに視線をはずすと、「いきましょう」と珪華は隣の瞭を促うながした。

「──っ、なにを下げ賤せんの身で偉えらそうに！」

　その足を止めたのは、またも最初の令嬢だった。

「救い手だかなんだか知らないけど、所詮は身分もない賤いやしい者にすぎないくせに！　どうやって陛下にとりいったのよっ？」

　今や完全にとり繕つくろった態度をかなぐり捨て、眦まなじりを吊つりあげて珪華を怒鳴りつける。

　それに顔色を変えたのは、瞭の方だった。

「その言葉、いくら楊よう家のご令嬢といえど、許されませんよ。この方は、」

「──瞭」

　凍いてつく声音で相手へ一歩踏みだした彼を、珪華はそっと手で制した。

　──莫迦じゃないかとは思ったけど……。

　ここまでとは、と気づかれないよう息を落とす。

　祥が倒たおれたことと同時に、風が甦よみがえったことは、すでに皇こう宮ぐう中の人間が知るところのはずだ。

　結果としていい方にむかったものの、それまでひき起こした騒動を考えれば、珪華自身、けして誇ることはできない。

　けれど、自分の自責の念と周囲の捉とらえ方は同じではない。望もうと望むまいと、皇こう帝ていとともにこの耀国に風を甦らせた救世主──そんな存在に自分はなってしまったのだ。

　それを貶おとしめることの意味を、彼女はまったくわかっていない。

　加えて、御使いが自分のことを、『天の笛を護りし末まつ裔えい』と呼んだのを、瞭や雷牙を含ふくめたあの場にいた兵の多くが聞いていた。意味するところに気づけば、彼らは本当のところが不明でも自分を伯家管氏の生き残りだと大々的に広めるだろう。

　そうすることで、祥の隣へと祭りあげるのが容易になり、ひいては彼の治世の障害が減ることに繫つながるからだ。

　──前にこの人たちに会った時は、そんなものを利用するなんて、嫌いやだと思ったけど……。

　管氏という『血』に依よることはしたくない、そんなのは貴族という地位を笠かさに着る彼女たちと同じだと思った。

「……でも、利用できるものは、利用する」

　その強したたかさもまた、自分だったはずだ。──とはいえ、今は管氏の名そんなものは必要ない。

「どうしたのよ？　ようやく身のほどを思い知った!?」

　瞭を止めたものの黙りこくったままのこちらを、面めん罵ばした娘むすめが居い丈たけ高だかに嘲あざ笑わらう。

　珪華は呆れた溜ため息いきを吞のみこむと、まっすぐ彼女へむき直った。

「身のほどを知るのは貴女の方よ」

「なんですってっ？」

「そうやって病人の傍そばで騒さわぐしか能のないような人たちは、今すぐここからでていってッ！」

　反はん駁ばくを叩たたき切るように右手を横に振ふると、鋭く一いつ喝かつする。

　一変した珪華の様に怯ひるんだようにうしろへさがった令嬢たちには目もくれず、珪華は彼女たちをとり囲むように距きよ離りをつめてきていた近衛たちを見回した。

「丁重にお帰り願ってください」

　彼らが頷うなずくのをたしかめ、今度こそ、彼女たちの鼻先でぴしゃりと扉とびらを閉ざす。

　その扉にもたれかかるようにして大きく息を吐はいた時、

「……珪、華？」

　擦れた呼びかけが耳に届いた。

　珪華ははっと頭をあげると瞭と顔を見合わせ、弾はじかれたように房しん室しつへとむかった。

「祥！」

　開いたままの戸から走りこみながら臥しん牀だいに目をやれば、祥が片かた肘ひじをつくようにして上体を起こしているところだった。

「まだ、寝てなきゃ…っ」

　慌あわてて走りよると、その身体からだを褥しとねへと押し戻もどす。

「おまえが……」

「？　わたしが？」

　おとなしく横たわった祥は、まだどこか気怠げな吐と息いきを吐いて、のぞきこんでくる珪華を見上げた。

「離れていく、夢を見た」

　たしかめるようにこちらの手を握にぎりこむ。

　もうどこへもいかせまいとするような仕草に、珪華は泣きたくなるような心ここ地ちで微笑ほほえんだ。

「どこへもいかない。ここにいるから」

　なにが起ころうと、もう逃にげだしたりはしない。

　自らにもまた言い聞かせるようにして、珪華は祥の冷たい指先を両手で包みこむと、強く握り締しめた。
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　かすかな火明かりが照らしだす室内で、珪華は時とともに高鳴っていく鼓こ動どうを持て余し、小さく息を吐きだした。

　拍ひよう子しに、結ゆいあげた髪かみに挿さされた金銀の歩ほ揺ようが、しゃらり、と涼すずやかな音色を奏かなでる。

　その音すら胸をかき乱すようで、視界を覆おおう紅色の紗うすぎ越ぬごしに、珪華はおちつきなく視線をさまよわせた。

「──祥、早くこないかな」

　どうしても張りつめてしまう神経に、こんな時間は早く終わってほしいと思う一方で、準備ができたとは言えない心は、まだきてほしくない、と矛む盾じゆんした思いを抱いだいていた。




　日ひ射ざしに力強さが増し、緑が輝かがやきだした初夏の某ぼう日じつ、耀国はめでたき一日を迎むかえていた。

　新皇帝利祥の即そく位い式しき、並びに管珪華の立后──二人の婚こん姻いんだ。

　本来、皇帝の即位の儀ぎは国のはじまりとされる、秋の降臨節におこなわれる。

　しかし、新皇帝の御おん許もとに御使いが降臨した以上、降臨節にこだわる意味はないと例外的に早められたのだ。それだけ、帝てい位いの証あかしである宝ほう珠じゆと風の恵めぐみをとり戻した彼の、一日も早い正式な登とう極きよくを望む声が高かったとも言える。

　そんな佳か日じつ、祠辰殿での儀式をつつがなくすませ、新皇帝並びに皇后を祝賀する宴うたげが夜の帳が降りた今も終わりを見せない中、珪華は一足先に西苑内にある芙ふ蓉よう殿でんへと戻ってきていた。

　一人、房室で花はな婿むこである祥の訪おとないを待っているのだが……どうにもおちつかない。

「……色々考える余よ裕ゆうなんて、今までなかったし」

　居ても立ってもいられない気分を溜息に変えて、珪華は今日までの慌ただしい日々を思い返した。

　本来なら秋におこなわれる即位の儀を早めたことで、急きゆう遽きよ必要な準備を整えるのはもちろんのこと、あの夜の騒そう動どうに付ふ随ずいするあれこれも放置するわけにはいかなかった。

　とはいえ、主犯である景舜は人が違ったようにおとなしくなったらしく、すべてのきっかけとなった房州城での一件及および、殷陽での騒動も含め、罪を認めているという。

　今はこれからくだされるだろう、軽くはない沙さ汰たを待つ身だったが──これを契けい機きに、すこしでも実父である玄陽に対する想おもいに変化が現れてくれたらと、願わずにはいられない。

「じゃなきゃ、老師が報むくわれないもの……」

　自分は恨うらまれたままでもいいのだ。彼に与あたえられるはずだった愛情を注がれてきたことは、事実なのだから。

「むしろ謝られたりしたら、まだなにか企たくらんでるのかと思っちゃいそうだし。──まあ、企むといえば、あの人も大たい概がいだったけど」

　独りごちつつ、珪華は左耳にそろりと指を這はわせた。

『どうせ、こうなることはわかっていた』と耳に甦る声に、重たい息をつく。

「結局、景舜のことは企みにのったふりをしてただけだったけど……耳みみ飾かざりのことは、老師の件に続く嫌がらせだったなんて」

　あの冬至の朝に語った『業ごう腹はらだ』という思いとは別に、これくらいのことで壊こわれるならそれまでの関係だと、自分たちを試ためしてもいたらしい。

『そうなれば、今度こそおまえがどう思おうと、ものにしようと思っていたがな』

　そう薄うすく笑った佑によぎったかすかな陰かげを、珪華は見ないふりをした。

　あの耳飾りが佑と祥の母親の形見であったらしいことも、なぜあの時彼がそれを持っていたのかも、考えない。──自分はもう、あの時答えを返しているのだから。

『二人でせいぜい理想の国とやらを築くがいい。……どうやら、私は天に認められなかったようだからな』

　そんな言葉で認めてくれた重みだけを、胸に刻んでおこうと心に決める。

「認めてくれない──というか、横よこ槍やりいれてきた人たちもいたしね」

　ちなみに、一番珪華を認めようとはしないだろう令れい嬢じようたちは、すでに後宮にはない。

　とある令嬢の発した『客』という言葉を逆手にとり、祥と瞭が西苑から追いだし……もとい、おひきとり願ったのだ。独断専行した内侍省内侍も罷ひ免めんされ、「後宮は閉へい鎖さする」という宣言の下、西苑に住まうのは皇后たる珪華一人という状態になっていた。

　そのこととは別に、珪華が伯家管氏の生き残りだという話は、案の定、あっという間に皇宮中に知れ渡った。それは同時に、『尊い血筋に見合わない』というものとはまた違う、思わぬ反対意見をも生みだす結果になったのである。

　管氏唯ゆい一いつの生き残りだというなら、利姓せいと結びつくのではなく、別の力ある者──この場合、祠し官かんとしての能力に優すぐれたという意味だ──と契ちぎりを交かわすことで、伯家を復興させるべきだという意見が噴ふん出しゆつしたのだ。

　ただ、それは祥と彼の側近たちによってあえなく一いつ蹴しゆうされた。

　御使いは二人がともにあることで、この国をあるべき姿に導くことができると告げられたのだ──と。

「心が繫つながっていれば、って言っただけで、一いつ緒しよにいなきゃいけないって言ったわけじゃないんだけどね……」

　珪華は今も胸にある響ひびきを思いだし、小さく苦く笑しようする。

　とはいえ、あの場にいたのは敵方をのぞけばすべて祥の手の者だ。都合良く解かい釈しやくされた託たく宣せんに、否いなを唱える者などいようはずもなかった。

　そうして、周囲を黙だまらせた祥は、まるでこちらの気が変わらないうちにとでもいうように、即位の儀とともに立后を決めたのである。

「……でも、ほんとによかったのかな？」

　ふっと笑えみを消して、頭の片かた隅すみにある不安を小さく零こぼした時、

「なにがだ？　珪華」

　低く空気を震ふるわせた声に、珪華ははっと頭をあげた。

「しょ……陛下」

　薄うす紅べに色いろの視界の先に認めた祥の姿に、どくりと心臓が跳はねる。

　──ど、どうするんだったっけ？　あれ、顔をあげちゃいけないんだった？

　いきなりのことに、頭に叩たたきこんだはずの閨ねやでの作法も吹ふき飛ぶ。

「二人きりの時は、『祥』でいい」

　内心慌てふためくこちらを見み透すかしたように、祥はくすりと笑いを零すと、静かに臥牀へと歩みよってくる。

　珪華はどうしたらいいのかわからず、うるさく騒さわぐ心臓の音を聞きながら、近づいてくる祥を見つめることしかできなかった。

「それで？　なにをぶつぶつ言ってたんだ、私の后きさきは」

『私の后』という言葉に、かっと頰ほおが火ほ照てる。

　するり、と頭に被かぶっていた紗うすぎぬがとり去られるのに、真っ赤になった顔を見られたくなくて思わず俯うつむく。

　しかし、夫となった男はそれを許さなかった。

　祥は紗を無造作に床ゆかに落とすと、その手で珪華の頤おとがいを捉とらえた。そのまま、くいっと仰あお向むかせると視線をあわせてくる。

　途と端たん、視界に飛びこんできた髪に、珪華は息を吞のんだ。

　──き、れい……。

　儀式と宴の間は、冠かんむりにほとんど隠かくされていた髪が、今は炎ほのおを映して朱しゆ金きんに輝いていた。

　つい見入っていると、「珪華？」と促うながすように名を呼ばれ、はたと我に返る。気がつけば今にも鼻先が触ふれあいそうな距きよ離りにあった祥の顔に、一時忘れていた熱が再燃するのを感じ、恥はずかしさに目が泳いだ。

　すっと細められたまなざしに、譲ゆずる気がないのを見てとり、珪華は渋しぶ々しぶ口を開いた。

「……いいのかな、って」

　無言のまま先を促した祥に、小さく喉のどを上下させて続ける。

「反対してた人たちが言ってたみたいに、宝ほう剣けんを授さずけられた皇家と宝笛を授けられた伯家が一緒になるのは、天てん帝ていさまや始祖のお二人の意思に背そむくことになるんじゃ……って」

「ああ、そんなことか」

「そんなことって──」

　あっさり告げた祥にややむっとすれば、苦笑した彼に肩かたを抱きよせられた。

「気にするようなことじゃないからな」

　実際、過去に婚姻によって皇家と伯家の血が混じったことは幾いく度どとなくある、と教えられ、知らずこわばっていたらしい肩からほっと力が抜ぬけた。

「第一、天が祝福してなければ、宝珠が輝かがやくはずがない。──穏おだやかな風の吹く、柔やわらかな日ひ射ざしが、俺たちのことを反対しているように見えたか？」

　珪華にまとわりつく不安を払はらうように軽く背を叩いたあと、身体からだを離はなした祥が再度のぞきこんでくる。

　皇こう帝ていとしての正装をまとった彼の、腰こしに佩はかれた宝剣へと視線を落とした珪華は、剣首で変わらぬ輝きを放つ宝珠を見ながら緩ゆるく頭かぶりを振ふった。

　そんな彼女の瞳ひとみをとり戻すように、「それに」と祥が膝ひざの上にあった繊せん手しゆを手にとった。

「祠伯の座を継つぐのは血ではなく、力に依よるべきだとは思うが──伯家管氏を途と絶だえさせるのが嫌いやだというなら、俺たちの子に継がせればいいだけの話だ」

　違うか？　と意味深に笑いながら、指先で手の甲こうをなでられる。

「俺たちの子って…っ」

　それだけのことで、高く心臓が跳ねるのを抑おさえられない。是ぜ、と答えればそのまま押し倒たおされそうで、頷うなずくこともできなかった。

　今夜は、初夜だ。

　そのことの意味も、后として皇帝の血を繫いでいく重要性もわかっているが……彼の手に身を委ゆだねる怖こわさにも似た羞しゆう恥ち心しんは、覚かく悟ごだけではどうにもならないらしい。

　うろうろと視線を迷わせる珪華に、祥は小さく喉を震わせたあと、握にぎった手に力をこめた。

　意識をひくようなそれに彼へと視線を戻すと、思いもかけず真しん摯しなまなざしといきあう。

「──なにより俺が、天の意思に背くことになろうとも、もうおまえを手放すことができない」

「祥……」

　目を瞠みはった珪華の手を、祥が己おのれの方へとひきよせる。

「おまえが必要なんだ──俺の片かた翼よく」

　吐と息いきが肌はだをかすめ、そっと指先に口づけが落ちた。

「──ゃ…っ」

　乞こうように伏ふせられた面に、指先に触れた唇くちびるに、愛いとおしいと告げるような囁ささやきに──珪華は反射的に腕をひいていた。

　だが、祥の手をすり抜ける寸前、強い力にひき止められる。

「──珪華」

　俺を拒きよ絶ぜつするのか？　と射い貫ぬいたまなざしの剣けん吞のんさに、慌あわてて首を横に振る。

「今のは、そうじゃなくて……！」

「じゃあ、なんだ？」

　緩まない険しさで問い返され、思わず口を噤つぐむ。しかし、指先に痛いくらいにこめられた力に、白状せざるを得なかった。

「……綺き麗れいじゃ、ないから」

「──なに？」

「わたしの手、綺麗じゃないから。色だって、白くないし。だから……」

　ほとんど衝しよう動どう的てきな行動だったから、なんと言葉にしたらいいのかわからない。

　うっすらと爪つめを紅で染められた指先は、家事や畑仕事をすることもなくなった上、この日のために手入れをされてきたから、荒あれているわけではない。

　それでも薬草などを採取する際に負った細かな傷きず跡あとは残っているし、節のめだつ指先や手の甲は女性らしいたおやかさに欠けた、働く者の手だ。

　この手を厭いとうているわけではない。自分の生き様だと思えば誇ほこりに思うくらいだ。

　けれど、祥が口づけているのを見た時、なぜか頭をよぎったのは、かつて花官たちに投げつけられた中傷と、令れい嬢じようたちの白い繊手だった。

　その瞬しゆん間かん、どうにも居たたまれなくなってしまったのだ。

　自分にもこんな気持ちがあったのだと──好きな人にはすこしでもよく見てもらいたいという思いに、戸と惑まどうしかできない。

　頼たよりなげに眉まゆをさげた珪華をじっと見つめた祥が、ふっと口元を緩めた。そうして、再度指先に唇をよせた。

「──必死に生き抜いてきた証あかしだろう、それは。重いものを持ったこともないような手より、よほど好ましい。それに、この指先の奏かなでる音色は、なにものにも代えがたい」

「──っ」

　小さな音をたてて口づけたあと、屈かがめていた上体を起こした彼は、息を吞んだ珪華に構わずその髪かみへと手を伸のばした。

「おまえは俺の髪を綺麗だと言ってくれたが……」

　紡つむがれる言葉に、しゃらり、と涼すずしげな音が重なる。歩ほ揺ようが抜きとられたのだ。

　そのまま次々と簪かんざしをはずされ、結ゆわれていた髪がさらりと背へ流れた。

「艶つややかで芯しんのあるこの黒くろ髪かみの方が、俺は好きだ」

　まっすぐなおまえの心根のままだな、と祥は一ひと房ふさすくいあげると柔らかに唇を触れさせる。

「ちょっ、祥……！」

　甘い囁きとともに落とされる唇に、珪華は激しく動どう揺ようした。

　だが、男は構うことなく指を耳元へ滑すべらせると、今度は耳みみ飾かざりをはずしていく。

「母の形見もよく似合ってはいたが──この耳に囁きかけるのは、俺だけでいい」

「や！」

　若干じやつかんきつさの増した声こわ音ねが左耳をくすぐり、身をよじる。そんな抵てい抗こうも虚むなしく、柔らかな部分を唇が食はみ、以前佑に穿うがたれた穴を気にいらないとばかりに舌先でなぞられた。

「──んっ」

　背中をぞわりとはいのぼった、悪お寒かんにも似た痺しびれに、唇を嚙かみ締しめてあがりそうになった悲鳴を嚙み殺す。

　ぞくりと肌の粟あわ立だつ身体をなだめるように長い指が右耳をなで──それも今の珪華には刺し激げきにしかならなかったが──、頰へと滑った大きな掌てのひらが、知らず俯いていた顔を持ちあげた。

　え、と思う間もなく、すぐそこに迫せまった顔に目を閉じれば、瞼まぶたへと柔らかな感かん触しよくが触れた。

「どんなに辛つらいことがあっても前を見み据すえる、意思の強いまなざしも尊いものだと思う」

「……こで、しゃべらない、で…ッ」

　瞼に唇を触れさせたまま、吐息混じりに囁かれれば、いやでも顔に血が集まってくるのがわかった。

　強ごう引いんでありながらも優やさしい触れあいに、湧わきあがる震ふるえが止まらない。

「祥、もう──ぅんっ」

　もう止めて、と戦慄わななく唇を開いた珪華だったが、それすら、すべてが声になる前に熱い唇に吞みこまれた。

　舌先が形をたしかめるように唇をなぞったあと、名残なごり惜おしげに離れていく。

「──小こ憎にくらしいことを言う唇すら、愛おしいと思えるから質たちが悪い」

「そんなの知らな、」

「ほら」

　口を突ついた反はん駁ばくを笑い混じりに遮さえぎって、祥が再び口づけてくる。

　さきほどより深い繫つながりに、心の中で罵ののしる余よ裕ゆうもなく、ただ耐たえるようにそれを与あたえる相手にしがみつくしかない。

「──は、ぁ」

「そういう艶つやめく声もいいが……たまには、甘い言葉を囁いてくれ」

　ようよう解けた口づけに荒あらく息を継ぐ珪華に、密ひそやかに笑って、祥は軽く持ちあげた顎あご先へと唇を降らせる。

「ゃ…あっ」

　触れられるたび、敏びん感かんになっていく肌はそんなささやかな刺激にすら煽あおられて、思わず首を仰け反らせた。

　それをこれ幸いとばかりに、不ふ埒らちな唇は首筋へとおりていく。

「病的に見えるほど白い肌よりも、これくらいの方がおまえにはあう。──とはいえ」

　触ふれるか触れないかの距きよ離りで滑っていた吐息がふと途と切ぎれたかと思うと、ちくん、と覚えのある痛みが首筋に走った。

「つっ──」

　ひきつった喉のどで悲鳴を嚙み殺せば、労いたわるように舌先で舐なめられる。

「ずいぶん、跡あとはつきやすいようだからな」

　これからが楽しみだ、と笑い声が肌をくすぐった。

「これからって……！」

　意味するところに気づいてしまえば、羞しゆう恥ちで頭が沸わきそうになる。

　こんなことには長くは耐えられそうにない、とこれから待っているだろうものに、一層身を震わせた珪華は、次の瞬間、びくりと肩かたを跳はねさせた。

　いつのまにかあわせにかかっていた祥の手が、大きく襟えり元もとを開いたのだ。

「やっ、待って！」

　反射的に零こぼれ落ちた抵抗に返ったのは、肩にかかった重みだった。

「きゃ──」

　急なことに虚きよを衝つかれ、耐える間もなく上体がうしろへと傾かたむく。

　視界が回り、とさっと柔らかな感触が背にあたった時には、覆おおい被かぶさってきた祥の顔が目の前にあった。

　冠かんむりをはずし、流れるに任せてあった蜜みつ色の髪が、はだけられた珪華の胸むな元もとに落ちかかる。そのくすぐるような淡あわい感触に、ざわりと肌が粟立った。

「しょ、う……」

「──待たない」

　影かげになった顔はよく見えなかったが、紡がれた声の真しん摯しさに一瞬呼吸を忘れた。

　臥しん牀だいに縫ぬいつけられるように動きを止めた珪華に、祥はゆっくりと顔を近づけ──はだけた左胸の上、梧あお桐ぎりの痣あざへと熱のこもった唇を押しあてた。

「救い手としてのおまえも、管氏の生き残りとしてのおまえも……『珪華』も、すべて俺のものだ」

　ついで、痣をなぞるように滑った指先に、ひゅっと喉が鳴る。

「もう、止めてはやれない」

　どこか痛むように呟つぶやいて、祥は三度珪華へと口づけた。

　ただでさえままならない呼吸すら奪うばうような熱に、胸の奥底が震えた。早はや鐘がねを打つ鼓こ動どうは、きっと指越ごしに彼に伝わってしまっているだろう。

　──祥……。

　霞かすみがかっていく意識の中、それでも、さきほどのまるでこちらに無理を強しいているような言葉が、ひっかかっていた。

　恥はずかしさも、怖こわさも、消えない。

　けれど、この想おもいが、愛いとしさが、一方的なものではないのだと伝えるように、珪華は力のはいらない手を懸けん命めいに祥へと伸ばす。

　広い背中へ震える指先を回した。

「！……珪、華」

　ぴくりと掌のむこうの身体からだが跳ね、ゆるりと解かれた唇くちびるから、たしかめるように名が紡がれる。

　珪華はまっすぐに注がれる視線から逃のがれるように、目を伏ふせた。

「……して」

「な、に──？」

　鋭するどく息を吞のんだ気配に、そろそろと視線をあげる。

「灯あかりを、消して」

　意は固めたものの恥ずかしさはどうしようもなくて、そう頼たのむと、なぜか祥の面から表情が消える。

　──え、どうして？

　自分はなにかまずいことを言っただろうか？　と珪華が内心で狼狽うろたえていると、ふうっと息を吐はきだした祥が、この上なく愉しげな笑えみを浮うかべた。

　そこに含ふくまれた匂においたつような艶に、嫌いやな予感がよぎり、無意識に身体が後あと退ずさろうとする。が、肩を押さえつけた手にすぐに阻はばまれた。

「断る」

　端たん的てきに告げられた拒きよ絶ぜつに啞あ然ぜんとするうち、しゅるり、と衣きぬ擦ずれの音が臥牀に落ちた。途と端たん、みぞおちのあたりが軽くなったような感覚に、珪華はぎょっと目を見開いた。

　衣い裳しようの帯を解かれたのだ。

「祥ッ、灯りを……」

「断ると言った。──おまえが、見えなくなる」

「──ッ」

　見られたくないから頼んでいるのだと、彼の視線から逃げるように身み動じろぐが、かえってそれは着衣を乱れさせることにしかならなかった。

「……この目で、おまえは俺のものだとたしかめたい」

「ひゃ…っ」

　熱のこもったまなざしがこちらを見下ろしながら、乱れた襟えりぐりにもう片方の手がさしこまれ、自分のものとは思えないような声が漏もれる。
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「おまえもたしかめるといい。──その目で、この肌はだで」

　言葉どおり、その瞳ひとみに焼きつけるように双そう眸ぼうを細めた祥の指先が、つっと肌をなぞった。それだけで、全身の血が沸きかえるように熱がこみあげてくる。

　火明かりだけではない朱しゆ色いろで、暴あばかれた肌が染まっていく──。

「ふっ、う……」

　あふれだすように唇から熱を零せば、祥の口元が綻ほころんだ。

「薄うす紅べに色に染まって、美しいな──」

　そうして、その色にひきつけられるように胸のふくらみの間へと唇を落とした。

　珪華はひゅっと息を吞み、足元からぞわぞわとなにかがはいのぼってくるような未知の感覚に、すがるように目の前の頭へと抱きついていた。

　ふっと祥が笑った感かん触しよくに、肌が戦慄く。

「しょ…っ」

　自分ですがっておきながら抗こう議ぎするようにあがった声に、祥はわずかに身を起こすと艶つややかに笑みを浮かべた。

「おまえだけだ……俺の片かた翼よく」

　けれど、珪華にはもう答える余裕もなくて──がくがくと首を縦に振ふると、自分のものだというように祥に回した腕に力をこめた。
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　しかしてはじまった、皇こう帝てい利祥の統治は、その後およそ半世紀に及およぶほどの長きに渡るものとなった。

　戦いくさを好み、挙句天てん帝ていの加護を失った先々帝により荒あれはてた大地と民たみを、甦よみがえった天つ風と政策によって癒いやし、虎こ視し眈たん々たんと覇は権けんを狙ねらう近きん隣りんの国々を力で牽けん制せいした彼は、かつて天狼大将と呼び習わされた能力に反して戦を好まず、登とう極きよく後、二度と国土を荒らすことはなかったという。

　その治世は、始祖に並ぶ中興の祖として、後世に長く語り継つがれるものとなった。

　また、因習として根づいた後宮を撤てつ廃ぱいした彼は、ただ一人、天から降くだされたと言われる皇后のみを愛した。

　天てん祥しようの隣となりに風ふう華かあり、と謳うたわれた彼かの皇后は、常に皇帝の横にあり、時に厳しく、時に癒しの音色でもって、彼の治世を支えたと伝えられる。




　そうして、二人がとり戻した風の彩あやなす空の下、耀国には今日も人々の笑顔が輝かがやいている。
















　昼間の暑さ冷めやらぬ夜や陰いんの中、軽かろやかな笛の音が響ひびいている。

　地表に淀よどむ熱を吹ふき払はらうかのようなその音色は、耀よう国こくが上都みやこ・安あん永えいの一画、かぎられた者しか立ちいることを許されない宮城内の亭子あずまやから聞こえてくる。

　吊つるされた灯とう籠ろうの灯あかりに浮かびあがるのは、まだあどけなさの残る少女の姿だ。

　少女──珪けい華かは最後の一音が気怠い空気に溶とけていくのを見送るように、口元から笛を離はなして亭子の外へ目をやった。

「……どうして、ここにはこんなに水があるんだろう」

　時折涼すずやかなそよ風が頰ほおをなでるこの亭子は、池に張りだすような形で建っている。

　ゆらゆらと火明かりを返す水面を、珪華は羨うらやむ心ここ地ちで見下ろした。

　──村のみんな、どうしてるかな。今年もほとんど雨が降らないから、苦労してるんだろうな。薬くす師しだった老ろう師しが亡なくなって、この暑さで具合が悪くなってもどうにもできないだろうし……。

　満々と水をたたえる池とは裏腹に、国中どこへいっても慢まん性せい的な日照りに喘あえいでいる。珪華が育った、ここから遠く東にくだった辺境の村でもそれは変わらなかった。

　そこで珪華は老師こと、育ての親である玄げん陽ようと二人、長引く戦や干ばつに苦しめられながらも、平へい穏おんに暮らしていた。

　だがそんな生活も、一年前、老師の死とともに一変した。

　生まれた時より親はなく、唯ゆい一いつの身内を失った珪華は、老師の遺ゆい言ごんを叶かなえるべく、長い旅を経て上都へとやってきた。挙句、どこでどう間ま違ちがったのか、今では皇こう宮ぐうに暮らす身の上だ。

「それもこれも、みんなあの人の……」

「どうした？」

　数ヶ月前のことを思い返していた珪華は、横合いからかかったどこか不ふ機き嫌げんそうな声に、はっと我に返った。

「申しわけ、」

　慌あわてて頭をさげようとしたところで、ふいに伸のびた手に手首をとられる。そのまま強くひかれ、珪華は体勢を崩くずした。

「きゃ…っ」

　気がつけば、冴さえた相そう貌ぼうにすぐ下からのぞきこまれていて、息を吞のむ。いつのまにか、逞たくましい腕に腰こしを囲われるようにして囚とらわれていた。

「考えごとか？」

　自分といる時に上の空とはいい度胸だ、と言わんばかりに細められたぬばたまの瞳ひとみに、小さく身み動じろいだ。

「──失礼いたしました、陛下」

　今上帝・利り佑ゆう。

　それが目の前に座す男であり、たった今まで笛を奏かなでていた相手でもあった。

　ひと月ほど前から、珪華は宮女として彼の後宮に伺し候こうしていた。宮女とは言っても、皇帝の宴楽に供する宮きゆう妓ぎ──楽師として、だ。

　妃ひ嬪ひんたちとは違い、皇帝の傍そば近くに侍はべるなどよほどのことがないかぎりあり得ない身だったが、ふとした折に笛の音を気にいられ、こうして呼びだされることがしばしばあった。

　──この人の前で隙すきを見せるなんて、なにやってるの…っ

　珪華は先を促うながす視線に、己おのれの失態を悔くやみながら渋しぶ々しぶ口を開いた。

「すこし、不ふ思し議ぎで」

「不思議？」

　すっと伸びた手が、首筋に落ちかかった髪かみを一ひと房ふさすくいとる。拍ひよう子しに肌はだをかすめた指の感かん触しよくに肩が震ふるえそうになるのをこらえ、珪華は佑を見下ろすまなざしに力をこめた。

　視線をあわせるなど、不敬以外のなにものでもないが、彼の場合、下へ手たに逃げる方が不興を買うだろうことは実感済みだ。苛か烈れつで知られた皇こう帝ていに対する時は、常に薄はく氷ひようを踏ふむ心地だった。一つ間ま違ちがえば、一宮妓の首など簡単に飛ぶ。

「皇宮には……上都には、なぜ水が絶えないのかと。国中どこでも水不足は深刻ですから、羨ましいというか、もったいないというか……」

　それ以上に恨うらめしいのは、終わらない戦や重くなるばかりの租そ税ぜいだが──とはさすがに口にできない。

　そんな珪華の胸のうちを知ってか知らずか、佑は手の中の髪を弄もてあそびながら「そんなことか」と、おもしろくもなさそうに鼻を鳴らした。

「水源が豊かだというだけの話、なんの不思議がある」

「たしか、近くの祁き水すいという河から水をひいているという話ですが……その河は涸かれないんですね」

　だからこそ、この男や貴族たちは民たみの苦労も知らず、平然と無む茶ちやなことが言えるのかと、覚えず声こわ音ねに険が宿った時、そういえば、と佑が双そう眸ぼうをきらめかせた。

「なくはないな、不思議が」

「──え？」

　どういう意味かと瞬またたいた珪華に、佑は言を続けた。

「あの河の源流は、ここから半日ほどいった山の麓ふもとにある玄げん海かいという湖だ。そこに淑しゆく真しん仙せん娥がという水すい仙せんが住むという話がある」

「水仙……水を司つかさどる仙せん女によ、ですか」

「それのおかげで、あの湖はどんな日照りでも水が涸れることがないと言われている」

　そう語る当の本人には、信じている様子は欠片かけらもない。

　珪華としてもそんな雲を摑つかむような話が聞きたかったわけではなかった。彼が……皇帝がこの国の現状をどう思っているのか、たしかめたかっただけだ。

　──所しよ詮せん、下しも々じもの苦しみなんて関係ないってことね。

「……さようでしたか。でしたら、その湖はさぞ美しいんでしょうね」

　珪華は声に棘とげを含ふくませながら、平へい淡たんな感想で話をきりあげると、腰に回された腕から抜ぬけだそうと身をよじった。

　だが、拘こう束そくは緩ゆるむどころか、

「ほお、興味があるか」

　佑は口元に不ふ穏おんな笑えみを刻むと、指にからめた髪を手た繰ぐりよせるようにくっとひいた。

「痛っ」

「ならば、ちょうどいい。おまえもこい」

　ひっぱられる形で顔をさげた珪華の肌を、囁ささやきがなでる。

「こ、い……？」

　なんの話かと零こぼれた声は、震えが抑おさえきれなかった。

　佑がくつりと喉のどを鳴らす。

「近く、その湖で祭さい祀しがある。それに同行するがいい」

　髪を離した手が、頰をなでる。

「湖が見たいのだろう？」

「……っ」

　直じかに感じる温ぬくもりに、肌が粟あわ立だった。

「そのお心こころ遣づかいだけで、」

「見たいだろう」

　つきあわされるなど冗じよう談だんではない、と遠回しに拒きよ絶ぜつしようとするが、こちらを射るまなざしが否いなやを許さない。答えを促すように下した唇くちびるをなぞった指に、珪華は不承不承顎あごをひくしかなかった。

「……かしこまり、ました」

「不満のようだな」

　薄うすく笑む男に、そう思うならその手を放せ、と袖そでの陰で拳こぶしを握にぎり締しめながら、

「そんなっ……めっそうもありません」

　慌てた素そ振ぶりを装い、勢いよく首を横に振ると、佑の指先を振り払はらう。

　──なりゆきとはいえ、いくことになっちゃったけど……あの人にはまたなんか言われるんだろうな。

　今から嫌いや味みが聞こえるようだ、と珪華は密ひそかに息を零した。







「──というわけで、皇帝の行幸に同行することになったから」

　先日の出来事をかいつまんで説明した珪華に、案の定、呆あきれたような深い溜ため息いきが落ちる。

「……何度も言ったはずだ。あの男の前で隙を見せるなと」

　また痛い目をみたいのか、と目の前の青年は端たん整せいな面に険を走らせた。

　青年の名は天てん狼ろう。

　若くして鎮ちん護ご大将軍の位を預かる歴戦の将しよう帥すいであり──珪華を宮女として皇宮に送りこんだ張本人でもあった。

　油断した自覚があるだけに一いつ瞬しゆん言葉につまりながらも、珪華は「そうは言うけどね」と鋭するどく天狼を見返した。

「そもそもこんな面めん倒どうに巻きこまれることになったのも、あなたのせいじゃない」

　約三月前、珪華は老師の最後の願いを叶えるべく深夜の皇宮へと忍しのびこんだことがあった。そこで、怪け我がをして追われていた彼と出で会くわしたのだ。

「手当てまでしてあげたわたしを、恩知らずにも『知られたからには協力してもらう』って脅おどしてきたのそっちでしょ」

「先にこっちの地位を利用しようとしてきたのはどいつだ」

　お互たがいさまだと天狼が鼻を鳴らす。

　結局、利害が一いつ致ちした結果、渋々協力関係を結ぶことになった二人は、珪華の入宮以来、時折こうして人目を忍んで情報のやりとりをしていた。

　珪華は変わらず注がれる冷ややかな視線にばつの悪さを覚えつつ、「それにしても」と話の矛ほこ先さきを変えた。

「湖にいくのは、祭祀のためなんでしょ？　どうして宮妓をそんなものに同行させる必要があるの？」

　この国には神たる天てん帝ていに仕える、祠し官かんと呼ばれる神官たちがいる。中には祠楽師という楽を奉ほう納のうする者もいるのだ。わざわざ後宮楽師を連れていく必要などない。

　わざとらしい話題の転てん換かんに、天狼は眉まゆをあげたが、言ってもむだだと思ったのか、「表向きはな」と息を吐はいた。

「表向き？　それって、祭祀がってこと？」

「ああ。祭祀とは名ばかり──要は皇帝や官かん吏りたちの体ていのいい暑しよ気き払ばらいだ」

「暑気払い……そりゃ、水辺だし、涼すずしいんだろうけど」

　どこか納なつ得とくがいかないといった風ふ情ぜいの珪華に、天狼が面倒な素振りを隠かくしもせず言葉を継ついだ。

「湖に注ぐ泉に、水仙が住むというのは？」

「聞いた。そのおかげで祁水の水は涸れないんだって」

「祭祀はその水仙に、その年穫とれた最初の穀物を奉納することで、その年の秋の収しゆ穫うかくを願う行事だ。が、そいつが終われば『祝い』という名の宴うたげになる」

「……そこに、わたしたち宮妓で楽や舞まいを披ひ露ろうして、興を添そえろってこと？」

　返った頷うなずきに、とんだ祭祀もあったものだと、呆れかえる。

「せいぜい、ぼんやりして酔すい客きやくにからまれないようにするんだな」

「…っ、ご心配をどうも。けど、酔よっぱらいの相手は慣れてますから！」

　油断するなと皮肉で刺さされ、珪華はむっとするが、天狼は『どうだか』といった体で肩を竦すくめた。

「おまえとの関かかわりを表おもて沙ざ汰たにできない以上、助けは期待しないことだ」

「そんなのこっちから願い下げよ！」

　頭に血がのぼったまま言い捨てて、珪華はさっと踵きびすを返した。

「おい──」

　まだなにか言いたげな声が追ってくるが、構わず歩き去る。

　それを後々悔くいることになるとは、この時の珪華には思いもよらなかった。
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　玄海──遥はるか昔の人々に、北に広がる海と称しようされた湖は、その名にふさわしく果てが見えぬほど広く、夏の日ひ射ざしにきらきらと光を弾はじいていた。

　長年の日照りに水みず嵩かさが減ったという青く輝かがやく湖面に見入りながら、珪華は細く息をついた。

「綺き麗れい……これなら、水仙が住むって言われてるのもわかる気がする」

　だとしたら、あの噂うわさもまるきり噓うそじゃないのかもしれない、と数日前の同どう僚りようとの会話を思い返した。




「え、玄海の離り宮きゆうにいくの!?　いいなぁ」

「？　涼しいから？」

　行幸について湖にいくことになったことを知った花官──後宮に住まう宮女たちを、皇宮を彩いろどる花になぞらえ、人々はそう呼び習わしていた──の一人があげた声に、珪華は小首を傾かしげた。

「そうじゃなくて！　あそこって不思議な言い伝えがあるんだよね」

　その科白せりふに、別の花官が頷きながら口を挟はさんでくる。

「あ、それ聞いたことある。夏の満月の晩に、泉の水で身を清めたあと、月の映る湖面をのぞきこむと会いたい人に会えるんだって」

「へえ、そんな話があるんだ」

　少女たちが好みそうな、よくある呪まじないの類たぐいか、と話半分に聞いていた珪華は、けれど、次に聞こえてきたやりとりに一転、ひどく興味をひかれた。

「会いたい人って、好きな人ってこと？」

「私は運命の人だって聞いた」

「え？　私が聞いたのは、今はもう会えなくなった人にまた会えるって話だったけど」

「もう会えなくなった人って……亡なくなった人ってこと？　それってなんだか怖こわくない？」

　ああだこうだと言いあう花官たちを、思わず食い入るように見やる。

「会えなくなった、会いたい人……？」

「あら、珪華、だれか会いたい人がいるの？」

「え？　ううん、そういうわけじゃ……」

「あ、陛下が運命のお相手かたしかめたいんでしょ!?　気にいられてるもんね」

　尋たずねられ、誤ご魔ま化かそうとしたところへ割ってはいったそれに、珪華は「まさか！」と目を剝むいた。

「じゃあ、別に気になる人がいるとか？」

　探さぐるようなその言葉に、ふっと天狼の顔がよぎり、慌あわてて頭かぶりを振る。

「あの人はそんなんじゃないし…っ」

「ええっ、あの人ってだれ!?」

　とっさに口走った科白に、少女たちが好こう奇き心しんに目を輝かせて食いついてくる。

「っ、なんでもないから！」

　しまった、と同僚たちの追つい及きゆうを若じやつ干かんひきつった笑え顔がおでかわしながら、

　──会いたい人に、会える……。

　珪華はそう胸の中で繰くり返していた。




　そんな噂を耳にしたからだろうか。

　珪華はおさまらない胸のざわめきを抱いだきながら、湖こ畔はんにある離宮へと足を踏ふみいれた。

　離宮とはいえ、時には朝ちよう廷ていが置かれることもあったという宮きゆう殿でんは、安永城に比べて規模こそ劣おとるものの、壮そう麗れいな造りをしていた。

　なにより、うしろを深い森に、前を湖に囲まれたここは、夜ともなれば暑さの淀よどむ上都みやことは比べものにならないほど涼しかった。

「たかが数日のことに、貴族たちがこぞって参加するわけね」

　安永城を発する隊列の数を見た時はばかばかしいと思ったけど、と皮肉げに零こぼしながら、珪華は細く開いた戸からそっとあたりをうかがった。

「……よし、だれもいない」

　室内を見回してほかの花官たちが寝ね入いっているのを再度たしかめると、彼女は戸口からするりと外へ抜ぬけだした。

　月が煌こう々こうとあたりを照らしていた。

　天を仰あおいで、まもなく中天にさしかかろうかという月の位置をたしかめる。

「急がないと……」

　珪華は寝しん衣いの上から羽織った上じよう衣いをかきあわせると、満月に一ひと際きわ濃こくさす影かげに身を潜ひそめるようにして歩きだした。

　宮殿内はしんと静まりかえり、ほとんど人ひと気けがない。明日は夜明けから祭さい祀しがおこなわれるため、夜警にあたる衛え士じや武官たち以外はすでに寝ね静しずまっていた。

「たしか、こっちだったはず」

　そんな中、珪華は気配を忍しのばせて足早に歩を進めた。

　夏の満月の晩に、泉の水で身を清めたあと、月の映る湖面をのぞきこむと会いたい人に会える──。

　所しよ詮せん、真しん偽ぎの定さだかでない噂にすぎない。信じる方が間ま違ちがっていると、理性ではわかっている。

　けれど、『もしかしたら』という思いが消えないのだ。万が一、をたしかめずにはいられない。機会は今夜だけだと思うと、なおさら胸が騒さわいだ。

　もしかしたら、もう一度老師に会えるかもしれない、と……。

「ちょっと、たしかめてみるだけ」

　言い訳のように呟つぶやいて、珪華は所々に立つ人ひと影かげを避さけながら、泉へと急いだ。

　場所は明るいうちに確かく認にんしてある。

　そこは、森の浅い場所にあった。

　鬱うつ蒼そうとした木々に囲まれるように、岩いわ清し水みずが湧わき出、五尺（約一・五メートル）四方ほどの泉になっている。そこから岩を伝って、湖に水が注ぎこんでいるのだ。

「わ、ぁ……」

　人目を避けて木立の隙すき間まを縫ぬうように進んでいた珪華は、目前に広がった光景に思わず息を吞のんだ。

　真っ暗な森の中、泉にだけ木こ漏もれ日のように月光が降り注いでいた。

　揺ゆれる水面が月明かりにさざめく様は、水の湧きでる清らかな音とあいまって、ひどく神秘的だ。

　ひかれるように近づいていった珪華は、泉の淵ふちにしゃがみこむと、そっと指先を水に浸ひたした。ひやりとした水は驚おどろくほど冷たい。

「……ここにはいるんだよ、ね」

　たしかに、この場所以上に身の汚けがれを祓はらうのに適した場所はないだろうが──夜、だれもいない森の中とはいえ、外で裸はだか同然の格好になるのは気がひけた。真っ暗ならまだしも、月明かりが落ちている分、余計だ。

「けど、だれも見てないんだし……」

　しかし、老師にもうひと目会いたいという思いが勝まさった。

　そろそろ月が真上にきてしまう。迷っている暇ひまはない。

　珪華は気配をうかがうように周囲を見回すと、羽織っていた上衣を肩かたから滑すべらせた。用意してきた着き替がえとともに近くの岩にかけておく。

「水すい仙せんさま、立ちいるご無礼をお許しください」

　単衣ひとえ姿になった彼女は、小さく喉のどを上下させると、恐おそる恐る泉へ爪つま先さきをさしいれた。

「…っ」

　夏だというのに痺しびれるように冷たい水に、反射的に身が竦すくむ。それでも深く息を吸いこむと、近場の石に摑つかまりながら足を沈しずめた。

　水深は、珪華の膝ひざの上まであるかどうかというところで、さほど深くはない。底は岩でごつごつしているかと思いきや、細かい砂が覆おおっていた。

　ゆっくり泉に両足を踏みいれた珪華は、膝を折ると腰こしまで泉に浸つかった。

「冷たいけど……気持ちいい」

　水をとおして、清んだ気が身のうちにいき渡わたっていくような心ここ地ちがする。

　光の揺れる透すきとおった水を右手ですくい、左ひだり腕うでから肩へとかけていく。右みぎ腕うでも同じようにしながら禊みそぎを続けていた珪華は、かさり、と耳に届いた音に、びくっと肩を揺らがせた。

　──なに……？

　さっと視線をあたりに巡めぐらせるが、自分のいる場所だけが明るいことがあだになって周囲を見通せない。

　おまけに、水音が邪じや魔まをして、耳をすませても気配が摑めないのだ。

　──だれか、くる？

　背筋をはう嫌いやな予感に、珪華は無意識のうちに襟えり元もとを握にぎりあわせていた。

「……でよう。森の動物かもしれないけど、用心に越こしたことないし」

　見咎とがめられればまずいことになるのは、無断で出歩いている自分の方だ。

　そう判断して立ちあがった時だった。

「何者かと思えば──おまえか」

「！」

　ふいに暗がりから届いた声に、珪華はとっさに上体を低くすると、岩いわ陰かげに隠かくれるように身を潜めた。

　──今の声って……

「……陛、下」

　零こぼれた呟きに応こたえるように、地面を踏む足音が近づいてくる。

「なんで……」

「それはこちらの科白せりふだ」

　なぜ、よりにもよって皇こう帝ていが現われるのかと、知らず口を突ついた狼ろう狽ばいに、背後から冴さえ冴ざえとした声こわ音ねが落ちてくる。

　その近さに、珪華は身体からだをこわばらせた。

「祭祀の前夜、皇帝がここで潔けつ斎さいをおこなうことを知らぬわけではあるまい」

　──皇帝が、ここで潔斎？

「それとも──」

　混乱する頭で事態を把は握あくしようとするが、ふと背後に感じた気配に思考を断たち切られる。

「そのようなしどけない姿で、私に会いにきたのか？」

「え──、ゃっ」

　はっとして振ふり返るより先に力強い手に二の腕を摑まれた。かと思うと、有う無むを言わさぬ力で岩陰からひっぱりだされる。

　立ちあがることを余よ儀ぎなくされた珪華が気づいた時には、佑の眼前へとひきずりだされていた。

　どうなんだ、とこちらを見下ろす黒く濡ぬれた双そう眸ぼうに、どくりと心臓が跳はねる。そのまま彼のまとう覇は気きに吞まれてしまいそうになるのに、抗あらがうように目に力をこめると、珪華は大きく身をよじった。

「違ちがいます…っ、陛下がお越しになるなど、」

「私が、後宮の噂うわさ話ばなし一つ、知らぬとでも？」

　皮肉げに唇くちびるを吊つりあげて言を遮さえぎった佑に、思わず動きを止め、眉び宇うをよせる。

「噂話？」

　さっきからなんの話だ、と思いかけ、はたと目を見開く。唇が『まさか……』と声にならない言葉を紡つむいだ。

　──会いたい人に会えるって……まさか、皇帝にってこと!?

　役割こそ違えど、花官のほとんどは皇帝や妃嬪たちの身の回りの世話をする者たちだ。そんな彼女たちが栄達を望むとすれば、皇帝に目をかけられ寵ちようを受けるよりほかはない。

　その花官たちが会いたい人とは、すなわち皇帝のことではないだろうか？

　護衛もつけず佑がここにいるということは、潔斎とは余人を介かいさずおこなわれるもので、命を賭とす覚かく悟ごさえあれば自分を売りこむ絶好の機会に違いない。

　噂うわさが一人歩きした結果、あんなとりとめもないものになっただけで、祭祀に関する儀ぎ式しきの知識がある者ならわかる意味合いを含ふくんでいたのだ。

　──やっぱりあんな話、真に受けるんじゃなかった…っ

　自分の弱い心が招いたこととはいえ、脳のう裏りに浮うかぶ同どう僚りようたちの無む邪じや気きな笑え顔がおに恨うらめしさが湧く。

　──とにかく、さっさとこんな場所たち去らなきゃ。

　唇をひき結ぶと、珪華は面をさげた。

「知らぬこととはいえ、神聖な儀式を穢けがしてしまい、申しわけございません」

　そのまま強く腕をひいてうしろにさがろうとするが、腕を摑む手がはずれるどころか、反対の手がすっと伸のびてくる。濡れて頰ほおにかかった髪かみを払うようにして、男の指先が頤おとがいにかかった。

「穢れ？」

　くっと喉で笑う声がすると、すくいあげるように顎あごを持ちあげられる。

「むしろ、伝説に聞く淑真仙娥が現われたのかと思ったぞ。月明かりの下で、水浴びをしているのかとな」

「っ、お戯たわむれを……」

　意味深に歪ゆがめられた口元に、珪華は頰が熱くなるのがわかった。

　──全部、見られてた……！

　まとっているのは、単衣一枚。それもしとどに濡れて肌はだに張りつき、身体の線をあらわにしている。

　そんな姿が満月の光の下に晒さらされていると思うと、今さらながらに羞しゆう恥ちが面を染めた。

「放して、くださいっ」

　摑まれた腕を思いきり振り払いたいが、自身の格好こそがそれの邪魔をする。

　せめてもと、胸むな元もとを隠すようにしてあわせを握り締しめていた右手に力をこめると、珪華は間近にある佑の顔を睨にらみつけるように見上げた。──それが男を煽あおることになるなど、思いもよらずに。

　夏とはいえ、泉で冷えた身体がこわばりとあいまって小さく震ふるえる。

　その様に佑がうっそりと目を細めた。

「なにを、そう嫌がることがある？」

「……ひ、ゃっ」

　顎を捉とらえた指先に喉のど元もとをくすぐられ、肩が跳ねた。思わぬ刺し激げきに、ぞくりと肌が粟あわ立だつ。

「私に、会いにきたのだろう？」

「違ちが…っ」

　笑みを含む声音が、こちらにそんなつもりがないことを知っているのを如によ実じつに伝えていた。

　遊ばれていることにかっとなり、あがいて身を捻ひねれば、腕を摑んでいた拘こう束そくがふっと緩ゆるんだ。

「！」

　唐とう突とつなことによろめきながらも、今を逃のがす手はないと、珪華はまろぶようにして身体を返した。足にまとわりつく水をかきわけ、泉のむこう側へと駆かけだそうとする。

　バシャッ、と高い水音をたてて、珪華が前へ踏ふみだした直後、離はなれたはずの手がするりと腰にからみつき、ぐっとうしろへひかれた。

「きゃッ」

　もともと不安定だった足元を砂にすくわれ、身体がうしろへと傾かしぐ。

　踏み止まる間もなく、珪華は逞たくましい体たい軀くに抱き止められていた。

「自ら飛びこんできた獲え物ものを、逃がす道理はない」

「ぁ…っ」

　背後から耳元に落ちた囁ささやきに、零れそうになった悲鳴を嚙かみ殺す。

　艶つやを帯びた声こわ色いろに、このままではまずい、と本能的に悟さとって、珪華は懸けん命めいにもがいた。けれど、元からの体格差に泉の高低差が加わって、半ば抱きかかえられるようにして爪先でかろうじて立っている状態では、満足に力がはいらない。

「月明かりに透すける仙せん女によの肌は、さぞや美しく輝かがやくのだろうな」

　佑は彼女の抵てい抗こうをものともせず、愉しげに戯れを口にすると、もう片方の手を濡れて絹のような光こう沢たくを放つ髪へとからませる。そのまま梳すくようにして、指先を胸元へと滑すべらせた。

「やめ……！」

　それらの言動に、珪華はさっと青ざめた。

　──こんな明るい場所で肌を晒されたら…っ

　逃れられない力と背中に感じる体温に、こみあげてくる恐きよう怖ふ心とは別の焦しよう燥そうが胸を灼やいた。

　珪華の左胸の上には、生まれつき赤子の掌てのひらのような痣あざがあった。物心ついたころから、老師に「この痣をだれにも見せてはいけない」と言い聞かせられてきたのだ。

　その痣にどんな意味があるのかはわからない。知っていただろう老師は、曖あい昧まいな言葉だけを残していなくなってしまった。

　ただ、なにかしらこの国に関かかわりがあることだけはたしかだ。

　──この人に見られるわけにはいかない。

　相手は皇帝だ。自分の知らないなにを知っているかもわからない。

「放して！」

『不敬』という言葉もどこかに、暴れだした珪華だったが、右手を離すわけにはいかない上、足元は水を蹴けるばかりだ。

　その抵抗すら愉たのしむように喉のどを震わせた佑は、小こ揺ゆるぎもせず、掌で胸を包みこむようにしてあわせへと指を滑りこませてきた。

「騒さわがしい小鳥だ──が、大人しいばかりの花よりはよほどおもしろい」

「嫌いやッ」

　濡れた薄うす布越ごしにはう自分以外の体温に、肌をかすめた感かん触しよくに、全身が総毛立つ。指が痺しびれるくらい必死にあわせを握にぎり締めるが、衣を破くことも厭いとわない力の前には虚むなしい抵抗にすぎなかった。

　濡れた布地が軋きしむ音に身を硬くする。

　──このままじゃ……！

　遠くはない未来に、珪華はぞっと背筋を震わせた。湧わきあがってくる怖おぞ気けに、『だから言っただろう』と呆あきれたような声とともに深い色の双眸が脳裏をよぎる。

「……ろ、う…っ」

　それに、届かない呼びかけが唇から零こぼれ落ちた時だった。

「──なことを言っている場合かっ」

　闇やみの奥から届いた、聞こえるはずのない声に、思わず耳を疑った。

「……え？」

　胸に灯ともりかけた期待に、珪華はすぐさま頭かぶりを振った。

　──あの人がくるわけないじゃないっ

　だれより二人の繫つながりを知られるわけにはいかない皇こう帝ていの前に、彼が現れるはずがない。彼も言っていたではないか、助けは期待するな、と。だが──

「しかし、陛下は潔けつ斎さいの……」

「その陛下の身になにかあったらどうするつもりだ」

　荒あらい足音とともに近づいてくる言い争うような声の片方は、もはや聞き違ちがえようもない。彼──天狼のものだ。

　──どう、して!?

　実感するが早いか、安あん堵どより焦あせりが先に立った。ここで表立って天狼が自分を助けたりすれば、佑に関係を疑われることになる。そうなれば、彼の進めている計画が破は綻たんしかねない。

　だが、なんとかしなければ、という珪華の思いも虚しく、「陛下！」と息せききった叫さけびが暗い森にこだました。

　びくっと揺ゆらいだ肩かたに、鋭するどい舌打ちが落ち、突とつ然ぜん身体からだが解放される。

　なにが、と思う間もなく投げだされる形になった珪華は、いきなりのことにくずおれるように泉の底に膝ひざを突ついた。

「なに用だ」

　潔斎の最中と知ってのことか、と冷え冷えとした佑の声こわ音ねが耳を打った瞬しゆん間かん、

「陛下、お下がりください」

　低い通告とともに、ザッと地面を踏みしだく気配がして、珪華の視界に影かげがさす。つられるように顔をあげかけ──ぎらりと眼前に翻ひるがえった輝きに、息を吞のんだ。

「──何者だ？」

「て……、っ」

　天狼が、自分にむかって刀を突きつけていた。

　よこされた、刃やいばに負まけず劣おとらず冷ややかなまなざしに、珪華は無意識に名を紡つむぎかけ……ぐっと一層迫せまった切っ先に声をつまらせる。

　──天、狼……？

　はじめて出会った時のような彼の様子に混乱する珪華の目の端はしに、遅おくれて駆けつけてきた別の男が打たれたように地面に跪ひざまずいたのが映った。

「申しわけございません！　花官らしき者がここへ立ちいったと聞き及および……」

「天狼大将としては見過ごせず、一大事と駆けつけたわけか」

　一体どちらのやら、と意味深に鼻を鳴らした佑に、天狼の眉まゆがわずかに動く。

　だが、それ以上の反応を示すことなく、天狼は「立て」と鋭くこちらに促うながした。

「……」

　茫ぼう然ぜんと水に浸つかっていた珪華は、小さく喉を鳴らしてゆっくりと立ちあがる。

「人目を忍しのんで陛下に近づくとは、どういう了りよう見けんだ？　ことと次し第だいによっては、」

「よい。捨て置け」

　天狼の詰きつ問もんに、そっけない佑の言葉が被かぶる。

「しかし──」

　それに天狼は渋しぶるような色を見せた。が、声とは裏腹に、『いけ』というようにわずかに顎あごが動いたのを、珪華は見み逃のがさなかった。

　──もしかして、この人……咎とがめる素そ振ぶりで、助けにはいってくれたの？

「よいと言っている」

　それを肯こう定ていするように、再び命じた佑にいかにも渋しぶ々しぶ刀をおさめながら、天狼の目が『さっさといけ』と告げてくる。

「──申しわけ、ございませんでした」

　珪華は促されるまま拱きよう手しゆすると、さっと背を返して泉をよぎった。

「……ふん、よくも気づいたものだな」

「玉体をお守りする身としては、当然のことながら──侵しん入にゆうを許しましたこと、ひとえに我が身の不明にございます」

　どこか緊きん張ちよう感かんの漂ただようやりとりを耳にしながら、反対側の岩場へとあがると、森の奥へと足を急がせる。

　木の陰に身を隠かくす寸前、皇帝の前に跪く横顔をちらりと見やり、彼がきてくれなかったらどうなっていたのかと、改めてぞっとする。今さらに震ふるえてくる手を、珪華は胸むな元もとで握りあわせた。

「──戻ろ」

　着き替がえも上じよう衣いも置いてきてしまった。夏とはいえ、この気温だ。長く水に浸かっていた分、身体が冷えきってしまっている。

　震えているのはそのせいだ、と自らに言い聞かせるようにして、珪華は湖の方へと足をむけた。

　人目につく可能性は高くなるが、森をいくには泉を避さけてさらに奥へはいらなければならない。目が闇に慣れたとはいえ、さすがに危険すぎる。

　木々の切れ間からのぞく明るい方──湖へと進みながら、珪華はいまだおさまらない鼓こ動どうに胸を押さえた。

「──助けないって言ったくせに、っ」

　胸の奥底に宿った温かみを持て余すように口を突いた呟つぶやきは、けれど木々が途と切ぎれた瞬間、瞳ひとみを刺さした眩まばゆさに霧む散さんした。

　たかが月明かりとはいえ、湖への反射も加わり、あたりは驚おどろくほど明るい。

　昼間とは違った幻げん想そう的な美しさをたたえる湖に、珪華は周囲に気を配りながら慎しん重ちように近づいていった。

「なんだか、吞みこまれそう……」

　どこまでも深く暗い湖にひきこまれるように膝を折ると、水面をのぞきこむ。まるで、このむこうに冥めい界かいでも広がっているかのような錯さつ覚かくを覚える。

「……そうだったら、老師に会えるのかな」

　あんな目にあいながらも諦あきらめきれない思いがぽつりと零れた時、ふいに湖面に自分以外の影がさした。

「──！」

「まさかと思って泉の周囲を張っていれば、案の定だ」

　だが、身をのりだしかけたところで背後から低く届いた声に、珪華は肩を揺らして立ちあがった。

「……天狼」

「人の話を聞かないから、ああいう目にあうんだ」

　いつのまにそこにいたのか、月に照らされた面に険しさをにじませた天狼がたたずんでいた。

「たかが噂うわさに踊おどらされる莫ば迦かがどこにいる」

　これ見よがしな嘆たん息そくとともに投げかけられた辛しん辣らつな言葉に、珪華は唇くちびるを嚙かんだ。

「…っ」

　彼の言うとおりだ。礼を言いこそすれ、怒る筋合いなどないこともわかっている。けれど、気落ちしているところへのそれに、ついかっとなっていた。

「知ってたら、近づかなかった」

　まさかと思っていたということは、彼はこの噂を知っていて自分が動くのではないかと思っていたということだ。

　だったら教えてくれればよかったのに、と眉み間けんに皺しわをよせた珪華を、天狼は冷ややかに一いつ蹴しゆうした。

「さっきも言ったはずだ。聞かなかったのはおまえだ」

「そんなの──」

　知らない、と反はん駁ばくしかけて、そういえばとはたと思いだす。最後に会った時、去り際ぎわに彼はなにか言いかけていなかっただろうか？

　あれか、と軽く目を瞠みはった珪華に、それみたことかと天狼が目を細めた。

「──そもそも、だ」

　低く言いながら、足音もたてずに距きよ離りをつめてくる男に、さすがに気まずさを覚えて身み動じろぐ。拍ひよう子しに肌はだに感じた冷たさに今の自分の格好を思いだし、それ以上近づくな、と牽けん制せいするように睨にらみつけた。

　だが、天狼はそんなまなざしを歯し牙がにもかけず、自分の上衣に手をかけた。

「噂の真しん偽ぎは別として、すこし考えればわかりそうなものだがな。そんな格好でいたら襲おそわれても文句は言えないと」

　なんのつもりかと、じりっと足をひきながら、珪華は一層視線を尖とがらせた。

「襲われる？　わたしじゃ誘ゆう惑わくするのは無理だって、前に言ったのはどこのどちらさまでしたっけ？──第一、あれは潔斎の邪じや魔まをしたわたしが不ふ愉ゆ快かいだっただけでしょ。単なる腹いせよ」

「……本気で言ってるのか？」

　嘆息混じりに落ちた呆あきれた声音に、

「じゃなきゃ、おもしろいからからかってるだけよ」

　本人もそう言っていたと見返せば、今度は舌打ちが返った。

「鈍にぶいにもほどがある」

「鈍いって……それ、どういう意味!?」

「こういう意味だ」

　思わず食ってかかった珪華に天狼は短く言い捨てると、大きく踏ふみこんできた。

「なっ──」

　反射的に逃げをうつが、それより早く視界が遮さえぎられたかと思うと、なにか温かなものの中に閉じこめられていた。

　──え、なに？

「おまけに隙すきだらけだ」

　どうなったのかと混乱をきたしていると耳元に──否いな、身体からだに直接響ひびいた声に、一いつ拍ぱく遅おくれて温かなナニカが天狼だと気づく。

　彼に、抱き締しめられているのだ。

　理解した瞬しゆん間かん、心臓が大きく跳はねた。血が沸わきかえるように熱くなる。頼たよりなく肌に張りつく布越ごしの体温は、まるで素す肌はだに触ふれられているかのようで……。

「ちょっ……はな、してッ」

「これに懲こりたら、すこしは自分が人の目にどう映るか自覚することだ。──特に後宮ではな」

　羞しゆう恥ちに駆かられ、空いた左手で強く胸を押し返せば、あっさりと拘こう束そくを解かれる。そのあっけなさに反動で湖へと転がり落ちそうになり、珪華は慌あわてて踏み止まった。

「危ないじゃない！」

「放せと言ったのはそっちだろう」

　どっちだ、と呆れ顔の天狼に、「そもそもそっちが」と嚙みつきかけ──ふと身を包む温ぬくもりに気がついた。

　いつのまにか、珪華の肩にさきほどまで天狼がまとっていた上衣がかけられていた。

「これ……」

「風か邪ぜでもひきたいのか」

　驚いて見上げれば、そっけない一いち瞥べつがよこされる。

「そうじゃ、ないけど……」

　それ以上言葉が見あたらず、珪華はぎこちない手つきで上衣をかきあわせた。

　──……そういえば、まだ助けてもらったお礼も言ってなかった。

　今さらながらに思いだしたそれに、しばらく逡しゆん巡じゆんしたあと、

「…………ありがと」

　呟くように礼を言えば、無言のまま顎をひかれる。

　徐じよ々じよに頭が冷えてくるに従い、なんとも居たたまれない気持ちが湧わいてきて、珪華は視線を泳がせた。拍子に、湖面に映る自分の姿と目があう。

　その表情が、ゆっくりと自じ嘲ちように歪ゆがんだ。

「──もう一度、会いたかったの」

「なに？」

　自然と零こぼれ落ちていたそれに、同じく水に映った天狼が怪け訝げんそうに眉まゆをあげたのがわかった。

「幻まぼろしでもいいから……もう一度、老師に会いたかった」

「……」

　だからつい噂にのってしまった、とほろ苦い笑えみを浮かべて顔をあげる。

　そんな珪華に、天狼はかすかに瞳を揺ゆらがせたあと、おもむろに腕を伸のばすと彼女の肩を抱きよせた。

「そうか──大切な、人だったんだな」

「…っ」

　恐おそれと嫌けん悪おしか湧かなかった佑とは違う、優やさしい温もりと響きに、つい張りつめていたものが緩ゆるみそうになる。

　けれど、それはすぐに遠ざかっていき、「戻もどるぞ」とそっけなく返された背に、珪華は我に返ったように瞳を瞬またたかせた。

　──なに、今の……また、莫ば迦かだのなんだの言われると思ったのに。

　静かに受け止められた気持ちに、我知らず口元が綻ほころんだ。離はなれてしまった熱をどこか名残なごり惜おしく思いつつも、彼の温もりを残した上衣が、やけに温かい。

「なにをしてる」

　いっこうに動かないこちらに痺しびれをきらしたように、天狼が振ふり返る。

「今いく」

　胸を覆おおっていた寂さびしさが溶とけだしていくのを感じながら、珪華は広い背中を追うために足を踏みだした。
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　こんにちは、岐川新です。




　珪華と祥の恋こいも耀国の争乱も、無事決着を迎むかえることができました。このシリーズとは約一年のつきあいでしたが、構想を練りはじめたころから色々あった濃こい一年だったせいか、もっと長くつきあっていたような気分です。




　思い返すと、本当に色々とありました。特にメインの二人は……。

　珪華は最初、書いているこちらが息切れするぐらい、威い勢せいのいい、元気がよすぎる女の子でした。今の彼女で、だいぶおとなしくなったんですよ？　本当に、パソコンの前でぜえはあ言いながら書いてましたから（苦笑）。でも、無む謀ぼうすぎるくらい行動力にあふれた彼女は、書いていてとても楽しかったです。

　折々に触ふれてきましたが、やはり一番苦労させられたのが祥でした。抱かかえこんでいるものがゆえに動こうとしない彼に四苦八苦させられたかと思えば、吹ふっ切れた途と端たん、こちらも予期しない行動をとりだす始末。最終巻の最後にいたっては、「甘い……甘すぎる。クールはどこへ!?」と何度思ったことか……。

　今回の巻には、以前雑誌に掲けい載さいされた短編が同時収録されていますので、吹っ切れる前と後の彼の変化をお楽しみいただければと思います。

　佑は、最初から最後までブレなく佑でしたね。もっと嫌きらわれるかな？　と思っていたんですが、そんなこともなかったのがすこし意外でした。

　雷牙と瞭の二人を書くのも楽しかったです。二人のやりとりが楽しくて書きすぎ、泣く泣く削けずったなんてことも（笑）。そのあたりが心残りと言えば心残りでしょうか。

　景舜ははじめてチャレンジするタイプだったんですが、こういうキャラも楽しいなぁ、と新しい発見がありました。──こう書くとキャラがキャラだけに危ない人みたいですが。

　苦労もさせられましたが、それぞれに愛着のある彼らです。そんな彼らの物語、皆みな様さまにもすこしでも楽しんでいただけたのなら、作者としてこれ以上の喜びはありません。




　最後に、このシリーズでお世話になった方々にお礼を。

　まずは、周防佑未様。お忙いそがしい中、いつも素す敵てきなイラストをありがとうございました！

　華はなやかでいて色っぽい珪華や祥たちにはドキドキさせられっぱなしでした。もう、周防さんの描えがいてくださる彼らと会えなくなるのだと思うと、名残なごり惜おしいです。

　また、キャラからタイトルからすんなりとはいかなかったシリーズを、根気強く支えてくださった、担当様方。色々とご迷めい惑わくをおかけして、申しわけありませんでした。無事に形になり、こうして終えることができたのも、編集部の皆様をはじめとしたお力ちから添ぞえがあったからこそです。本当にありがとうございました。これからもよろしくお願いいたします。

　そしてなにより、このシリーズを読んでくださった方々に感謝を。ここまでおつきあいいただき、本当にありがとうございました！

　こうして最終巻を無事に迎えることができたのも、応おう援えんしてくださった皆様のおかげです。アンケートなどで感想をいただくたびに、続きを待っていてくださる方がいるのだな、と心強い思いでした。

　最後は祥ががんばって、王宮ラブロマンスらしい華やかさを添えてくれたと思うのですが──あなたに満足いただける物語になっていたでしょうか？




　名残惜しい気持ちもありますが、『蒼あおの狼は華を愛めでる』もこれにて終幕です。

　願わくは、また皆様とこうしてお会いできる機会がありますように──。
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